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　今にも雪が降り出しそうな寒々しい夕暮れ時だった。

　排ガスですっかり汚れた灰色の雲が重たく頭上をおおう。ひさしく太陽の光を浴びておらず、ただでさえ寒いのが苦手なおれは気が滅め入いる一方だった。

　風がないのがせめてもの救いである。

　すっかり冷えた体をはやく温めるべく、両手にくいこむ買い物袋の重さをこらえて事務所への帰路を急ぐ。

　本日は我が黒くろ瀬せ魔術コンサルタント、月に一度の豪華ディナーだった。

　経理担当のリクエストにより今晩はスキヤキ。

　買い出しのじゃんけんに負けたおれはスポンサー特権で回避しようとしたが「肉を買うまで帰ってくるな」と事務所を追い出され、現在にいたる。

　いつも人でにぎわう駅にさしかかると、帰宅時間の駅前広場に妙な人だかりができていた。

　野次馬根性のないおれはさっさと通り抜けたいところだが、信号待ちの人ごみと荷物の多さで足止めをくらう。

　仕方なく信号が青になるのを待つ。

　ゆるくなった首元の黄色いマフラーを直したかったが、両手が塞がっているため難しい。帽子のつばもいつの間にか目元を隠すようにずれていた。

　なにもできない時間の中で視線は自然と駅前広場の人だかりへ流されていく。駅前を飾るクリスマスツリー目当てのにぎわいではない。

　どうも喧けん嘩からしい。

　騒いでいる声の高さから片方は女の子だろう。

　ニット帽にマフラー、手袋と上から下まで完璧な防寒スタイル。山から下りてきたみたいに外見より実用性を重視した装いである。背中にはリュックサック。大きなトランクがあることから新幹線で上京してきたばかりか。もっさりミノムシと名づけよう。

　かたや二十歳くらいの瘦せ型でヘラヘラした表情を浮かべた男。

　ファッション雑誌からそのまま引き写したような、街中にあふれかえるシンプルで小こ綺ぎ麗れいな服装。細身で背が高いため、一見すれば様になっているが自己主張は絶無。派手な色使いや目立つ柄を徹底的に排し、高いブランド品だと一目でわかるアイテムは身につけていない。まるで群衆に迷彩する密命でも帯びているように特徴がないのが特徴といったところだ。匿名28号。

「なにがあった？」

　おれは自分の前にいた中年サラリーマンに訊たずねた。

「あの若い兄ちゃんが、ほら、あそこにいる女子高生をしつこくナンパしていたらしくてね。近くで見ていた女の子が怒って、横から口を出しちゃったみたいなんだわ」

　なにが楽しいのか、中年サラリーマンの説明には含み笑いがまざる。

　ナンパ男に真面目な少女が嚙かみついた、という状況には多少珍しさはあれど駅前の交通を妨げるほどの動員力があるとは思えない。

　その原因は、視線をさらに横に移して、すぐに氷解した。

　怒いかれる少女からすこし離れた場所で、興味がなさそうに目の前の口論を眺めているとびきり美人の女子高生が立っていた。

　時間の無駄とばかりに眉根をわずかにゆがめた女子高生は、華のある気の強そうな顔立ちをしている。切れ長の大きな眼めは猫のようだ。明るい色の長い髪は後ろに流しながら、左右に一房ずつ束ねて細いツインテールにしていた。裾の短い制服のスカートから伸びる細い脚はニーソックスに包まれている。ピカピカに磨かれたローファーは新品同然にしっかり手入れされていた。肩から下げたカバンの校章は、永えい聖せい魔術学院のものだ。

　この混雑はマネキンのように非の打ち所がない生身の、高たか嶺ねの花を見るためらしい。

　女子高生の前で組んだ腕はよく見れば、指先が小さくリズムを刻む。

　匿名28号はもっさりミノムシになにか言われるたびに絹ごし豆腐のように左右に揺れて、ろくに取り合わない。

「迷惑をかけたんだから謝ってください！」

　じれた少女がほえた。

　少女の言い分は正しい。おれも内心では支持しよう。しかし誠意なんてものが金で簡単に片づいてしまう時代に、正しさが勝つとは限らない。

「だからさ、関係ないじゃん。放っておけよ」と気の抜けた声しか出さない匿名28号。

　青年は責任の所在を棚上げして、ただ注意してきた少女の介入に対して不満げだった。

　こんな腑ふ抜ぬけに腹を立てるなんてご苦労なことだ。

　ただでさえ見た目では本性を判断しづらいご時世。

　善人面のクズがいて、恐こわい顔をした聖人がいる。

　残念ながら中身は接してみないことにはわからない。

　幼さゆえの恐こわいもの知らずはかわいげもあるが相手は、選ぶべきだ。後先考えない行動は取り返しのつかない傷を人生に残しかねない。

　見ず知らずの少女の行く末を憂いていると「いい加減、周りの邪魔だから終わってくれる」と女子高生は冷たく一喝する。

「ごめんごめん、うざかったよね。すぐ追い払うから安心して」

　匿名28号の手が荒っぽくもっさりミノムシに伸びる。

　少女は外見の印象を裏切るすばやい動作でよけた。目がいいのだろう。適切に距離感をはかり、絶妙な間合いを保つ。

　空を切った手は行き先を見失い、匿名28号は「ふざけるな」と感情をむき出しにする。

「気安く触らないでよ。気持ちわるい」

「なんだと！」

　気に入らなければ大きな声をあげる。

　感情に任せた男は往来にもかかわらず拳を振りあげた。ギャラリーから小さな悲鳴があがるも、少女はあっさり回避した。

　もっさりミノムシのわりにフットワークは驚くほど軽い。

「暴力なんて最低ッ」

　少女の視線は一層鋭くなる。

　さっさと警察を呼んだほうがよさそうだろう。

　おれは荷物を無理やり片手で持って、ポケットから携帯電話をとろうとする。

　その隙に、少女は鼻息を荒くした男から距離を空けた。

「〈花は舞い散る。鳥は鳴く〉」

　男を睨にらみながら、詠唱をはじめていた。

　少女の唇から魔力を帯びた言葉が紡がれていく。

　えり首に生温かい風が触れた気がする。産毛をゆらすほどの微び風ふうにも満たない兆候。

「──〈吹けよ、春風〉」

　風が、吹こうとしていた。

　おれは反射的に食材の入った袋を投げ捨て、人ごみの輪の中へ走っていた。

　目の前のサラリーマンを弾はじき飛ばし、少女の前に飛びだす。

　おれのロングコートが翼をうつように閃ひらめく。

「〈風かざ見み鶏どりは浮気性〉」

　現象を引き起こす寸前の少女の詠唱におれはすかさず言葉を重ねる。

　魔力を帯びた言葉を感じとるや否やの脊髄反射。

　巻き起こったはずの激しくも温かい突風をおれは崩す。

　ひきちぎられた風の余波だけが魔術の痕跡だった。

　魔術士でさえこの状況を正しく理解できる者はいないだろう。

　ギャラリーのコートが翻る。よろける者もいた。

　いちばん近くにいた女子高生は制服のスカートがめくれあがり、悲鳴をあげる。

　一瞬の生ぬるい風にギャラリーも不思議な顔をしていた。

　だが、この場でいちばん動揺していたのはおれだ。

　おれの帽子は宙を高く舞い、あおられた黄色いマフラーの裾が泳ぐ。

　魔術を完全に崩しきれなかった。

　吹くはずのない風がわずかに吹いていた。

　おれは少女の顔を見る。

　彼女はなにが起きたのかわからない様子で固まっていた。

　へたりこんでいる匿名28号は泡をくっている。

「あの！　ありがとう、ございます」

　振り返ると、高たか嶺ねの花な女子高生がおれの帽子を頭にかぶせてくれた。

「助かる。君は大丈夫？」

「平気。からまれるのには慣れているから」と女子高生はほんとうに何事もない様子だった。

　ちょうど信号が青になる。

「問題は、こっちか……」とおれは魔術をつかった少女の手を咄とつ嗟さにとる。慌てて自分のトランクをつかんだ少女。おれは片手で強引に買い物袋を拾いあげると急いで横断歩道を渡った。

「ちょっと、一体なんですか！」

　少女の非難も無視して、せまい通りからビルとビルの隙間、その奥の路地へと連れこむ。

「急になにを──」

「人前で魔術をつかうやつがあるか！　小学生でも知っている常識だぞ！」

　おれは、混乱している少女の舌を引っぱりあげていた。

「ぃはぃへすぅ」

「魔術は人を傷つける力だ。うかつに詠唱して、死人がでたらどうする！　子どもがみだりにつかっていいものじゃない！」

　おれは本気で怒っていた。

　彼女のうかつなつかい方に。無自覚な振る舞いに。そして、想定外の結果に。

「はやしへぇ」

　涙目で懇願する少女。

「次やったら舌を抜く」

　解放すると少女はヨロヨロと後ずさる。

　おれの恫どう喝かつめいた声と舌の痛みから少女は怯おびえていた。

「往来で魔術なんて、たちの悪い魔術執行官に見つかったら殺されるぞ」

　総人口の三分の一が魔術をつかえる現代。

　戦後、魔術をつかえる人口の増加に比例するように魔術犯罪も右肩あがりに増えていった。魔術省が免許制度を確立し管理することで、魔術士という職業は社会的に認められていく。だが、警察機構でも対応しきれない凶悪な魔術犯罪の増加に対して、魔術省は魔術による実力行使を法的に許可した存在を社会に放った。

　魔術執行官と呼ばれる猟犬。

　彼らは法的な規制の象徴として無秩序な魔術を容赦なく取り締まる。

　そして、四年前に起こった消失した正午と呼ばれる大規模魔術テロ事件以降、魔術執行官による規制活動はさらに加速していった。

　通称・本隊と呼ばれる魔術執行官の鎮圧部隊はひとたび事件が発生すると、圧倒的な魔術によって犯人側を殲せん滅めつする。

　魔術社会に非協力的な存在は容赦なく排除された。

「殺されるって……」

　少女の驚いた反応におれは忸じく怩じたる思いだった。

「君に魔術を教えたやつはどういう教育をしているんだ」

　おれは呆あきれつつ、冷静さをとりもどす。思わず独り言めいた文句がこぼれる。

　彼女の軽率な行為は正義感で片づけるにはあまりに短慮。気に入らない相手を武器で黙らせるようなものだった。

　一度放たれた魔術は取り消すことはできない。

　たぶんおれ以外には不可能だろう。

「──いません」

「なに？」

「教えてくれる人なんて誰もいません」

　ふてくされた声。悔しそうな顔でうつむいていた。

「ぜんぶ独学、なのか？」

　少女はうなずく。

「だから東京に来たんです！」

　黒目がちの大きな瞳は涙にうるんでいた。

　目と目が合う。

　まっすぐな眼まな差ざしだった。少女は懸命になにかを訴えかけるようにおれを見る。

「あれ？」と少女は間の抜けた声をあげた。

　頭にかぶった中折れ帽子から首元の黄色いマフラー、ロングコートに足元のスニーカーまで少女の視線は胡う散さん臭くさそうになぞる。そして再度おれの顔を穴があくほど注視した。初対面の相手をジロジロ見るのは行儀のいいものではない。

　おれの職業病的ポーカーフェイスが曇るまでじっくり観察した少女は「お父さん!!」と飛びついてきた。

　倒れそうになるのをこらえて結果的に抱きとめてしまう。

「ヒナコはちゃんとわかったよ。お父さん会いたかった!!」

　丸ごと存在を預けるように少女は全力でおれの首にすがる。

「ちょっと待て！　誰がお父さん？」

「お父さんはお父さんじゃない。実の娘のことを忘れちゃったの？」

「忘れるもなにも子どもをつくった覚えはない！」

　おれは少女を引きはがす。放っておくとずっとしがみつかれそうだった。

「噓うそ。だって一緒に写った写真があるよ」

　彼女はリュックサックから一枚の写真をとり出し、おれに差しだす。

　古びた写真には、小さな赤ん坊を抱き上げた少年の姿がおさめられていた。

「これがわたし」とわざわざ自分のことを指さす少女。幼いながらに大きな目元には確かな面影がある。小さな手が少年の指をしっかりとつかんでいる。赤ん坊は腕の中で無む垢くな笑みを浮かべていた。

「こっちがお父さんだよ」

　そして、幼い彼女を抱く少年は間違いなく昔の黒くろ瀬せ秀ひで春はる。

　つまり、おれだった。

　まじまじとおれは目の前の少女を見る。

　遠い記憶の中の赤ん坊は立派に成長していた。

「じゃあ、ヒナコなのか、ほんとうに」

「わたしにとってははじめましてだけど、おひさしぶりお父さん。娘の朝あさ倉くらヒナコです。あなたを探して上京してきました」

「人ちがいです」

　おれは即答した。

「でも写真とそっくり」

「他人の空似」

「髪を切って、干え支とを一回りくらい戻せば完璧一致」

「ただの勘違いじゃないか」

　沈黙。

「認知しろ───────────────!!」

「自分の子どもでもない相手を認知できるか!!」

　おれは間違った認識を改めさせるためにきっぱり否定した。

「ひどいよ！　ずっとほったらかしにしておいて、ようやく会えたのに拒否するなんて」

　朝あさ倉くらヒナコと名乗る少女は泣きそうだった。

「ちょっと落ち着け。君は致命的な誤解をしている。確かに写真の男はおれだけど、ほんとうに君の父親じゃない」

「そんなわけない。この人がお父さんだもん」

　だもんって……。大人っぽい顔立ちのわりに中身はまだまだお子様だ。

「君、年はいくつだ？」

「十四歳」

「おれは今二十七歳だ。冷静に考えろ。父親としては若すぎる」

　ヒナコは写真とおれを見比べる。

「禁断の恋？」

　おれは回れ右をして即座に立ち去ろうとした。

　ヒナコは必死におれのコートの裾をつかむ。

「だってお父さんには会ったことないし、お母さんは詳しい話をしてくれなかったから！」

　朝あさ倉くらヒナコの口から聞かされた事実はおれの腹のあたりに重い違和感をもたらす。切れ味の悪い刃物をゆっくりと強引に差し込まれる不快感があり、それが取り除けないことをおれはよく知っていた。

　おれは口の中に感じた渇きをこらえる。

「……あの、あなたはほんとうにわたしのお父さんじゃないんですか？」

　ヒナコは意を決した顔であらためて問いかける。

「おれは黒くろ瀬せ秀ひで春はる。君の、お父さんの弟子だった」

「弟子って」

「おれの魔術の先生だ。名前は朝あさ倉くら響きよう示じ」

　ヒナコは崩れるようにその場でへたりこむ。

「おい。大丈夫か」と思わず声をかけてしまう。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつな表情でビルの間からのぞく東京のせまい空を見上げるヒナコ。そして音もなく大粒の涙がぼろぼろとこぼれ落ちた。

「なに泣いているんだよ」

「これが泣かずにいられますか。ずっとお父さんだと信じてた人が違うなんてあんまりです。わたしのお父さんは一体どこでなにしてるんですか！」

　泣きながら怒るヒナコ。器用な子どもだ。

「ねえ、教えてくださいよ。教えてよ」

　おれのコートの裾をつかんだまま離さず、駄々をこねるように力なくゆする。

「……おれもわからない」

　すこし迷った後、おれは正直に答えた。

「今も行方不明だ。四年前に起こった消失した正午以来、先生は消えてしまった。生きているのか死んでいるのか」

「そう、ですか」

　少女はうなだれたまま動かない。おれは彼女の手がほどけるのを黙って待っていた。はるばる上京してきた結末としては酷な話だ。少女の傷心は想像するに難くない。

　あまりの落胆ぶりに思わず慰めの言葉を探していると、

「──代わりに責任とってください」

　ぼそりと、ヒナコがつぶやく。離れかけた手を強く握りなおしていた。

「師匠の不始末は弟子の不始末です！」

「は？」

「身寄りのない少女を都会のど真ん中に放りだすんですか。わざわざ東北の山奥から来たんですよ！　大人としてどうなんですか！」

　立ちあがったヒナコはものすごい剣幕でおれにつめ寄った。

　少女の声はビルとビルの谷間で反響する。




　　　　　　　○




　一般論による脅迫に押し負けたおれはとりあえず少女を事務所まで案内することにした。

　ガラガラと大きなトランクを引きずりながら、ヒナコはおれのうしろをついてくる。

　あたりはさらに暗くなり、立ち話をするには寒すぎた。

　途中、顔見知りと会うたびに「黒くろ瀬せちゃーん、ついに独り身を卒業かい」「ずいぶん若い子でうらやましいわねぇ」「秀ひでサン、その子にプレゼントどう」「千ち草ぐさちゃんという人がありながら」など好き放題なことを言われた。

「放っとけ！」とおれは冗談めかして声をあげる。

「知り合いが多いんですね」

「このあたりに住んで長いからな」

　職業不明なおっちゃんから外国人、性別不詳なやつまで多種多様な愛すべき地元の友人知人隣人たちである。

　おれは道すがら高架沿いに軒を連ねる屋台の一角、たい焼き屋・ルーリーに立ち寄った。

「おじさん。小倉白玉とカスタード、二つずつ」

「あいよ。千ち草ぐさちゃんへのお土産かい」

「これ以上帰るのが遅くなると、なにをされることやら」

「秀ひで坊のところには美人が多いから大変だねぇ」

　支払いを済ませ、たい焼きの入った紙袋を手渡される際「今日はクリスマスプレゼントもある。魔術コンサルタントに仕事の依頼だ。今回はかなり報酬もいいぞ。依頼主は、あのセントクロス魔術保険の社長様だ」といつものように切り出す。

　たい焼き屋・ルーリー店長は地元の事情通である。

　元々おれの先生である朝あさ倉くら響きよう示じと知り合いだった縁から情報提供や黒くろ瀬せ魔術コンサルタントの宣伝を頼んでいる。魔術絡みで困った人がいると、我が事務所を紹介してもらっていた。

「大企業ですね。具体的には？」

「社長令嬢に魔術指導だ。名前は十じゆう条じよう寺じ飾かざり。永えい聖せい魔術学院の学生だが、去年から不登校になっている。遅れを取り戻すために優秀な魔術コンサルタントに家庭教師を頼みたい、とまぁこういうわけだ」

　わざわざ優秀を強調した言い方におれは苦笑いで逃げる。

　今や魔術士向け保険会社では最大手であるセントクロス魔術保険。

　業界では後発でありながら消失した正午以降、顧客層を一握りの金銭的に裕福な魔術士から一般の魔術士にまで裾野を大きく広げたことで急成長を続けている。

　四年前まで誰もが魔術がなくなるなんて考えもしなかった。

「……乗り気じゃなさそうだな」

「そんなことはないですよ」

　付き合いの長さから見透かされた本音を思わず誤魔化す。

　ビジネスに限らず、物事は勢いに乗って先を制することが勝利の大きな要素を占める。

　とはいえ消失した正午をきっかけに商売しているセントクロス魔術保険のような企業の個人的好感度は著しく低い。

「頼む相手は間違ってない？」

「魔術基礎トレーニングから現カ心ウ想ルに不止の魔術まで幅広く対応できる魔術コンサルタントなんて一握りだろう。秀ひで坊のところに足りないのは知名度くらいだが」

　痛いところを突いてくれる。

　もっとも黒くろ瀬せ魔術コンサルタントはおれひとりで回している気ままな稼業だ。あまりに仕事の件数が増えても、それはそれで考えものである。

「詳細は依頼主に直接訊きくんだな」とおつりと一緒にメモを手渡される。おれは紙袋片手にメモの内容を一読した。訪問の日時を確認し、記憶していたスケジュールと照らし合わせる。年明け早々から手のかかる仕事になりそうだ。

「サンタクロースはガキの頃から信じていないから、できれば早めのお年玉にしてほしいな」

「現金なやつめ。プレゼントがもらえるだけありがたいと思え！」

「来年のことは来年考える主義でね。第一、今言われても正月ボケで忘れるかも」

「秀ひで坊の真面目さは知っているよ」とルーリー店長は歯を見せて笑いながら、おれの後方にひかえる少女を捉える。

「最近な、妙な連中がこのあたりで悪さしている。大半は無免許の若い魔術士だ。このご時世で仕事も決まらず暇なんだろう。カワイイ子ちゃんを連れるなら気をつけたほうがいいぞ」と忠告する。

「ありがとう。また頼むよ」

「またどうぞ」とルーリー店長に愛あい想そよく送り出された。

　店の前に並んだベンチで大人しく待っていたヒナコに「ほら、好きなほうを選べ」とたい焼きの入った紙袋を差し出す。

「いただいていいんですか？」

「冷める前に食べたほうがうまい」

　ヒナコはカスタードを迷わず選んだ。

「あ、おいしい」とヒナコは一口で顔をほころばせた。

「だろ」

　おれはヒナコから少し間を置いて、ベンチに座った。焼きたての小倉白玉をかじる。薄い衣の軽い歯ごたえと甘すぎない小倉餡あんのハーモニーは絶品だ。

　少女のまとっていた緊張感がわずかにほぐれると「魔術コンサルタントの依頼って毎回あんな風にくるんですか？」と訊たずねられた。

「派手な宣伝をする金もないからな。うちみたいな個人経営だと昔の依頼主からの紹介も多い。消失した正午以降、魔術コンサルタント業界は競争が激しくなる一方だ。仕事があるのはありがたい話だよ」

「消失した正午って東京ではまだ影響があるんですね。田舎だとそもそも魔術士の数が少ないから特に意識することもなくて」

　魔術が当たり前のようにあふれている東京という土地は田舎から出てきた少女には非日常的な驚きの連続なのだろう。魔術執行官の脅威に実感のない反応を見ればよくわかる。

「君はどこまで知っている？」

「四年前の七月十一日の正午、東京を中心とした首都圏一帯で魔術が一斉につかえなくなった、大規模魔術消失事件。日本魔術史における最大の転換点。原因とされた七番目の第零種〈永久言帝エンペラースペル〉の抹消処分で決着となる。そして、魔術執行官による魔術の規制権限が拡大されたきっかけ。学校ではそう習いました」

「ちゃんと勉強しているんだな」

　よく晴れた青空が印象的だったあの夏の日、すべての魔術がつかえなくなった。

　一時間にも満たない魔術消失。

　起動中の魔術が一斉に止まったことによる甚大な影響は多岐に渡り、現代魔術社会を騒然とさせた。

　病院では魔術による治療が中断され、患者は帰らぬ人になる。工事現場では魔術により運ばれていた資材が落下、死傷者を出す。路上では魔術による手放し運転をしていたクルマがコントロールを失って歩道を行く人々の中に突っこみ、大惨事となった。

　魔術消失による二次的な被害は連鎖的に拡大し、救えたはずの命が多く失われる。

　露見したのは、無免許魔術士による魔術の無断行使。

　多くの者にとっては出来心からくる魔術行使であり、それは日常でありふれたものだった。

　例えば〈跳躍〉の魔術特性を持っていた宅配業者。炎天下での長い信号待ちを堪えきれず、片手で持てる小包だったせいもあり、つい魔術をつかってしまった。ちょうど滞空中に消失した正午が発生したことで着地に失敗、大怪け我がとなる。

　東京中で似たような話は枚挙に暇いとまがなく、責任の所在や補償の問題からセントクロス魔術保険を必頭に魔術トラブルを扱う会社やサービスが隆盛していった。

　消失した正午以降のもっとも象徴的な変化が、魔術執行官の権限拡大である。

　もっともヒナコのような若い世代にとっては、まだ自分の魔術もろくに扱うこともできない時期の出来事であり、大人たちが大慌てしたくらいの印象しか残っていないだろう。

　実際、あの日から今日にいたるまで魔術士たちは問題なく魔術をつかえている。

　事の重大さを正しく認識している者はすべての世代においてごく少数だろう。

　だが、魔術は永遠ではない。

　少女はやや間を置いて、ポツリとつぶやく。

「お母さんの、命日ですから」

「そうか。そうだったな」

　忘れていたわけではない。

　ただ、思い出さないように必死に記憶の蓋を閉じていた。

　あの人の娘である朝あさ倉くらヒナコにどんな顔をして向き合えばいいのか。考えたこともなかった。そんな余裕を黒くろ瀬せ秀ひで春はるは持てないまま、唐突に再会を迎えた。

「でも運命ってあるんですね。いきなり写真の人に会えるなんて」

　ヒナコはたい焼きを大口でほお張った。

「……どうやって父親を探すつもりだったんだ？」

「黒くろ瀬せ魔術コンサルタントに突撃」

　父を求める心の飢えは恐ろしい行動力を引きだした。

　ヒナコがたい焼きを食べ終わると、おれ達たちは再び事務所に向かって歩きだす。

「正直助かりました。わたし、方向音痴なので」と少女は苦笑いを浮かべた。

「迷子にならなくてよかったな」

「山の中と違って、案内もありますしね」とヒナコは平然と笑う。

　どれだけの秘境に住んでいるのだ。東京でしか暮らしたことのないおれには想像のつかない世界の話である。

　東北の山奥で育ってきた彼女には東京は巨大な迷路だろう。

　舗装された足元の感触は常に硬くて愛あい想そがない。せわしなく行き交う人々は器用に他人をよけて、やりすごす。絶え間ない音は濁流となってあふれている。街を覆い尽くす情報を無視することに慣れていないから、彼女はきょろきょろと周りを見ていた。

「風がザラザラしますね。鼻の奥がムズムズします」

「雪がなくてチリやほこりがそのままだからな」

　なんの気ない会話を流していて「なんでウチの住所がわかった？」とふいに引っかかる。

「もし大きくなって東京へ行く時は、この人を訪ねなさいってお母さんが……」

　少女は戸惑いがちに答える。

　おれは彼女の言葉をうけて、内心のゆらぎを表に出さないように努めた。こちらの準備などお構いなく、試練というのはふいに訪れる。

　朝あさ倉くらヒナコの登場は幾分の月日が流れたことをかみしめさせた。

「まだ、冬休みにはなっていないだろう。学校サボって東京観光か？」

　おれは話題の方向を変えた。

　いくら女の子だとはいえ、海外旅行用の大きなトランクは数日の滞在にしては容量がいささか多く思えた。

「高校進学が推薦で決まって。卒業式まで時間ができたのでお父さんを探しに来ました」

「優秀だな」

「魔術士のライセンスを獲とっていたので」

　彼女はまるでなんてこともない様子でとんでもないことを口にした。

「……ライセンスを持っているのか」

　おれはピタリと歩みを止め、一段声を低めてたずねてしまう。

「見ます？」と彼女は躊ちゆう躇ちよなく財布にしまっていたカードをとりだす。

「本物だな」

　細かくライセンスを確かめる。間違いなく魔術省が正式に発行したものだ。

「史上最年少のライセンス獲得者だそうです。未成年なので名前は公表されませんでしたけど」

　ヒナコは控えめだが、誇らしげだった。

　そういえば半年くらい前に報道されていた気がする。

　魔術士の低年齢化に拍車がかかり、社会における魔術の取り扱いには今後とも注意するべきというお決まりの言葉で締めるニュースに白けたことを思い出す。

　理想論はいいから実情にきちんと合った規制を敷くべきだ。見当違いな制限ばかりが増えて、魔術の自由が損なわれるのは望ましくない。

「これからはライセンスをうかつに見せるな。未成年のうちは自分から魔術士と名乗るのも禁止だ。変な連中にからまれるぞ」とカードを彼女に返す。

「都会だと逆なんですね。田舎では魔術士が珍しいから遠ざけられましたよ」

　あっけらかんと言うヒナコ。

　駅前からつづく高架沿いの繁華街のにぎわいを抜けて、閑散とした通りに入ると町並みは唐突に色彩を欠く。見通しは悪く、ゴミやガラクタが転がり、ろくに洗車もされていないクルマが路上駐車されている。

　おれの事務所がある建物に着いたのは、空が真っ暗になる直前だった。

「ここ、ですか？」

　薄汚れた古い雑居ビル。

　住人は幽霊しかいないような雰囲気にヒナコは目を疑っていた。

　本当にこんなところに住んでいるの、という心の声がハッキリ聞こえてくる。

「なんだ、文句あるなら山に帰っていいぞ」

「人を未開の蛮族みたいに言わないでくださいよ！」

「往来で魔術をつかおうとするやつは似たようなもんだ」

　おれがバッサリと言い捨てると、ヒナコは自分の失態を思い出してわかりやすく落ちこむ。

　建てつけの悪い金属製の厚い扉を開けた。

　恐る恐るヒナコも暗いエントランスに足を踏み入れる。

　入ってすぐ玄関ホールの壁一面には「ようこそフロリダビルへ」というグラフィックアートが陽気に描かれていた。切れかけた蛍光灯がチラつく。

　不思議そうに眺めているヒナコに「昔の住人がラクガキ好きでな」と教える。

「その人は？」

「出ていった」

　郵便受けから引き抜いた夕刊を買い物袋につっこんで、おれは埃ほこりっぽい階段をのぼっていく。

「エレベーターはないんですか？」

　ヒナコはおれの両手の荷物を見ながら問いかける。

「事務所は三階だ。がんばれ」

　おれは慣れているから両手が買い物袋でふさがっていても今さら苦もなく階段をのぼる。

　重たそうにトランクを担ぎながらヒナコもあがっていく。ろくに掃除もされていないから階段はすべりやすい。一歩ずつ慎重に足をかける。建物内でも吐く息は白い。切れかけた蛍光灯の明度の薄い光が廊下を不気味に照らす。壁はところどころはがれ落ち、隅にはクモの巣が張っていた。廊下の奥をながめていたら幽霊が横切ったなんて噂うわさ話ばなしもある。

　つくづく十代の少女を案内するような場所じゃない。

　三階には、おれの事務所ひとつだけだ。

　複数あった部屋の壁をぶち抜いて、ひとつの空間として利用している。

　扉の上の磨すりガラスから淡く温かな光がもれる。入口の横に置いてある古ぼけた椅子には、黒くろ瀬せ魔術コンサルタントの文字が彫られた木製看板が置いてある。

「このロゴは、ペンギン？」とヒナコは文字の横に彫られたマークを指さす。

「昔の同居人が、開業祝いに置いていったんだよ。黒くろ瀬せ秀ひで春はるは飛べない鳥だと」

「かわいいですね」

「そんな感想を言ったのは、君がはじめてだ」

「みんな見る目ないですね」とヒナコは妙に嬉うれしそうだった。

「君が特殊なんだろう」

「特別って言ってほしいです」

　女性の感性は魔術に負けないくらい難解だった。

　おれはようやく事務所の扉を開ける。

「はるちゃん、おかえりー！　お腹なかすいたよー」

　おっぱいが飛びこんできた。

「はやくスキヤキ、を……？　はるちゃん、うしろの美少女は誰かにゃ？　ナンパ大成功？」

「は、はじめまして」

　完全に面食らっているヒナコ。おずおずとあいさつをするのが精一杯だった。

「私、千ち草ぐさ。上の階に住んでいて、はるちゃんの愛人です」

「おれはそもそも結婚しとらん。こいつは、ただのエロ経理だ」

「最低。私の体だけが目的なのね」

「おし。おまえ、上に帰れ。肉はやらん」

「噓うそです。はるちゃん大好き愛してる。だから一緒に食べよう、ね。ね」

　おれの腰元にすがりつく生活力のなさそうな彼女の名前は、会あい田だ千ち草ぐさ。

　二十代中盤で薄茶色の髪をした女だ。キャミソールに濃い紫のバスローブを羽織るだけの格好だった。目のやり場に困ったヒナコはドギマギしていた。

「おまえ、もう酔ってるな」

「だって遅いんだもん」

「たい焼き買ってきたから、それで許せ」

「本当。やったぁ」と受け取った紙袋をのぞきこみ、千ち草ぐさは機嫌をなおした。

　おれは玄関マットでスニーカーを脱いで、部屋用のスリッパに履き替える。帽子、マフラー、コートを執務机脇のコート掛けにかけて身軽になった。

「そのまま中に入っていいぞ」

「お邪魔します」

　おれはキッチンスペースに買い物袋をおろすと真っ先にストーブに手のひらをかざす。

「あー楽園だ」

　全身で浴びるストーブの熱に、冷えた体がほぐれていく。指先まで血が通うのを感じる。

　黒くろ瀬せ魔術コンサルタントの事務所はワンフロアをぶち抜いた広い空間だった。

　半分が仕事場。パソコンを置いた年季のはいった執務机、応接用のソファーとテーブル。テレビに資料・書類をおさめた天井まで届く本棚、壁かべ際ぎわのサイドボードの上には酒瓶がならぶ。

　そして中央で稼働するストーブをはさんでダイニングキッチン、残りを住居として使用していた。

　ぬくぬくと体温をあげている背後では、ヒナコと千ち草ぐさの華やかな会話が聞こえてくる。初対面でも女性という生き物は親しくなると敬語もなく話す。

　女性特有の高い共感力に感心していると突然悲鳴が響く。

「美少女はいいねぇ」とコートを脱いだヒナコに千ち草ぐさがからみついていた。

　もっさりミノムシは防寒着を脱いだら、えらい美少女だった。

　ヒナコは濃紺の標準的なセーラー服を着ている。長い黒髪と新雪のような白い肌が印象的だ。黒ストッキングの効果か、厚着とのギャップのせいで余計にスマートに見える。

「かわゆいねぇ。腰は細いのに、お、安産体型」と千ち草ぐさの手がヒナコの下半身のほうへ移動していた。どうにも千ち草ぐさの手つきがこそばゆいらしく「あの、ちょっと。ぅん」と身をよじらせる。肌が白いから赤くなるのがすぐわかった。敏感な反応が酔った千ち草ぐさの嗜し虐ぎやく心を刺激したらしく遠慮なしに尻をまさぐる。

「子ども相手になにやってんだ」

　おれはまだ温まっていない手の甲を千ち草ぐさのうなじに押しつける。

「ひゃあ」と首を縮こませた千ち草ぐさの襟をつかんで、ヒナコから引きはがす。

「助かりました」とヒナコは自分の肩を抱きながら動揺を落ち着けていた。遠慮のないボディータッチに女子中学生が身の危険をおぼえている。トラウマになったらどうするんだ。

「触るなら温まってからにしてよ」

　邪魔された千ち草ぐさは不服そうだった。

「それが買い出しにでてきた相手にかける言葉か？」

「じゃんけんに負けたのははるちゃんでしょう」

「千ち草ぐさがルールを変えなければおれの勝ちだ」

「だって無駄に動体視力いいじゃない。直前で手の形を判断するなんて、ナチュラルに反則技じゃん」

　おかげで目隠ししてじゃんけんをする羽目になった。当然こちらは見えないから相手がなにをしていてもわからない。

　この会あい田だ千ち草ぐさという女性といい、フロリダビルの歴代住人を思い返すと一筋縄ではいかない連中が実に多い。

「ねぇねぇ、それより私もセーラー服着たら似合うかな」

「入らないからやめとけ」

「イケるよ。ちょっと体重増えただけだし」

「……なんだ、そっちの話か」

　どう見ても胸のサイズ的に無理だろう。リンゴのようなおっぱいと中学生のバストを比べれば一目瞭然である。

　おれの雄弁な視線に気づいた千ち草ぐさは「ぼ、墓穴ほった」とソファーに倒れこむ。

「見た目のうえでは変わりないぞ」

「ほんとう？」

　千ち草ぐさは顔だけ起こす。

「ああ」

「はるちゃん、やさしい。じゃあもう一杯飲んじゃおう」

　あっさり立ち直った千ち草ぐさはグラス片手にサイドボードの酒瓶に手を伸ばす。

「何杯目だ？」

「……三杯目ダヨ」

「今日の料理当番はおまえだろう！」

「一杯増えたくらいで手を切ったりはしないわよ」

「ダメだ」とおれは容赦なくグラスをとりあげた。放っておくと酔い潰れるまで酒を飲みつづけるのが千ち草ぐさの悪いところだ。人間の習慣なんて簡単に変わるものではない。

　ソファーで体を丸めて無言の抵抗に突入する千ち草ぐさ。そんなに料理をやりたくないのか。

　おれは諦めてエプロンを摑み、食事の準備にとりかかろうとする。

「よかったらわたしも料理のお手伝いしたいんですけど」

　着衣の乱れを直したヒナコが進みでる。

「できるのか？」

「得意なのでむしろ全部やらせてくださいって感じです」

「やってくれるならこちらとしては助かる」

「任せてください」と少女は自信満々に宣言する。

「じゃあ今日は一緒にスキヤキだね」とおれからグラスを奪いかえし、新しい酒を注ぐダメ大人千ち草ぐさ。ソファーに深く沈みながらたい焼きをほお張る。横たわる猫のように体を伸ばしながら、すっかりだらけモードだった。

　おれも人のことは言えないが。まぁ今日は材料を切るだけだし問題もないか。

「料理してくれるんだ。食べる権利はある」

　おれから受け取った飾り気のないエプロンをつけて、髪をポニーテールにまとめたヒナコは嬉き々きとしてキッチンに立つ。

　念のためにコーヒーを淹いれる準備をしながらとなりでヒナコの手際を見ていたが、包丁のあつかいは彼女の言葉通りかなり手慣れていた。小気味よく刻まれていく野菜の音だけでもよくわかる。食材を食べやすい大きさに要領よく均等に切っていく。

　後ろでまとめた髪がリズムに合わせて小さくゆれる。

　お湯が沸くのを待ちながら、おれは頭上にある備えつけの食器棚を開けた。

　かつての住人たちが好き勝手に置いていったマグカップがいくつもある。

　おれは自分の愛用品を取り出す。

　ドリッパーに挽ひいた豆を適量いれて、おれはポットの細い注ぎ口からゆっくりと円を描くようにお湯を注ぐ。

　朝あさ倉くらヒナコがこの場所にいる。

　実際に目にしてみると案外とあっけない。中学生がこの雑多な事務所にいるだけでも違和感があるはずなのに、彼女の存在は不思議なほどなじんでいる。

「コーヒー、いい匂いですね」とヒナコはおれと同じ感想をもらす。

　おれはマグカップに満たされた淹いれたてのコーヒーを一口ふくむ。

「お砂糖はいらないんですか？」

「ブラックが好みでね」

「ただ苦いだけじゃないですか」

「お子様の舌には奥深さはわからないんだろう」

「そうやって通ぶる人は、ちょっとキモイです。ナルシストっぽいし」

　ニッコリ笑顔の仮面をかぶる少女とすかした顔になるおれ。

　視線がバチバチとぶつかり合う。

「飲めばわかる」とおれはマグカップを差し出す。

　やや戸惑いながらも、作業の手をとめた彼女は唇をとがらせてフーフーと息を吹きかけてから、おもむろに一口ふくむ。

「……、苦い」とヒナコは顔をしかめた。

「そのうち良さに気づくよ」

　キッチンはヒナコに任せて、おれはマグカップをもってソファーに座る。

「それで、あーんなかわいい子ちゃんとはどういう知り合いなわけ」

　おれのとなりに腰かけた千ち草ぐさは、わざわざ体の半分をこちらに向けて座りなおす。バスローブからはみ出した生足がおれの膝にあたる。

「おれを父親と勘違いして、押しかけてきた」

「……冗談でしょう？」

「だから帰るのが遅れたんだ」

「はるちゃんがパパとかありえなーい」と千ち草ぐさは腹をかかえて笑った。

「ず、ずっと刷りこまれてきたんです！　仕方ないじゃないですか！」

　キッチンから思わず反論してきたヒナコに「手を切るぞ！」とおれは釘くぎを刺す。

「娘さんには厳しいですねぇ、おとーさん」

「茶化すな」

「だってはるちゃんって昔話しないでしょう。私と出会う前とか超気になるじゃん」

　千ち草ぐさは小倉白玉のたい焼きをかじりながら、また酒のグラスをとる。

「はるちゃんも食べなよ。自分で買ってきたんでしょう」

「今食べたら、せっかくの高い肉が入らなくなるだろう」

「ハッ！　自分の食べる量を増やすために、私を謀ったな！」とすっかり酔った千ち草ぐさはおれの上にまたがってきた。目と鼻の先にあるおっぱいがゆれる。

「千ち草ぐさ、そのでかい尻をどけろ」

「このやわらかさをもう楽しまなくていいの？」と含みのある視線を送る千ち草ぐさ。

「ったく、弱いくせに酒好きだから」

「構ってぇよ。寒くてひと肌恋しいんだもん」

「……なにしているんですか。お父、──黒くろ瀬せさん」

　下ごしらえを終えたヒナコが包丁片手に背後に立っていた。

「おれはなにもしてないぞ」

　思わず声が裏返りそうになる。

「……食材の準備ができたので運ぶの手伝ってください」

　プイと踵きびすを返して、キッチンに戻るヒナコ。おれと千ち草ぐさは慌ててあとに続く。
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　ダイニングテーブルの真ん中に鍋を置き、それを囲むようにおれ達たちは席に着く。

　うまそうなスキヤキに腹の虫が鳴る。

　食事がはじまるとヒナコは当然のように鍋奉行のポジションにおさまり、あれやこれやと口を出してきた。

「味付けはどうですか？　甘みが足りなければお砂糖入れましょうか」

　ヒナコはすぐに調整できるように砂糖の入ったガラス瓶をテーブルに置いておいた。

「大丈夫。おれの好みの味だ」

「なら良かった」とヒナコはわずかな緊張をとき、ようやく一口食べた。「うん、おいしくできている」と味つけに納得していた。

　一巡目の肉をあっという間に平らげて、まだ煮えていない肉に箸を伸ばそうとしたおれをヒナコが制止する。

「好きに食わせろ」

「せっかくいいお肉なんですから、おいしく食べましょうよ」

　見かねたヒナコがネギや白菜をおれの取り皿にいれる。

「それでも食べて、待っていてください」

「はるちゃん。高いお肉は超おいしいねぇ」

　千ち草ぐさはマイペースに肉をほお張り、しあわせそうな顔をしていた。

　食べごろになった食材をせっせと取り分けていくヒナコ。

「人の世話もいいけど、君も食べているか？　はやくしないと肉がなくなるぞ」

　おれは思わず口をはさむ。

「そうだよ、ナコちゃん。女は遠慮しているうちに歳としをとっちゃうんだぞ」

「ナコちゃん？」

　急に聞きなれない呼び方をされてヒナコが目を丸くする。

「ヒナコちゃんだから、ナコちゃん。かわいいでしょう」と千ち草ぐさは自己満足にひたる。

「あまりかわいい感じで呼ばれたことないから、ちょっと照れますね」

　ヒナコは気恥ずかしそうに目を伏せる。

　にぎやかな夕飯だった。

　ヒナコと千ち草ぐさは食べながらずっとおしゃべりを続け、シメのうどんすきを食べ終わった時には満腹で苦しかった。

「はるちゃんがたくさん食べたのってひさしぶりね」

「肉も奮発したから、うまくて当然だろ」

「素直じゃないなぁ。私たちだけなら、スキヤキじゃなくて肉と野菜の甘口煮こみだよ」

　答えるかわりにおれは「君は休んでいろ。後片付けはしておく」とヒナコからエプロンを外させようとした時、事務所のインターホンが鳴る。

「こんな時間に誰かしらね。宅急便かな」と自分が出る気はさらさらない千ち草ぐさ。

　おれは腰をあげて、事務所の扉を開けた。

　廊下の冷えた空気が流れこみ、事務所内との温度差におれは思わず首をすくめる。

　氷上のような冷え冷えとしたアパートの薄暗い廊下。

　その闇に溶けるように黒い影が立っていた。

　黒いトレンチコートに身を包んだ細身の青年。黒い長髪が昔の面影を隠すように伸びていた。

「冬とお矢やか。ひさしぶりだな」

「魔術コンサルタント、まだ廃業してないんだ。ハル」

　七なな上かみ冬とお矢やは、事務所の看板を一いち瞥べつして軽口を叩たたく。

　白く整った顔立ちに毒気を彩らせ、近くにいる者の感覚を麻ま痺ひさせていく。その捉えどころのない有り様は会うたびに強まる。幽鬼のごとく目の前にいながら虚うつろだった。

「魔術執行官殿が何の用だ？」

　おれはひさしぶりに顔をだした旧知の男に気だるい視線を送る。

「近くで仕事があってね。ついでに、駅前で魔術をつかった小ガ娘キの様子見」

「ずいぶんと仕事熱心だな」

　寒気がするほど魔術執行官の情報網は速い。

　もっとも最年少で魔術資格を取得した朝あさ倉くらヒナコであるなら、とっくにマークされていても不思議ではない。まだ若い彼女は今後の魔術界を担うであろう貴重な人材である。

「せっかくだから天才少女にあいさつさせてくれよ」と冬とお矢やはおれの肩越しに事務所内をのぞきこもうとした。

　おれは冬とお矢やとの距離を一歩つめて「帰れ」と告げる。

「睨にらむなよ。仮にも弟弟子だろう、もっと歓迎してほしいな」
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　おれの反応に冬とお矢やは薄い唇の端をつりあげて、噓臭い笑みをつくる。

「出ていったのはおまえだろう」

「人生は前にしかないからね」

　冬とお矢やは人差し指と親指を立てて拳銃のかたちをつくり、おれの胸に指先を押し当て囁ささやく。

「ハルが魔術コンサルタントなんて続けてなんの意味がある？」

　冬とお矢やの冷たい眼まな差ざしは侮蔑より悲哀の念が濃い。

　いつの間にか冬とお矢やの目線の位置が自分と同じであることに気づく。

　朝あさ倉くら響きよう示じの四人の弟子の中でもっとも年下だった少年。

　誰よりも先に自らの意思で古巣を出て、成長した目の前の男は法を守らぬ魔術士相手に容赦なき鉄てつ槌ついをくだす魔術執行官なのだ。

　あるべき秩序を守るためなら非情に徹する魔術のスペシャリスト。

「魔術コンサルタントは──魔術をつかう人に希望を見つける仕事だ」

　おれは決然と自分の言葉で告げる。

「自分だけの魔術を誰かの役に立てる。そんな正しい目的を一緒に探すことにおれはやりがいを感じている」

　強がりではない、おれの正直な想おもいだ。

　理解できないとばかりに冬とお矢やはおれから離した指先を眉間にそえて、嘆く。

「綺き麗れい事ごとだね。魔術崩しはハルの魔術の残りカスだろう。いい加減諦めて今の黒くろ瀬せ秀ひで春はるにふさわしい居場所を探しなよ」

「ここが、おれの現実だ」

　冷めた声が自然とこぼれた。

　冬とお矢やの眼めがすっと細くなる。

「ハルを縛る理由をすべて消せば自由になるか──なら、朝あさ倉くら響きよう示じの娘は殺そう」

「冬とお矢やッ！」

　七なな上かみ冬とお矢やは魔術を紡ぐ。

「〈虚無を刻め〉」

　突きつけられた指先から魔弾が放たれようとした。

「〈無限に朽ちよ〉」

　至近距離での焼けつくような一瞬の攻防。

　おれが重ねた詠唱は、七なな上かみ冬とお矢やの魔術〈正射必中パーフエクトスコア〉を崩した。

　反射神経が絶叫するような高速詠唱に、廊下の寒さを一瞬忘れていた。

　目の前で散った魔力の残光に眼球の奥がかすかに痛む。居合抜きさながら振りぬいた右腕がしびれる。火傷やけどのような熱が握りしめた手のひらの内側で燃えていた。

「相変わらず、正気の沙汰じゃない。他人の魔術を後継ぎで崩すなんて銃弾を素手でそらすような自殺行為だ」

　指鉄砲をほどいた拳をコートのポケットに収め、冬とお矢やは呆あきれていた。

　魔術崩しはいわばカウンター技だ。

　詠唱の範囲は声の届く距離に限られ、詠唱がしっかり構成された強力な魔術には通じない。

　一歩間違えば相手の魔術が無防備に直撃してしまう。

「いい加減気づきなよ。ハルの努力は無意味だ」と黒い影は不吉な予言のように吐き捨てた。

「どいてください！」

　背後から風のようにヒナコはおれの小脇をすり抜けて、手に持っていたガラス瓶の中身を冬とお矢やの脳天にぶちまけた。

　雪が降ったみたいに冬とお矢やの頭に白い中身がどっさりかかる。

「この人は間違っていません。帰ってください！」

　朝あさ倉くらヒナコは叫ぶ。

　突然、冬とお矢やはねじの壊れたおもちゃのように腹の底から笑う。

　砂を散らすように頭を払いながら「顔は母親似だけど、衝動的なのはあの男そっくりだ」とヒナコを一いち瞥べつし、さらに固まっていたおれの顔を見た。

「いいさ、今日は帰ろう」

　冬とお矢やは長いトレンチコートの裾を翻して、階段へむかう。

　ヒナコは腰に手を当てながら、冬とお矢やの後ろ姿が消えるのを睨にらんでいた。

「わたし、あなたが嫌いです」

「──奇遇だな。僕もだ」

　魔術の気配を察知した時には遅かった。

　こちらを振り返ることなく冬とお矢やが発した魔弾は、二発。

　目にも止まらぬ早撃ちとばかりに冬とお矢やの詠唱は一瞬だった。

　ヒナコが片手に持っていたガラス瓶は粉々に砕け、ポニーテールをまとめていた髪ゴムが弾はじけて黒髪が音もなく広がる。

　魔弾の軌道は直線ではなく、鋭い弧を描いて標的ターゲツトだけを精密に撃ちぬいていた。

　痛っ、と小さく声をあげたヒナコの指先から血がしたたる。

「はるちゃんごめん！　ナコちゃん、はやくて止められなかった」と血相を変えた千ち草ぐさは急いで棒立ちになっていたヒナコを事務所へ強引に引き入れた。

「無責任なやさしさは誰も救えない」

　冬とお矢やはこちらを見ようとはしない。

「守りたいものができた時には力が必要だ。願いや理想だけでは足りない」

　おれがわずかに目をそらした時には、冬とお矢やはもう姿を消していた。

「──魔術をつかえない魔術士でありつづけるなら、今度こそすべてを失う」

　闇の奥で感情の削そぎ落された声が警告していた。
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　事務所内に戻ると、ヒナコと千ち草ぐさはソファーに隣り合って座っていた。

　ヒナコの指の傷は深かったらしく、あとからあとから赤い血があふれてくる。

「おい、大丈夫なのか」

　おれは止まる気配のない出血に思った以上に動揺してしまう。

「いっぱい出ますね」とヒナコは料理でうっかり手を切ったような感想だった。

「血が出たくらいで狼狽うろたえないの。このくらい大したことないわよ」

　千ち草ぐさはヒナコの血のしたたる手をとりながら、自分の手をかざす。

「〈痛いの　痛いの　とんでけ〉」と詠唱すると傷口にかざした千ち草ぐさの手が淡く光る。

　初歩的な治癒の効果をもつ千ち草ぐさの魔術はヒナコの傷をふさいでいく。

　その経過をヒナコはじっと観察していた。

「女の子でしょう。どんな傷でも残ったら一大事よ」

「ありがとう、ございます」

　指先の傷は何事もなかったように消えていた。

「千ち草ぐささんも魔術士なんですね」

「私は無免許だから、魔術をつかったことは内緒よ」

　千ち草ぐさはひどく常識的なお願いをする。

　ヒナコは素直にうなずき、それからそばに立つおれの存在をようやく視界に入れた。

　おれは巻き添えでかかった白い中身を一舐なめする。

「これ、塩じゃなくて砂糖だぞ」

「スキヤキを食べた後でよかったですね」

　覇気のない声で返事をするのが精いっぱいのヒナコ。

「魔術執行官に喧けん嘩かを売るやつがあるか！」

「魔術はつかっていません！」

　ヒナコが顔をあげて強がる。

「逆に訊ききます。最後に聞こえた魔術をつかえない魔術士ってどういうことですか？」

　おれはわずかに言葉につまる。

「言葉の通りだ」

「わたしの魔術を止めましたよね。さっきだって、あんなに短くて速い詠唱も防いだのに……」

　下手な屁へ理り屈くつや誤魔化しでは今の興奮したヒナコは納得がいかないだろう。

「おれの魔術崩しは、ただの詠唱技術だ。他人の魔術を逆手にとって、魔術という現象を不成立させるカウンター技。今の黒くろ瀬せ秀ひで春はるは自身が詠唱しても自分の魔術を結べないだけの話だ。魔術の知識のある一般人と変わらない。ライセンスも剝奪された。以上」

　おれは仕方なくかいつまんだ説明をする。

　自分の知っている魔術士像とかけ離れたおれの在り方に、ヒナコは頭で理解できても気持ちでは受け入れられない様子だった。

「とにかく、さっきみたいな無茶な真ま似ねは二度とするな。もしものことがあれば、おれは君の母親に顔向けできない」

　彼女の必死な眼まな差ざしにおれは思わず本音がこぼれてしまう。

「わたしのお母さんは黒くろ瀬せさんにとってなんなんですか？」

「特別な恩人だよ」

「義理堅いんですね。他人なのに」

「君のほうこそ」

　しばらく押し黙っていたヒナコは一言「黒くろ瀬せさんを否定しました。それが、許せなかったんです」とつぶやく。

「代わりに怒ってくれてありがとう。それは嬉うれしかった」

　おれは自然と少女の頭を撫なでていた。

　ヒナコは張りつめていたものが一気に決壊して、大粒の涙をぽろぽろと流す。

「勇敢なのか泣き虫なのかわかんないな」

「放って、おいてくださいよ」

　泣き声を抑えるのは彼女のせめてもの意地なのだろう。

　おれは涙がおさまるまで、ヒナコの小さな頭を撫なで続けた。

　写真を撮ったあの日、はじめて出会った時と変わらない。

　小さかったヒナコもこうして頭を撫なでると泣きやんだ。







「お恥ずかしいところをお見せしました」

　目鼻を赤くしたヒナコは頭をちいさく下げた。

「もう遅い。ホテルまで送ろう」とおれはコートとマフラーを取ってこようとする。

「実は…………、泊まるところがありません」

　おれと千ち草ぐさは顔を見合わせて、少女の無茶に呆あきれる。

　理由は聞くまでもない。父親のところでそのまま泊まるつもりだったのだろう。

「ナコちゃん、大胆」

「あの、よかったら泊めていただけませんか。ソファーでも構わないので」

「そんなことさせるわけにいくか」

　おれが宿を探そうとすると「上の階の客室を貸してあげたら。今空いているし」と千ち草ぐさがばらす。

「ぜひお願いします！」

　一瞬でしめし合わせた女子二人は、こちらの降参をじっと待つ。

「彼女は、依頼人じゃない」

「でも恩人の娘さんでしょう。恐こわいことあった後なのに、寒空の下へ放り出すの？　それはさすがにひどすぎない」

　千ち草ぐさはかわいそうにとばかりにヒナコを抱き寄せる。

「はるちゃんがいちいち人助けに理由が必要な人なら黒くろ瀬せ魔術コンサルタントはとっくに潰れているわよ」

「千ち草ぐさは事務所に入りびたりすぎだ」

「経理の仕事をしているんだから仕方ないでしょう。ナコちゃんだって食事の用意してくれたのよ。部屋くらい貸してあげてもばちは当たらないわ。どうせ朱門会スポンサーのおかげで家賃だって格安なんだから」

　あっという間に外堀を埋められ、ここで断ればおれが完全に悪者である。

「……勝手にしろ」

　おれは砂糖の散らばった廊下を片づけるため、掃除道具をとりに行く。
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　うなる騒音で目が覚めた。

　直前まで竜巻に吞のみこまれた悪夢を見ており、原因であるガーガーと耳障りな音はどんどん耳元まで近づいてくる。寝起きで動きの悪い顔の筋肉がみるみる引きつっていく。音がとまると誰かの気配を間近に感じた。

「おはようございます」

　開けたくもないまぶたを開くと少女の顔が目の前にあった。

「……うるさい」

「ベッドの下も掃除機かけたいので起きてもらえます」

「おれはまだ寝る」

　毛布をかけ直し、もぐりこむ。

「ミノムシじゃないんですから。ほら、朝日が気持ちいいですよ」

　君にだけは言われたくない。ヒナコがブラインドを開くと外のうすい光がベッドに落ちる。

「冬眠するから放っておけ」

「熊じゃないんだから」

「今何時？」

「六時半です」

「はえーよ」

「平日ならふつうですよ。むしろ遅いです」

「眠りが浅い。眠る」

「昨夜はありがとうございました。お礼に朝ごはんつくったので食べてください」

　見れば制服ではなく、すっぽりと体をおおうニットワンピースに黒ストッキングという私服のヒナコは当たり前のようにエプロンを着用していた。

「作りたてだから、おいしいですよ」

　ヒナコは自信に満ちた顔でおれの毛布をはぎとろうとする。

「これは主婦力だな」と小さくひとりごちた。

　女子力どころじゃねえ。

　このマイペースさと大胆さは、十代女子の手によるものじゃない。容赦なく自分の都合で周りを動かす強引さは家事に追われる母親を想起させた。もっともこんな風に甲か斐い甲が斐いしく世話をされた経験のないおれの勝手なイメージだが。

「目玉焼き作りますけど、固さに好みありますか」

「玉子焼きがいい。甘いやつな」

「砂糖なら雪になって消えましたよ」とヒナコは苦笑する。

「じゃあ固め」

「わかりました」

　ヒナコはキッチンへむかおうとして、足をとめた。

「ちなみに固めの理由はあるんですか？」

「半熟だと食べにくいだろう」とおれは即答する。

　あくびをかみ殺して、洗面所に立つ。ヒナコが先にストーブをいれたから、いつもより部屋は暖かかった。







　熱いシャワーを頭から浴びて、凝った体をほぐしながら寝汗を流していく。歯を磨き、ひげを剃そる。バスルームを出ると、ベッドがきっちり整えられていた。足元の散らかりも片づけられている。掃除機をかけられた床の感触はいつもと違う。

　クローゼットにぶらさがってならんだ同じ型の白いワイシャツを一着とりだし、そでを通す。防寒用のタイツの上から濃紺のジーンズをはき、グレーのベストを羽織る。薄い靴下をはき、その上からスポーツ用の厚手なソックスという二重ばき。防寒対策は万全。

　脱いだばかりのスウェットはベッドに放り投げず、ちゃんと洗濯カゴまで運んでしまった。

　テーブルには二人分の朝食がならぶ。

　ごはんとみそ汁、目玉焼きにはハムと野菜まで添えられている。冷蔵庫にはたいして材料もないのに器用なものだ。米もちゃんと炊かれている。みそ汁の具は昨夜の残ったとうふにネギとわかめだ。

「みそとだしの素もとがあってよかったです。朝はおみそ汁飲まないと」

「いただきます」とおれはみそ汁を一口飲む。温まる。そういえば朝ごはんを食べるのはひさしぶりだ。同じ材料でも作り手次第でいくらでも味が変わるのだから、料理は奥深くておもしろい。

「どうですか？」

　彼女はまだ箸をつけずおれの反応を待っていた。

「うまいよ」

　おれが目玉焼きにしょうゆをかけるとヒナコは「やっぱりおしょうゆですよね」と妙に嬉うれしそうだった。

「お口に合ってよかったです。いつも食事はひとりなので」

「ひとりでも料理はするのか」

「自分でつくらないと食べるものがないんですよ。外食できる場所は遠いので」

「不便だな」

　二十四時間営業が暗黙の了解になっている不夜城東京。

　腹を満たすだけならいつでもできるため、食事に困るという発想がすっかり抜け落ちていた。

「お父──、黒くろ瀬せさんはいつも食事をどうしているんですか。やっぱり千ち草ぐささんが作ってくれるとか？」

「基本は外食。料理の腕はおれのほうがマシ」

　千ち草ぐさは危なっかしながらも材料を切るくらいはできるが、味つけにセンスがない。空腹を満たすだけで非常にコメントしづらいものがでてくる。まずくはないがうまくもない。

「でも、か、彼女の手料理ですよね？」

　赤面気味に妙なことを言う少女。恥ずかしいなら言わなければいいのに。

「事務所の経理を手伝ってもらっている。月に一度は昨夜みたいに豪華ディナーで機嫌を取ってな」

「それでスキヤキだったんですか」

「上の階に住んでいて、事務所が酒置き場だから頻繁に出入りしているだけだ」と目線でサイドボードを示す。さまざまな種類の酒瓶が並んでおり、どれも半分以上残っている。

「君こそ彼氏はいないのか？」

「は？」

「だから彼氏、恋人だよ」

「い、いません！」

　ヒナコは朝から大声で否定する。
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「モテそうなのにな」とたいして興味のないおれはトマトを口に放りこむ。

「恋愛とか興味ないので。それに、わたしが魔術士を目指しているのを知っているから学校の子たちは積極的に関わろうとはしませんよ」

　単純にヒナコの外見に気後れして声をかけられないだけではないか。特に男子。

　朝あさ倉くらヒナコは同世代よりは大人びた顔立ちをしている。十代前半で魔術士という職業を現実的に見据え、実際に行動している彼女が周りと違ってくるのは当然だろう。

　法的に整備されても、魔術士への誤解と偏見が消えたわけではない。

　それが不安定な思春期ならなおさらだ。集団はうまく折り合えない異物を排除したがる。

「春からどこで魔術を勉強するんだ」

「永えい聖せい魔術学院です」

「超名門だな。しかも近所だ」

「このあたりなんですか？」

「知らないのかよ」

　ヒナコは、エヘヘとはにかむ。

　永えい聖せい魔術学院といえば、優秀な魔術士を多数輩出する名門である。魔術士を目指す若者なら誰もが一度は憧れる知名度・実績ともに日本最高峰の魔術学校だ。

　ほとんどの生徒が幼稚舎から大学までエスカレーター式で進級するエリートの巣そう窟くつだが、朝あさ倉くらヒナコのような特別に優れた才能には門戸は広い。

　結局、実力主義でしかない魔術界において才能はなによりも強力な武器となる。

　才能ある彼女には永えい聖せい魔術学院のような魔術に価値をおく環境が合っているのだろう。

「黒くろ瀬せさんはどこの魔術学校に通っていたんですか」

　ヒナコは無邪気に質問してくる。

「先生に会うまで我流」

「わたしと同じだ」

　なにが嬉うれしいのかヒナコは表情をほころばせた。

「……君はなんのために魔術士になりたい？」

　我が黒くろ瀬せ魔術コンサルティングの依頼人への必須質問をおれは投げかける。

　金のため、名誉のため、家族のため、自分のため、依頼人の事情を聞くたびに魔術の才能について考えてしまう。魔術を好む好まざるとも才能は生まれついてもたらされる。魔術をつかえるからといって、幸福や満足に結びつくとは限らない。

　ヒナコが前向きなのはいいことだが、夢見がちなだけでは時に人生を踏み外す。

「わたしの存在を認めさせるためです」

　彼女は明るい声できっぱりと宣言する。

「君の器量なら魔術ができなくても周りが放っておかないだろう」

「それ、嫌味ですか？」

「率直な感想だ。無理をしなくても君は幸せな人生を歩める」

　おれの冷めた言い方が気に障ったのか、ヒナコは無言でおれを睨にらみつける。

「わたしが魔術士になることについてとやかく言われる筋合いはありません！」

「その通り。赤の他人のお節介だ。聞き入れるかは君の判断だ」

「むっ。他人って、別にそういうわけじゃなくて……」とヒナコの語気がみるみる尻つぼんでいく。なにかといえば反抗し、突き放したらしょげる。表情をコロコロ変える彼女は大人びた見た目と裏腹に正直な子どもなのだろう。

「魔術だってしょせん道具だよ。あんまり入れこみすぎるな」

「わたしにとって魔術はいちばん楽しい遊びだったんです。だから大丈夫ですよ」

　まるでおれの心配が杞き憂ゆうであると安心させるみたいに、ヒナコはほほえむ。

　調子を崩しているのは完全におれのほうらしい。なにを勝手に先走って偉そうにアドバイスなんかしているのか。

「君は変わっている」

「じゃあ、黒くろ瀬せさんはどうして魔術をするんですか？」

「──昔と今では理由がちがう」と背もたれにのけぞり、天井を視線でなぞる。

「恥ずかしがらずに答えてください」

　誤魔化していると勘違いしたヒナコがなおも掘り下げてくる。

「それぞれの魔術特性が違う以上、できることも違う。参考にならないぞ」

「すぐには思いつきませんよ。そもそもなにができるかわかりません」

「君が昨日つかったのは風の魔術だろう」

　ヒナコの妙な返答におれは訊きき返す。

　おれが魔術特性を読み違えていたら、そもそも魔術崩しは通じていない。つまり彼女が昨日つかおうとしたのは間違いなく風の魔術である。

「違います。というか、正確には決まっていません」

「はぁ？　ライセンス試験の時に調べられなかったのか？」

　魔術はおおきく三つに分類される。

　大半の魔術士があてはまる第二種。過去に同質の魔術特性が報告されており、各種の具体的な系統ごとに大別できる。

　そして過去に例のない固有の魔術特性をもつ者が第一種。

　さらに判別不可能な魔術が第零種。現在までに七つ確認されている。

「種別は？」

「一種です」

「じゃあ魔術名は？」

「〈万物流転ユニバーサル・フロー〉。どの魔術も行使可能な、魔力らしい、です」

　ヒナコは自分でも要領を得ない様子で説明した。

　おれは目玉焼きの黄身を一口で食べると「つまりなんでもできるわけか」と確認する。

「そういうことらしいです」

「悪い冗談だ」

「本当ですってば」とヒナコはまだ手をつけていない自分の目玉焼きに人差し指を向ける。

「〈灯ともれ、ロウソク。炎は踊り、熱をもたらす〉」

　詠唱すると淡い橙だいだい色いろに光り、爪の先に火がついた。テニスボール大の火種にヒナコは慌てて、目玉焼きから距離をはなす。

　あっさりとした詠唱のわりにかなりの大火力である。魔力の消費にも無駄はなさそうだった。

　ヒナコはゆっくりと指先の大きな火であぶってから箸で黄身の真ん中をわる。半熟だった黄身にしっかり火が通っていた。

「ね」

「マジかよ」

　現実味がなさすぎて変な笑いがこぼれてしまう。

　末恐ろしい才能である。

　誰もが生まれ持った魔術特性を変えられない。

　風の特性を持った魔術士は天地が引っくり返っても火の魔術を行使することは不可能。

　誰も自分の本質に噓うそをつけない。

　朝あさ倉くらヒナコの魔力は、いわば万能の魔術源だ。

「そんな特殊な魔術ならさんざん調べられただろう」

「合格した時、わざわざ魔術省の人が東京から確認しにきましたよ。ビックリするくらい質問攻めにあって、いろんな方法でテストも受けさせられて大変でした」

　思い出して、ヒナコはすっぱい顔になる。

「魔術省のババア達たちはしつこいからな」

　魔術省という組織は女性幹部に発言力がある。不思議なもので年齢が上がるにつれ現役の魔術士は女性が多くなっていく。おれもかつての自分を思い出し、苦い気分になった。

「もしかして昔の黒くろ瀬せさんも一種の魔術士なんですか？」

「違う」

「即答ですね」とヒナコはやや面食らっていた。

「ずいぶんと魔術省が嫌いそうですけど」

「好きなほうが珍しい。せいぜい魔術省に所属しているか、おこぼれに群がる連中と一部の魔術士くらいさ。魔術を制限されて気分のいいやつはいない。特に四年前からはな」

「消失した正午の原因とされた七番目の第零種〈永久言帝エンペラースペル〉って他人の魔術を消す力なんですよね」

「だから魔術省から抹消されただろう」

「横暴すぎません？　仮に〈永久言帝エンペラースペル〉の魔術士が死んだとしても魔術の登録は公的な記録として残るのに、抹消なんて変ですよ」

「第零種は七つもあったんだ。ひとつ減ったところで大差ない」

「わたし、消失した正午の真相は別にあると思うんです」

　ヒナコは結論を先に述べる。どうしてもおれの興味を引きたいらしい。

「どうして？」

「魔術が消えるなんて前ぜん代だい未み聞もんですよ。魔術省が真実を隠蔽するために〈永久言帝エンペラースペル〉は犠牲になったんです！」

　力説するヒナコ。よくある流言飛語で、当時はその手の陰謀論が飛び交った。どこぞの三文雑誌の見出しじゃあるまいしと否定するのは簡単だが、彼女の目は本気だった。

「根拠は？」

　そう言うとヒナコは「関係者から直接聞いてきました」と不敵な笑みを浮かべる。わざわざ間をあけて、もったいぶる。なんだかイラッとくる表情だった。

「はやく話せよ」

「実は、最初に第零種の認定をうけた魔術士ドクター・シーラカンスから教えてもらいました！　わたしの魔術名をいただいた時に直接お会いできたんです！」

「へぇ」とおれは気の抜けた相づちを打つ。

「……黒くろ瀬せさん」

「なんだよ」とおれはレタスを食べる。

「魔術界最高の叡えい智ち、マスター・オブ・スペルですよ！　すべての魔術に名前をあたえる生ける伝説のゴッドファーザーに会ったんです！　反応が淡白すぎます！」

「興味がない」

　おれは一刀両断する。

「どうせ化石ジジイが、真犯人は別にいるとか言ったんだろう」

「……なんでわかったんですか」

　ヒナコは目を丸くして固まっていた。有名人の言葉を真に受けるな。

「魔術省の重鎮が君みたいな子どもに真実を教えるわけがないだろう。〈永久言帝エンペラースペル〉の抹消はいわばさらし首だ。魔術が消えたという重大な社会的危機を世間に刻みこむための象徴だよ。それくらい考えればわかる簡単なことだ」

　ヒナコは感心したあと、まぶたを深くつむり、それから微笑をこぼす。

「こんな風に魔術の会話が当たり前にできるって楽しいですね」

「魔術オタクかよ」

「ライセンスのせいで田舎はいよいよ肩身がせまくて。だから東京に来たんです」

　毛並みの違う存在は否いや応おうなく好奇の視線にさらされる。ヒナコはその解放感に浸っていた。

「君は、いつまで東京にいるんだ？」

「卒業式までには帰りますよ」

「東京大満喫だな！　何か月居座るつもりだ！」

「ざっと二か月弱ですね。さすがに三月には帰ります」

　ヒナコは箸を置くと、居住まいを正しておれに向き合う。

「あらためて、ここに置いてください！」

「断る」

「魔術の勉強もしたいんです。お願いします！」

「子どもを連れて仕事ができるか」

「お仕事の邪魔はしませんし、家事もぜんぶやります！　朝ごはん食べましたよね、おいしいって言ってくれましたよね。炊事洗濯するから置いてください。お正月にはおせち料理だって用意しますから追い出さないでください」と中学生に懇願された。

　こいつには年相応の警戒心というものがないのだろうか。

　ヒナコの表情は真剣だった。

「…………」

　なし崩し的に認めたら後悔するぞ。

「認知しろってまた叫びますよ」

　憮ぶ然ぜんとした顔で少女はまた恐ろしいことを言う。

「それは君の勘違いだ」

「まだわかんないです！」

　強情すぎる。泣き落としは女性が生まれた時から使える魔術のひとつだ。なぜ女の涙に男は罪悪感を覚えるのだろう。

　感情的な依頼人の相手は仕事柄多く、対処法はそれなりに心得ているつもりだ。トラブルの対応は経験が物をいう。

「おれが父親で嬉うれしいのか？」と冷めた声で切り返す。

「わかりません。家族って選べるものじゃないですよね」

　ヒナコも冷淡な声で答える。

　こいつに甘くなってしまう理由が少しだけわかった。

　昔のおれに境遇が似ているのだ。

　たぶん自分が無防備でいられる心の拠より所どころが彼女にはないのだろう。

　おれが先生に出会うまで天涯孤独だったように、ヒナコも孤独に麻ま痺ひしていた。感情で当たり散らすことが無意味だと勝手に悟り、周囲が当たり前だと思っているぜいたくを黙って無視し続ける。そもそもの選択肢がなく、有無を言わさず我慢させられていただけなのに。

「もし、本当の父親に会えたとして拒否されるとは思わなかったのか？」

「行かないとわからないですから」

「ただの博打ばくちだな」

「親子水入らずはもちろん期待していましたよ。でも、写真の人にはちゃんと会えた。わたし的には、勝ち越しです」

　朝から元気に笑う少女の明るさを眩まぶしく思う。すっかり夜型の生活が染しみついているおれとは完全に別の生き物だ。

「……自分の言葉には責任を持てよ」

　食卓のうえに間抜けな沈黙がおりる。

「お雑煮は関東風でいいんですか？」

「そこまで正月楽しみじゃねえよ！」

「お年玉は結構ですからご安心を」

「やらねえよ」

「黒くろ瀬せさん」

「なんだよ？」

「ありがとうございます！」

　ヒナコはテーブルを飛び越えそうな勢いでおれの手をつかんだ。

「勘違いするな、寝床を貸すだけだ。あと外では魔術は無闇につかうな。破ったら即追い出す」

　彼女の手をほどきつつ、あらためて釘くぎを刺す。

　最初が肝心とはよく言ったもので、一度染しみついてしまった習慣や物の考え方を変えるのはかなり骨が折れる。

　実際、下手に放り出してトラブルに巻きこまれるより目の届く範囲に置いておくほうが心労も少ないだろう。無関心を装って後味が悪くなるよりはいい。

　おれは自分の中で無理やり納得させた。

「わたし、がんばって東京でひと花咲かせてみせますから！」

　期待と興奮に頰を紅潮させるヒナコは威勢よく宣言する。

「勝手に咲きやがれ」

　たとえ才能があっても大きく開花させるかは自分次第だ。
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　朝食を終えたおれはコーヒーを飲みながら執務机にむかって事務仕事を片づけ、ヒナコも手早く洗い物を済ませたところだった。

　事務所のインターホンが鳴る。

　昨日の出来事がよみがえったヒナコは顔色をわずかに曇らせた。

「どうせ宅急便だろう。大丈夫だって」とヒナコに応対を任せる。

　おれが目線をパソコンに戻した直後、

「あがらせてもらうぞ、崩し屋。蓮れん歌かお嬢さんを待たせるな」

　ドスのきいた声が事務所内に響く。

　いつものようにこちらがドアを開ける前に入ってくる。

　現れたのは、上から下まで絵に描いたヤクザな中年男性。こちらを睨みつける眼光はサングラス越しでも迫力満点。

　本職の眼め力ぢからは心臓に悪いので極力会いたくないが、残念ながら顔見知りだった。

　矢や車ぐるま壮そう雀じやく。

　ぴっちりと髪を撫なでつけた小柄な男はこの一帯を仕切る由ゆい緒しよある暴力団朱しゆ門もん会の若頭だった。色の濃いサングラスの奥に潜ませた鋭い眼光は見る者を否いや応おうなく威圧する。暴力を好まないが一度逆げき鱗りんに触れると完膚なきまでに相手を追い立てる切れ者で名を馳はせていた。

　ヒナコが慌てて、おれの背後に逃げ隠れる。

「矢や車ぐるまさんがでてきたってことは、その子は朱しゆ門もん会の関係者ですか？」

　おれは矢や車ぐるまさんが連れている美少女の顔を覚えていた。

　昨日、駅前でヒナコと出会った時に側にいた女子高生だ。

「朱しゆ門もん蓮れん歌かです。逢あいたかったわ、ダーリン」

　小悪魔的な微笑で不穏な自己紹介をされて、おれは状況を察した。

　平日の午前中に制服姿で、堂々と学校をサボっている時点で普通ではない。しかも矢や車ぐるまさんと一緒。嫌でも覚悟を決めるしかなかった。

　とりあえず依頼人の事情を聞く時と同じようにテーブルをはさんでソファーにかけてもらう。

「こちらは、組長オヤジさんの孫娘だ」

「どうもー孫でーす」

　矢や車ぐるまさんの単刀直入な紹介に蓮れん歌かは実に気楽に答える。

「じいさんに孫がいたなんて初耳だぞ!!」

「いろいろあるんだよ、崩し屋。余計な詮索はするな」

　矢や車ぐるまさんは懐を探り、煙草たばこをとり出そうとする。

「悪いけど禁煙だ」

　おれが目線でヒナコを示すと、矢や車ぐるまさんは諦めて手を戻す。

　来客用の緑茶を淹いれてきたヒナコはかすかに震える手で給仕し終わると、ぎこちなくおれのとなりに座った。

　蓮れん歌かの眉がピクリとはねる。

「で。どういったご用件で参られたんでしょうか」

　おれは話がそれる前に事務的に切り出す。

「駅前で困っていたところダーリンが助けてくれたでしょう。その話を矢や車ぐるまさんにしたら知り合いだって言うから、直接会ってお礼と依頼をしたくて参りました。昨日はありがとうございました」と朱しゆ門もん蓮れん歌かは別人のように居住まいを正し、深々と頭をさげた。

「礼なら、こっちに言ってくれ。ヒナコが騒いでなかったら、おれも気づかなかった」

　どうもありがとう、と蓮れん歌かは楚そ々そとした微笑をヒナコに送る。

「お嬢さん、世間は物騒極まりないものですよ。おわかりになられたでしょう」

　矢や車ぐるまさんの諭す口調は優しい。ずいぶんと丸くなったもんだなぁ、と鬼車の異名をとった昔を知る人間としては笑い転げそうな姿である。

「矢や車ぐるまさんは大おお袈げ裟さなのよ。ダーリンもそう思うでしょう」

「あの、どうして黒くろ瀬せさんをダーリンって呼ぶんですか？」

　ヒナコは恐る恐る切り出す。

「運命、感じたの。好きです。アタシと結婚を前提に魔術を指導してください」

　おれは飲みかけたコーヒーを吹きだしそうになる。

「絶対に許しません！」

　ヒナコが即座に叫ぶ。

「どっちを？　結婚？　指導？」

「両方です！」

　蓮れん歌かは意に介さず「ダーリン、この子は？」と訊たずねる。

「彼女は君の後輩になる。来年の春から永えい聖せい魔術学院に通うから、その準備でうちに居い候そうろうしている」とおれはかなり省略して説明した。

「なら部外者は口を出さないでくれる。アタシはビジネスの話をしているの」

「結婚は思い切りプライベートじゃないですか」

「同じよ。ダーリンはアタシのお婿さんになって朱しゆ門もん会を継いでもらうの。黒くろ瀬せ魔術コンサルタントも資金源を得て大だい繁はん盛じよう。みんなしあわせ、ハッピーエンド」

「わたしがアンハッピーです！」

　ダメだ、このふたりでは平行線で話にならない。

「結婚の話は当然置いといて、永えい聖せいの学生がなんでうちみたいな弱小コンサルタントに依頼するんだ？　いくらでも優秀な指導を受けられるだろう」

「他人の魔術をとめられる人に会ったのは、ダーリンがはじめてよ」

　朱しゆ門もん蓮れん歌かはきちんとあの状況を理解していた。

　その発言にヒナコはわずかな悔しさを見せる。

「それに、あの時スカートめくれてパンツ見たでしょう」とさらりと誤解を呼びこむ。

「黒くろ瀬せさんッ！」「崩し屋ァ！」

　おれが弁明するより先にヒナコと矢や車ぐるまさんが怒鳴る。

　頼むから大声をあげないでくれ。

　矢や車ぐるまさんは渋い表情でゆっくりとこちらを見た。

「まぁ、崩し屋の腕だけは認めましょう」

「じゃあいいじゃない。なんの問題があるの？」

　蓮れん歌かは艶めいたピンク色の唇をかわいらしくとがらせる。

「雇った家庭教師を全員辞めさせてきたのはお嬢さんでしょう」

「だって、どれも魔術しょぼいんだもん。みんな色目つかってくるし」

「そういう連中にはきっちりとワビを入れたのでご安心を」

　鬼車の片へん鱗りんが見えた。

　おれもヒナコも思わずビビる。

「ねぇダーリン。引き受けてくれないのは、その子がいるから？」

「そうかもな。子守りはひとりで十分だ」とおれは適当にうそぶく。

　となりでヒナコは「世話されているのはそっちでしょう」とつぶやくが、聞き流す。

「その子はダーリンのなに？　妹？　助手？」

　蓮れん歌かの質問に「……助手。その手があった」とヒナコがひらめいていた。

「知人の娘だ」

　おれがそう答えると矢や車ぐるまさんは嫌そうな顔をした。悪い癖をなじるような圧力をおれは極力気づかないように努める。

「真面目な話、今の黒くろ瀬せ秀ひで春はるが朱しゆ門もん蓮れん歌かの役に立てるとは思えない」

「仕事を選ぶなんてずいぶんといいご身分なのね」

　蓮れん歌かはぐるりと事務所内を見渡す。年季の入った建物は傷みもひどく、室内の家具全般も新品はない。朱しゆ門もん会のお嬢様から見れば、さぞやボロい場所だと思うだろう。

「収入が増えれば、もっといい環境で働けるわ。アタシと結婚すれば一生養うし」

「魅力的な提案だけど、ヒモになるほど尽くせる自信がない」

「あっという間に骨抜きにするから安心して」

「お構いなく」

　おれははっきりした声で固辞する。

　美少女の魅惑的な誘いを断るのは忍びないが、矢や車ぐるまさんが阿あ修しゆ羅らの形相で睨んでいた。

　予想外の返答にきょとんとした蓮れん歌かは「……矢や車ぐるまさんが認める理由も納得。ますますダーリンに教わりたいわ」と楽しげだった。

「しつこい女は嫌われますよ」

　ヒナコが蓮れん歌かにむかって敵意むきだしの声で言い放つ。

「チャンスが目の前にあって、あっさり諦めると思う？」

　蓮れん歌かは目を細めて、ヒナコに言い返す。

「まさか」

　ヒナコの真剣な顔に蓮れん歌かは微笑を浮かべた。

「なら、たったひとりの立場をアタシにちょうだい」

　蓮れん歌かのお願いはあまりにも敵意に満ちていた。

「嫌です。帰ってください」

　ヒナコの表情から感情はそぎ落とされていた。冷たい声音には鋼の意思が宿る。

「あなた、永えい聖せいに入学するんでしょう。ならうちの伝統に則のつとって決闘で白黒つけましょうよ」

　立ち上がった蓮れん歌かは何気ない調子でとんでもない提案をする。

「決闘？」

「対人相手の魔術戦闘のことよ。まさか逃げないわよね？」

　ヒナコは反射的に腰を浮かせた。

　だが叫びかけた口元をぎゅっと閉ざす。衝動を吞のみくだすように一呼吸おいてから、チラリとおれのほうを見る。

「ダメです。うかつに使うと舌を抜かれるので。そういう約束なんです」

「なにそれ、笑える。別に私有地での魔術行使なら黙認じゃない。ライセンスを持っているわけでもないのに過敏すぎ」
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　笑い飛ばしかけた蓮れん歌かに「お嬢さん。そちらの娘さんは、すでにライセンスをお持ちです」と矢や車ぐるまさんが事実を伝える。

　さすが矢や車ぐるまさん。下調べがきちんと済んだうえで、お嬢様のわがままに付き合っているらしい。ご苦労なこった。

「噓うそっ！　だって、その子まだ中学生でしょう」

「朝あさ倉くらヒナコは最年少のライセンス保有者だ。決闘をとり下げるなら今のうちだぞ」

　蓮れん歌かの驚きも無理はない。

　魔術士のライセンスは狭き門として有名だ。魔術系大学に通う者で取得は卒業と同時、三十代以降での受験も珍しくはない。永えい聖せい魔術学院で在学中に取得する者もいるが稀まれだ。魔術士に求められるべき知識と制御、なにより節度の習得には時間を要するため、魔術で商売をはじめる平均年齢はおのずと高くなる。

　魔術の功罪両面から資格付与に求められる基準を安易に下げることはできない。

　ゆえに魔術士のライセンスには社会的価値があり、魔術の特性を持ちながら取得できない者も大勢生み出す。

「一度口にした言葉をとり下げるほど安い覚悟で魔術はやっていないわ！」

　朱しゆ門もん蓮れん歌かは譲らない。

　どうやら温室育ちのワガママお嬢様というわけではないらしい。

　勝気と潔さが同居しながら力強さを感じるのは、蓮れん歌かの祖父朱しゆ門もん蛮ばん慈じを彷ほう彿ふつとさせる。

　その一貫した姿勢に、おれはわずかに認識を改めた。

「この子に勝ったらアタシの家庭教師を引き受けてもらうから！」

「──わかった、決闘の見届け人はおれがやろう」

「いいんですか？」

　ヒナコは疑うような視線を注ぐ。

「東京にいるうちは、ろくに魔術をつかえないだろう。少しでも練習しないと入学までに腕がなまる」

「黒くろ瀬せさん……」

　ヒナコは感動していた。

　蓮れん歌かも自信があるからこそ申し込んだのだ。仮にも日本一の魔術学校の生徒と天才少女の組み合わせである。素人同士の泥試合や一方的な展開にはならないだろう。

　本音のところではヒナコの実力をこの目で確かめておきたかった。

〈万物流転ユニバーサル・フロー〉という稀け有うな魔術特性にどれだけの可能性があるのか。

「決まりね。やっとスッキリできるわ」

「わたしもです」

　立ち上がった両者はすでに臨戦態勢。

　決闘場所は魔術対策の施されているフロリダビルの屋上となった。

　三階の事務所から屋上への階段をヒナコと蓮れん歌かはさっさと駆け上がり、防寒対策にどてらを羽織ったおれと矢や車ぐるまさんがあとにつづく。

「崩し屋、たまには組長オヤジさんに会いに来い。さもないと賃料をあげるぞ」

「後ろ盾もないおれを援助してくれたことに恩義は感じていますよ。格安の家賃にもね」

　なにを隠そうフロリダビルは朱しゆ門もん会所有の建物である。

　過去に仕事の手伝いをしたことをきっかけに矢や車ぐるまさんと知り合い、その折に朱しゆ門もん会組長である朱しゆ門もん蛮ばん慈じになぜか気に入られた。

　破天荒を絵に描いたような波乱万丈な人生を駆け抜けてきた豪ごう放ほう磊らい落らく。魔術の法律もへったくれもない戦後の混乱期、腕っ節と才覚を武器に一代で朱しゆ門もん会を築きあげた。なにせ矢や車ぐるまさんが心底惚ほれこむような規格外の傑物だ。

　大の酒好きで、酔いが回ると今では信じられないような面白い昔話をたくさん聞かせてくれた。

　だが、蓮れん歌かという存在を知ったのは今日がはじめてだった。

「恩を返せないなら、せめて義理は果たせ」

「だからって孫娘を突然連れてくることはないでしょう」

「お嬢さんから昨日のことを聞かされて、うっかり口を滑らせた」

「……ほんとうに、いつからそんな過保護になったんですか」

「お嬢さんに魔術の才能があるとわかった時点で会わせるつもりは最初からなかった」

　鬼車の異名からは想像もつかない骨抜きっぷり。矢や車ぐるまさんの態度から朱しゆ門もん蓮れん歌かが朱しゆ門もん会組長の血縁である事実を察する。

　本来、この人の立場なら蓮れん歌かを黙らせることもおれを従わせることも容易たやすい。

「おれは朝あさ倉くら響きよう示じの弟子ですからね」

　我ながら口にしておいて空虚な響きを持つものだ。

　消失した正午からもう四年なのか、まだ四年なのか。

　矢や車ぐるまさんは頭かぶりを振って「お嬢さんの向上心は尊重する。だが、明るい道以外は歩ませるつもりはない」とはっきり告げる。鬼車はあくまで静観の態度は崩さず、蓮れん歌かを脅おびやかす存在があれば徹底的に排除する。そういう、情に厚く一本気な人なのだ。

「この国は、道を踏み外すと簡単には戻れませんからねぇ……」

　おれの自虐を矢や車ぐるまさんは無視する。

　四階へあがると、ちょうど千ち草ぐさが自分の部屋から出てきた。

「はるちゃん、おはよう。朝ご飯ちょうだい」

「いきなりだな。せめて顔くらい洗ってこいよ」

「すっぴん見られたところではるちゃんなら別に構わないし」

　千ち草ぐさは大きなあくびをもらす。

「あー矢や車ぐるまさんもいる。元気？」

「おまえさんは相変わらずだな。カフェのアルバイトは真面目にやっているのか？」

「そっちは店長夫婦と仲良くしてもらっているので、いいカンジ」

　千ち草ぐさはピースサインをつくる。

　矢や車ぐるまさん相手にこれだけ砕けた会話をできるのは千ち草ぐさくらいだ。

「はるちゃん、ナコちゃんは？」

「屋上。これから朱しゆ門もん会の孫娘と決闘だ。千ち草ぐさも見るか？」

　ちょっと厚着してくるから先にはじめないでよ、と千ち草ぐさは急いで自室に戻った。
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　冬の曇天は相も変わらず不機嫌で嫌がらせのように太陽の温ぬくもりをさえぎる。

　分厚い雲のせいで昼間でも薄暗く、寒々しい外気に身が震えた。

　どてらの下にもう一枚ぐらい着込んでくるべきだったと後悔する。

　冬の寒さを愚痴っても仕方ないとはいえ、はやく次の季節に移ってほしいものだ。

　殺風景な屋上は走り回れるだけの十分な広さがある。

　その中央でヒナコと蓮れん歌かは対たい峙じしていた。

「懐なつかしいな。よく組長オヤジさんの返り討ちにあっていたなぁ」

　矢や車ぐるまさんの哄こう笑しように「余計なことは思い出さなくていいっすよ」とおれは忌いま々いましい記憶を一方的に掘り起こされた。驚くべきことに朱しゆ門もん蛮ばん慈じ老人におれは一度も勝てたことがない。

「……崩し屋、お嬢さんを怪け我がさせるようなことがあれば覚悟しておけ」

「鬼車とやりあう度胸はないですよ」と片づけ損なわれていた古びた空き缶を拾い上げると、前に進みでる。

「ふたりとも準備はいいか？」

「はい、ダーリン質問。決闘のエリアはこの屋上だけよね」

　蓮れん歌かが元気よく手をあげた。

「もちろん。無茶して落ちるのだけは勘弁してくれよ」

「心配してくれるの？　ダーリンやさしい」

　そして蓮れん歌かの顔から甘さが消えた。

　ヒナコは緊張した面持ちだが、目は生き生きとしている。

「先に魔力切れを起こすか、降参したほうが負けだ。勝者は勝って奪わず。おたがい怪け我がだけはさせるなよ」

　両者は首を縦に振る。

　おれは合図の代わりに空き缶を大きく弧を描くように放り投げた。

　ふたりの間に落下した瞬間、詠唱がはじまる。

「〈靴底の疾風、千里をまたぐ一歩となれ〉」

　最初に詠唱を終えたのはヒナコだった。

　勢いよく前に飛び出した彼女は一気に蓮れん歌かとの距離をつめる。

　スピードを付与するだけの最小限の詠唱。持ち前の身体能力で風に乗る。

　蓮れん歌かはヒナコの体当たりめいた突進を寸前でかわす。だが、その間も詠唱を乱さない。

「ハハッ。ずいぶんと思い切りがいい。だが、対人魔術の経験はなさそうだな」と矢や車ぐるまさんが手を打つ。

　さすが鬼車。魔術をつかえないにもかかわらず魔術士を叩たたき潰す達人はわずかな挙動でヒナコの実力を見抜いていた。

　蓮れん歌かのわきをかすめたヒナコは危うく屋上から飛び出しそうになる。身体能力に拠よった強引な方向転換で、屋上の外縁スレスレから再突撃。

　危なっかしいな。ヒナコの魔術はほんとうにでたらめな高出力である。

　蓮れん歌かはとり乱した様子もなく詠唱を終わらせていた。

「〈炎えん陣じんは回り続ける。炎は自由な矛となり、自在の盾と化す。絶えざる万軍に落城はなし。我は炎の女王なり〉」

　頭上と足元に現れた炎の輪がふたつ、蓮れん歌かを軸にして左右それぞれに回る。

「現カ心ウ想ルを構築できるのか」

　おれは蓮れん歌かの年齢に似合わぬ達者な魔術行使に舌をまく。

　警戒したヒナコが急制動をかけて、いったん距離をとる。

「はるちゃん、あの子の魔術の使い方って変わってない？」

　千ち草ぐさのようにライセンスを持っていない者には見慣れない光景だろう。ライセンス取得者でも現カ心ウ想ルを組める者は珍しい。

「千ち草ぐさ、魔術の起動手順を説明できるか」

「えーわかんない」

「小学校の時に全員習っただろう」

「魔術士になる気なんて最初からなかったから真面目に聞いてなかった」

　テヘ、と笑って誤魔化す千ち草ぐさにおれは仕方なく説明する。

「想像力で魔術の土台を組み立てる心しん想そうと言葉で紡ぐ詠唱、これに魔力を合わせることで引き起こされる現象が魔術だ」

　魔術はよくクルマに例えられた。

　魔術特性はいわば車種にあたる。ワンボックスカーが走りながら急にスポーツカーに変形できないように、魔術特性は変えようもない。魔術名がつけられる場合、多くは魔術特性を由来とする。

　心しん想そうはエンジン。事前に組み上がっているものであり、走りながら手を加えられるものではない。魔術の結果の八割がここで決まる。

　詠唱は運転技術に相当する。魔術特性の力を最大限に引き出す言葉を選び、磨くことで魔術の結果がさらに変わっていく。

　魔力はガソリンであり、魔術をつかえばつかうほど消費し、心身ともに疲弊していく。

　それらが連動することではじめて魔術という現象は成立する。

「現カ心ウ想ルはいわば詠唱を簡略化した結果だ。毎回詠唱して魔術を引き起こすのではなく、あらかじめつかう魔術を固定化することで、詠唱を最小化することができる」

　通常は一度の詠唱につき、一回の現象で魔術は終わってしまう。

　蓮れん歌かは炎を円環状態で組んで魔力を循環させることで術を持続させ、かつ魔力消費を最小限に抑えていた。

　お世辞抜きにおれの指導なんてほとんど必要ないほどの技量である。

「つまり数は限られるけど、速くつかえるのね。便利」

「そうとも限らない。第一に魔力が可視化できるほど具体的に心しん想そうが練られていなければ、現カ心ウ想ルは成立しない。一定の魔術を安定して発揮できる代わりに選択肢の幅もせまくなる。場合によっては自分を縛る制限になりかねない」

「でも、ふつうの魔術士は同じ詠唱しかしないでしょう」

　千ち草ぐさの常識的な指摘に、おれの口元には不敵な笑みが浮かんでしまう。

「これが上を目指す魔術士の姿だ」

「それくらい吹き飛ばすッ！」

　ヒナコは新たに詠唱した。

「〈一陣の風は巨人の一掃き、山火事も塵ちりに還かえす〉」

　屋上を一掃するような強風が吹き渡り、思わず目元をおおう。千ち草ぐさが悲鳴をあげて、おれの腕にしがみつく。決闘の号令だった空き缶が宙を舞い、矢や車ぐるまさんがつかむ。

　朱しゆ門もん蓮れん歌かを守る炎の現カ心ウ想ルは健在だった。

　筒状だった炎は最初のふたつの輪に戻る。

「才能だけで圧倒できると思った、新入生ルーキー」

　蓮れん歌かは優雅に告げる。

　あの様子では学内でかなり揉もまれているのだろう。実に戦い慣れていた。

　朱しゆ門もん蓮れん歌かのように外見が目立つうえに実力もあれば、喧けん嘩かを売られるのも日常茶飯事に違いない。魔術士を本気で目指す連中は大なり小なり我が強い。そうでなければ続かないのだ。

「〈尖せん兵ぺいよ、奔はしれ〉」

　炎の輪から発射された火球がまっすぐにヒナコへむかう。

　再度、風に乗ったヒナコは難なく火球を回避する。

　だが織りこみ済みだった蓮れん歌かは的確にヒナコの動線上に火球を降らす。

「〈開け風車、一切合切弾はじき飛ばす〉」

　ヒナコの頭上で渦巻く風が火球をかき消す。

　蓮れん歌かはたてつづけに火球を浴びせ、ヒナコはその度に風で防ぐ。

「ヒナコもよくあれだけ即ア興ド詠リ唱ブがつづくな」

　おれはひさしぶりに見ごたえのある決闘に最大級の賛辞を贈る。

「お嬢さんが隙をあたえないから、しのぐのが精一杯になっている」

　矢や車ぐるまさんの言葉通り、ヒナコは自身のなんでもできる魔術特性が完全に裏目に出ていた。

　選択肢の多さが迷いの種になる。

　動きながら最善手を考えるのは至難の業だが、それでも拮きつ抗こうを続けているのは山育ちの高い身体能力の賜たま物ものだろう。

「崩し屋、おまえの見立てを聞かせろ」と矢や車ぐるまさんはつかんでいた空き缶を潰す。

「技術テクニツクなら蓮れん歌かが上だけど、爆発力ならヒナコ。持久戦になったらヒナコの不利だろう。ほら、力技にでた」

　魔力切れを恐れて、逃げることをやめたヒナコは蓮れん歌かに突進していく。

「〈弓兵よ、浴びせろ〉」

　蓮れん歌かが詠唱を切り替える。火球はいくつもの細く鋭い矢となって、ヒナコに殺到する。

　燃える矢の雨を風でかき消しながらヒナコは速度を緩めない。

　勇猛な少女は、炎の女王の懐まで踏みこんだ。

「〈凍て刺せ、氷河の剣つるぎ〉」

　ヒナコの突き出した右手の先で氷の刃が形成されていた。

「〈槍そう兵へいよ、突き出せ〉」

　蓮れん歌かは驚きを浮かべながらも冷静に対処する。炎の輪から燃える槍やりが迎撃した。

　氷の剣と炎の槍やりが交錯。

　水蒸気の白煙があがり、たがいの魔術を相そう殺さいした。

「〈復唱リピート！〉」

　ヒナコの叫びに呼応して、空いた左手に右手と同じように氷の刃が生じていた。

　白煙を切り裂いて氷剣が炎の壁に突き刺さる。

　根元まで吸いこまれた瞬間、炎の輪が散った。

「〈尖せん兵ぺいよ、奔はしれ〉」

　ヒナコが破れたのは炎の双輪の片方だけだった。

　詠唱は間に合わず、火球が至近距離でヒナコに直撃する。

　完全に無防備だったヒナコの身体からだが宙を舞った。ろくに受け身もとれず、地面に打ちつけられる。炎自体のダメージはないらしく、ヒナコはすぐに身を起こす。

「アタシがやさしくてよかったわね。本気なら大やけどよ」

　威嚇としては十分すぎる一撃。

　防御から攻撃へのすばやい切り替えは見事。だが、蓮れん歌かもすでにギリギリだろう。頭上で回る現カ心ウ想ルが端から揺らいでいた。残った炎の輪が形を保てなくなりつつある。高度に複雑な魔術を構成していれば、いくら効率がよくとも時間が経過するほど二次関数的に消耗していく。魔力切れは時間の問題だろう。

　見る者が見れば容易に判断がつくが、当のヒナコは気づけていない。

　一瞬の高熱にあぶられて、ヒナコは大汗をかいていた。驚きと怯おびえがない交ぜになった表情が今の状況を正しく理解しきれていないことを物語る。

「ここまでだな」

　対人戦闘の経験差が出た。残念ながら、この勝負は蓮れん歌かの勝ちだ。

「──まだです」

　ヒナコが立ち上がる。

「結果が現実だ。君にどんなに才能があっても実力が発揮されなければ──」

「わたしは！　魔術で負けちゃダメなんです！」

　絶叫するヒナコの感情に呼応するように風が吹き荒れた。詠唱もなく漏れだした魔力だけで暴風が生じる。

「〈地の果てより駆ける暴風、万象引き裂く刃やいばと化せ〉」

　ヒナコが紡ぐ忘我状態の衝動的な詠唱。

　おれはヒナコが発した特大の魔術に即座に詠唱を重ねた。

「〈回る。回る。星は転がり、雲滑る。風は行方を見失う〉」

　だが──魔術を崩せない。

　魔術的な手ごたえはあまりに重く、腕ごと弾はじき飛ばされる。しびれるような痛みに手の感覚が消え失うせていた。肩が引きちぎれるような錯覚。

　反動が大きすぎて、さらなる魔術崩しはもう間に合わない。

　ヒナコの手に握られた悪夢のような威力の暴風がまさに解き放たれようとしていた。

　それは高速で回転する局所的な竜巻。収しゆう斂れんする風は触れたものすべてを根こそぎ破壊し尽くす。

「────っ」

　おれは全力で走っていた。

　ヒナコの手首をつかみ、もう一方の手で口を塞ぎながら強引に押し倒す。

　轟ごう音おんが一直線に昇天する。

　宙に向かって手からこぼれたヒナコの風は──遥はるか頭上に広がる曇天を切り裂いていた。

　灰色の雲の隙間から鮮やかな青空が露出し、陽光がこぼれる。

「……衝動的になれて羨ましいな」

　ひさしぶりに見た青空におれは気が遠くなる。

　はらはらと雪のような白いものが舞い落ちてきた。左の肩口を間近でかすめた風がおれのどてらを巻きこみ引き千切って、中綿をばらまく。

　顔面が残っているのが奇跡だ。

　直撃していたら、それこそ死体も残らない有り様だっただろう。

　ヒナコの〈万物流転ユニバーサル・フロー〉だけでは説明がつかない。

　魔術の威力や同じ魔術の詠唱を省略する〈復唱リピート〉という高度な技を見せたヒナコの実力は血のにじむ努力に裏打ちされた本物だ。けっして才能だけではない。

　大技で急激な魔力切れを起こしたヒナコは気を失っていた。

「暴想バーストが起きなくてよかった……」

　タガの外れた魔術士が魔力切れを起こしてなお魔術をつかおうとする際、文字通り命を削ることになる。制御を逸し、生命力を魔力に変換して注ぎこむ状態を暴想バーストと呼ぶ。

　ヒナコの場合、まだ成長途中の肉体が先に音をあげたのが幸いした。

　彼女のような強い意志力の持ち主なら超えてはいけない分ぶん水すい嶺れいを平気で踏み越えかねない。ほんとうに危うい子だ。

　日差しのまぶしさにこそばゆい目の痛みを感じながら、正気の魔力量だけで雲を割る魔術士が果たしてどれだけいるのだろうと考える。ましてや十四歳の少女が持つには破格の才能。

　朝あさ倉くらヒナコの人生を狂わすには十分すぎた。

　その場で尻もちをつきそうになった蓮れん歌かを矢や車ぐるまさんが支える。炎の現カ心ウ想ルは解けていた。

「ふたりとも大丈夫!?」

　青ざめた千ち草ぐさが駆け寄ってきた。

　おれも崩れるようにヒナコのとなりで大の字に寝そべる。

　あまりの出来事に寒さも忘れて、おれは笑うしかなかった。




　　　　　　　○




　夕方、事務所のベッドで目を覚ましたヒナコはそのままバスルームに籠ろう城じようした。

　頭を冷やして体が温まればそのうち出てくると放っておいたが、いっこうにシャワーの音は止まらない。さすがに不安になったおれは意を決して洗面所へ行く。

「ヒナコ、入るぞ。入るからな。いきなり魔術をぶっ放したら舌を抜くぞ」

　再三ノックし、十分に予告はした。

　念のためバスタオルを片手にバスルームの扉を慎重に開けた。

　湯気のこもった浴室。

　壁をつたいながら進み、薄目をゆっくり開ける。

　ヒナコは頭からシャワーを浴びながら、お湯のあふれたバスタブの中で膝を抱えていた。

「無駄づかいするな。滝行するなら田舎に帰れ」

　おれはシャワーをとめて、ヒナコの頭にバスタオルを投げる。

「……負けたん、ですよね」

「経験の差だ。人間相手に本気の魔術をつかったのははじめてだろう」

　ヒナコはちいさくうなずく。

「相手を傷つけずに魔術を行使するのは難しいだろう。永えい聖せいみたいに許可された環境以外で対人魔術をつかえば違法だから仕方ない」

　おれは尻が濡ぬれるのも構わずバスタブに腰かけ、率直な感想を述べる。

「でも最後の詠唱は、わたし……」

　蓮れん歌かに追いつめられて衝動的に紡いだ最後の詠唱は、やけっぱちの暴言だ。制御もくそもない力まかせ。

　間に合わなかったら朱しゆ門もん蓮れん歌かは死んでいた。

「どうして魔術で負けたらダメなんだ？」

　おれは最後の詠唱前にヒナコが叫んだ言葉を問い返す。

　ヒナコの肩が震えた。唇をかみしめながら大粒の涙をさらにこぼす。

「魔術は、唯一の繫つながりなんです。朝あさ倉くらヒナコは魔術以外に価値なんてありません。魔術を手放したら、わたしはほんとうに孤独に、なってしまうんです」

　途切れながら絞り出した彼女の悲しい自己認識は、ただの幼さでは片づけられない。

　生まれてから一度も会ったこともない父親。

　娘を置いて亡くなった母親。

　ヒナコが認識する断片的な家族をかろうじて結びつけるのが、魔術の才能だった。

　両親との繫つながりを確認するためにヒナコはひとりでがんばってきた。

　誰とも共有できずにいた苦悩が心しん想そうを鍛えたのは皮肉なことだ。

「ひとは想像する時、常にひとりだ。だが想像する力がなければ、他人を正しく理解することもできない。孤独は不幸ではなく、自分以外と繫つながるための前段階にすぎない」

「わたしは、ひとりじゃないんですか？」

「選ぶのは君次第だ」

　おれを見る少女の瞳にかすかな光が戻る。

「彼方かなたまで飛べ。想像の翼なら届く」

　たった一度の敗北で折れるほど彼女の翼は脆もろくはない。次の空を飛ぶために翼を休める必要があるなら休めばいい。もっと強く羽ばたきたいなら、いくらでも鍛えてやる。彼女ならおれが届かなかった彼方かなたまで飛んでいく。

「君を受け入れた人間は、少なくともここに一人いるはずなんだが」

　少女の温かい手がバスタブの縁にかけたおれの左手にそっと重なる。
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「黒くろ瀬せさんは急に消えたりしませんよね？」

「おれはどこへも行かない」

　四年前、おれは東京から逃げることもできた。違う人生だって選べていたはずだ。だが、ここで戦うことを覚悟したのは他ならぬ黒くろ瀬せ秀ひで春はる自身だ。

「ともに悩もう。ふたりなら楽になれる」

　ヒナコは繫つないだおれの手を額に引き寄せた。おれの手の甲に涙がつたう。

　だが腕を引かれた拍子に左肩に激痛がはしり、無様な声をあげる。おれはバスタブの縁から滑り、床に倒れてしまう。

「黒くろ瀬せさん！」

　ヒナコは慌ててバスタブから体をあげた。

　痛む左肩をどうしようもできず脂汗を浮かべて、濡ぬれた浴室の床で奥歯をかみしめる。

「大丈夫、だから」

「見せてください！」

　ヒナコは有無を言わさず上にのしかかり、おれの着ていたワイシャツのボタンを手早く外して強引に脱がした。

　屋上でヒナコの魔術がかすめたことで、痛々しい紫に変色した左肩を見たヒナコは絶句する。

「黒くろ瀬せさん、これって……」

「気にするな」

「ごめんなさい。わたしのせいで」

「もっと魔術がうまくなればいいさ。少なくとも学年一位になるくらいの面倒はみてやるよ」

　ヒナコは涙を隠すようにおれの胸にうずくまる。

　シャワーを浴びたわけでもないのに、おれも体中が濡ぬれていた。

「君は、泣いてばかりだな」

　思わずヒナコの頭に手を置こうとした時、

「ふたりとも、なに、やってるの……」

　バスルームの入り口で固まっていた千ち草ぐさの声で我に返る。

　裸の少女が男の上に折り重なる状況。

　ヒナコが顔をあげ、おれの視線は彼女の白い鎖骨から下へと滑り落ちてしまい──

　キャーとヒナコは悲鳴をあげて、バスタブに身を隠す。

「押し倒したと思ったら、今度は押し倒されているし！」

「待て、誤解！」

「はるちゃんの野獣！　節操なし！」

「全部おれのせいかよ」

　肩が痛むせいでろくに声を張り上げられない。

「他にどんな言い訳ができるの！」

「違うんです、千ち草ぐささん。ただの事故で」

　先ほどとは違った意味で泣きそうな声のヒナコ。

「そんなハプニングあってたまるもんですか！」

　結局、千ち草ぐさの勘違いを正すまでおれは必死に肩の痛みを我慢しつづけるしかなかった。

　涙が女の魔術なら、我慢は男の呪いなのかもしれない。




　　　　　　　○




　その日の深夜。

　色々あって疲れたから早く就寝した。朝まで爆睡するつもりが、ふと目覚めてしまう。

　消灯したはずの事務所がなぜか明るかった。

　ものすごい眠気が脳にまとわりついており、ベッドの温ぬくもりがおれを離さない。さっさと二度寝しようと寝返りを打った瞬間、ベッドの脇に何か立っていた。

「眠れません」

　泣きそうな声で朝あさ倉くらヒナコが立っていた。

　事務所のカギは開けてあるから出入りは自由だが、予告なく枕元に誰かが現れるのはかなり心臓に悪い。反射的におれはベッドの反対側にエビのごとく後退して、そのまま転がり落ちる。

「寝起きなのに元気ですね」

「君のせいだ」

　おれは床に打ちつけた腰をさすりながらベッドに這はい上がり、もそもそと掛布団をなおして再び潜りこむ。

「悔しすぎて体が火ほ照てるんです」

「どれだけ負けず嫌いだ。いいから部屋に帰れ」

「ひとりでいると昼間の決闘が脳内永久ループするんです。負けっぱなしなんです」

　実質引き分けだが、本人の認識は大敗らしい。

「魔力切れで昼間寝たからだろう。黙って羊でも数えていろ」

「とっくに数えましたよ！　途中から朱しゆ門もん蓮れん歌かの炎で羊が次々に丸焼きされて、数える羊がいなくなりました」

　どんな悪夢だ。完全に想像力が悪い方向に暴走している。

「地獄を乗りこえろ。オヤスミ」とおれはまぶたを閉じた。

「もーう、ひとりで寝ないでくださいよー。相手してください！」

　おれの身体からだを揺さぶりながらヒナコはごねつづけた。

　結局おれの睡魔が根負けし、仕方なくヒナコの熱さましをかねて散歩に連れ出した。







　冷え切った夜の空気は昼間より澄んでおり、頭をすっきりさせた。

　繁華街のある駅側ではなく近くの公園に向かってみた。大きな池を囲むように広がる敷地内には動物園や美術館もあり、昼間は大勢の老ろう若にやく男なん女によでにぎわう。

　さすがに冬の深夜とあって人影はほとんどない。

「黒くろ瀬せさんってなんだかんだやさしいです」

「は？」

「昨日と違う道ですよね」とヒナコはおれのつまらない配慮に気づいていた。

「このあたりの夜は物騒だからな。避けられるトラブルは遠ざけるに限る」

「そんなに危ないなら事務所を移転しましょうよ」

「おれはこの場所が気に入っているんだ」

「ご出身は？」

「東京生まれ、東京育ち」

「超都会っ子ですね」

　東京にはいろんな人間がいて、いろんな人生がある。

　綺き麗れいなのは上辺だけ、見慣れてしまえばゴミゴミしているだけだと気づく。目まぐるしく感じるのは多彩な欲望が集まった結果だ。欲望の数だけ金が動き、街は輝きを増し、人は集まりつづける。

　猥わい雑ざつで活気にあふれ、人の流れが絶えない大都会。

　その片隅がおれの性には合っている。

「都合のいい界かい隈わいなんだよ。おれみたいなのが紛れるにはちょうどいい」

　他に帰る場所もない黒くろ瀬せ秀ひで春はるにとっては東京という何事も過剰な都市空間が心地いい。

　静かな公園内を歩きながら、おれはヒナコの他愛もない話をひたすら聞いていた。あまりにも一方的に話し続けるので、おれはふいに夜空を見た。

「星が、見えるな」

　ヒナコが曇天を切り裂いたおかげか。頭上には星空が広がっている。

「えー星なんて数えるほどしかないじゃないですか」

「天然プラネタリウムなんて贅ぜい沢たく者め」

　どれだけ山育ちだ。

　目が慣れなければ、都会の空は闇でしかない。見ごたえのないただの黒。夜空の裾は都市の輝きで退色したようにかすれている。

「なんで公園なんですか？」

「キッズへの影響を考えた大人の判断」

「魔術しか興味ないのでご心配なく」

「色気のない思春期」

「黒くろ瀬せさんこそ十代はどうだったんですか！」

　おれはそばにあった桜の木をそっと撫なでた。

　闇夜に裸の枝を伸ばす姿はまるで磔はりつけのようにどこか痛々しい。

「先生がいた頃は、毎年ここで花見をしていたんだ。来たのは四年ぶりか」

　先生を囲んだ最後の春以来、この桜を見たのははじめてだ。

　あの頃一緒にいた連中はそれぞれ別の道を歩んでいる。朝あさ倉くら響きよう示じという中心を失って、おれ達たちは集まる理由をなくした。いや、それぞれがやるべきことを見つけたから散り散りになっただけなのかもしれない。ありふれた話である。

　さよならだけが人生だ、とはよく言ったものだ。

「どんな風だったんですか？」

「みんなで飯食って騒ぐ、ふつうの花見だよ」

「でも、楽しそうな顔しています」

「この暗さでわかるかよ」とおれはヒナコのおでこを小突く。

「恥ずかしがらなくていいのに。お花見の時に酔って魔術談義とかなかったんですか？」

「先生は指導らしい指導をしない人だったよ。というより、おれ以外とはほとんどしゃべらないから」

「しゃべらない？」

　おれは池の黒い水面にうつった月を見る。

　黒い水面に浮かぶ月はまるで光る穴のようで、見つめていると心が吸いこまれそうになった。揺らぐ底なしの罠わなは魅入られたら二度とは還かえれない。

「朝あさ倉くら響きよう示じの魔術自体は第二種。系統は〈洗脳〉だが魔術名がつけられるほど強力で、しかも常時開放型だった」

「常に魔術が発動しているってことですよね」

　おれはうなずく。

「いわゆる、不止の魔術だ。ふつうは心身の成長とともに治まっていくことが多いが、先生は大人になっても制御することさえできなかった」

　思い返す朝あさ倉くら響きよう示じはいつも儚はかなげな笑みを浮かべていた。

　他者に踏みこませないような曖昧さを装い、出会った頃には自分以外の他者から理解されることをとっくに諦めていた。

「魔術名は、〈覇権言語マスタータング〉。話す言葉がすべて魔術になり、本人の意思とは無関係に相手を従わせてしまう。そして、制御が効かない支配の力だった」

　生まれてからずっと、自分の口にした言葉通りに周りの人間が自動的に動いてしまう。

　会話は成立せず、感情のない一方的な同意しか返ってこない。

　それは誰とも心を通わせられないということ。

　朝あさ倉くら響きよう示じは永久の孤独を強制された人だった。

「君と同じだ。強すぎる力にずっと悩んでいた」

「教えてください。お父さん……朝あさ倉くら響きよう示じについて、もっと」

　ヒナコは踏みこむ。

　彼女は父親を知るためにはるばる東京へ来たのだ。

　生まれて一度も会ったことのない父親。自分の存在のルーツを少しでも知ることで、なにかが変わると信じて。自分と確かに繫つながる人がいることを実感するために。

「はやくから自身の異常性に気づいていた先生はなんとか魔術を制御する手段を探していた。あらゆる可能性を探し、数えきれない書物を読み、多くの手段を試したそうだ。だが〈覇権言語マスタータング〉に有効な方法は見つけられないまま二十歳も過ぎた頃には、朝あさ倉くら響きよう示じは完全に人と話すことを諦めていた。そして魔術士ではなく幼い頃から親しんでいた図書館で司書として働いていた。永えい聖せい魔術学院の大魔道図書館だよ」

　己の傷を広げないためには、沈黙する以外にはない。

　本という言葉の海に沈むことが朝あさ倉くら響きよう示じの孤独をなぐさめる唯一の方法だった。

「魔術で周りを自由に操るようなことはしなかったんですね」とヒナコは胸を撫なでおろす。洗脳系の魔術は事件化しやすい系統と言われ、報道の頻度から世間的に悪印象が強い。

　ヒナコの安あん堵どはよくわかる。

　一方的に他人を支配できる力を手に入れたら、人はどうするだろう。

　先生は私利私欲のために魔術をつかわない。

　おれもずっと信じていた。

「おれが先生にはじめて会った場所も図書館だった。本の場所をたまたま先生に訊たずねたんだ。先生はおれの顔も見ずに道順をそっけなく説明した。どんな言い方をしたところで聞いた相手は〈覇権言語マスタータング〉の力で自動的に本棚まで辿たどりつけるからな。だが、一度で理解できなかった子どものおれは案内してくれと頼んだんだ。──その時の先生の驚いた顔は今でも覚えている」

　あの時の朝あさ倉くら響きよう示じは、まるで神様に出くわしたような表情をしていた。

「朝あさ倉くら響きよう示じにとって自分の言葉が通じない相手はおれがはじめてだったんだ」

　生まれついての強すぎる魔術に苦しみ、克服するために必死に努力して、それでも結果が出なかった。

　諦めるしかなかった朝あさ倉くら響きよう示じには、小さなおれという存在が唯一の希望だった。

　先生は泣き崩れながらおれを強く抱きしめた。

　耳元で繰くり返された「ありがとう」という言葉は今も忘れられない。

　大人がこんな風に泣くなんて知らず、おれは子どもながらに力になりたいと思った。

「そうして紆う余よ曲きよく折せつあっておれは先生の一番弟子になった」

「黒くろ瀬せさんは、自分の意思で決めたんですよね？」

「先生と呼びはじめたのはおれからだ」

　朝あさ倉くら響きよう示じと出会い別れるまでの黄金の日々は、魔術コンサルタントになった黒くろ瀬せ秀ひで春はるの礎いしずえになっている。その時間はけっして無駄じゃない。

　気づけば先生がおれと出会った時の年齢を、黒くろ瀬せ秀ひで春はるは追い抜いていた。

「ヒナコ、わざわざ父親を探すことなんてない。今やるべきことに集中していれば放っておいても大人になる」

「その言い方はずるいです。わたしは生まれて一度も会ったこともないんですよ」

「期待しすぎは良くない、というだけの話だ。誰だって不完全な人間だ」

「それは黒くろ瀬せさんを見てればよくわかります」

　ヒナコはこれ以上取り合うつもりはないとばかりに、おれの言葉を拒絶した。

「君の言った通りなんだろう。師匠の不始末は弟子の不始末。四年前、消失した正午が起こって先生は消えてしまった」

　枯れ木にしかみえない桜のいびつな輪郭を我知らず眺めていた。

　ふいに温かいものが頰に触れる。

　ヒナコの手がおれの顔をつつみ、視線を目の前にむけさせた。

「なんだ？」

「他のお弟子さんはどうしたんですか？」

「みんな、バラバラだ。ひとりは魔術執行官、もうひとりは怪け我がで魔術士を引退した。最後のひとりは風来坊。そしておれは見ての通りだ」

　別れの日はいつだって突然だ。

　中心が不在になることで、集まっていた者も自然と散っていく。近況なんて知りもしない。みんな元気でやっていれば幸いだ。

　また意識が遠くに引き戻されかけて、ヒナコは急に抱きついてきた。引きはがそうとしても、しがみついて離れようとはしない。頭をぐっと押しつけて、両手でしっかりとおれを繫つなぎとめる。

「今はわたしがいますから」

「……わかってる」と少女の頭を撫なでる。

「魔術をつかえない秀ひで春はるさんが魔術コンサルタントをしているのは後悔？　未練？」

　ヒナコが恐る恐る問いかける。

　だから、おれは心の底から笑い飛ばした。

「結局、魔術が好きなんだろうな」

「好きだから続けられたんですか？」

　ヒナコに見透かされて、どうにも白状するしかないようだった。

「おれはさ、不止の魔術の治し方を見つけたいんだ。救われるべき人は救われなきゃいけない。黙って見過ごすなんて無理なんだ」

　魔術を諦める理由はそれこそ山のようにあった。感情、生活、現実、状況、将来。数えあげたらきりがない。すべてに重たく説得力があり、おれも散々悩んだ。実際心身ともにかなりまいっていた。周りに残ってくれた連中は誰ひとりとして魔術を失ったおれに魔術を強制せず、前向きな意味で止やめさせようとしていた。

　はたから見れば、おれの無謀な挑戦は夢物語でしかない。

　それは今でも変わらない。

「魔術を失なくしたという気の早い地獄の中で、おれだけが可能性という未来を見たんだ。どれだけ頼りない光でも、おれには幻とは思えなかった」

　独り言めいた告白。

　だが、おれは夢物語の中で今も生きている。

「わたしは信じます。本当に諦めきれなかったことなら、それは意味がありますよ。大丈夫です。ずっと応援しますから」

　朝あさ倉くらヒナコは言葉の通り、一片の噓うそ偽りもない無む垢くな信頼をおれにくれた。

「ありがとう、ヒナコ」

　自然とそんな言葉がこぼれる。

　寒い夜空の下、腕の中におさまるヒナコの温ぬくもりだけが確かなものだった。

「はじめて名前で呼んでくれましたね」と待ちくたびれたようにヒナコは呆あきれていた。

　指摘されて、急に恥ずかしくなる。

「秀ひで春はるさん、顔赤いですよ」

「だから、こんな暗いところでわかるか！　なんなんだ、君のその妙な余裕は……」

　おれの腕の中でしたり顔なのが腹立たしい。

「校舎裏に呼んだのに、いつまでもなにも言わない人って多いですからね」

「君に愛の告白なんかするか！」

　おれは思わず全力で叫ぶ。

　残響が夜の公園をわたる。

「そんなムキにならなくてもいいのに」

「いい加減離れろ！」

　ヒナコはコアラの子どもみたいに離れない。

「ふたりなら寒くないでしょう」

「帰る！」

「ほーら、子どもみたいに駄々こねない。星があんなにたくさんあるのに」

「ネオンのほうがよっぽど綺き麗れいだ！」

「都会っ子はひねくれていますね」

　まったくもって遺憾ながら、おれはヒナコの言葉が嬉うれしかった。
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　東京滞在中、おれがヒナコにあたえた課題はたったひとつ。

　──魔術のコントロールを覚えるために詠唱を磨くこと。

　ヒナコの場合、屋上でぶちかました風の魔術の威力を考えれば心しん想そうの強さや魔力量だけなら一線で活躍する魔術士たちも敵ではない。

　だが獣しかいないような緑豊かな山の中ならいざ知らず、超人口過密な大都会メトロポリタン・トーキヨーでは完全なる威力過多。コンクリート・ジャングルを掘削粉砕しかねない。頭に血がのぼった拍子に毎度あんな魔術をぶっ放したら、人間猟友会こと魔術執行官の本隊に即刻処理されてしまう。

　威力を意のままに制御できるだけの詠唱技術は、彼女がこれから東京で魔術士として生きていくために必要不可欠だった。

　日々の仕事に帯同するヒナコには、とにかく「学ぶは真ま似ねぶ」を実践させる。

　たとえば詠唱と心しん想そうのズレ改善。

　地域に根ざして十年、魔術で手を温かくしたマッサージが評判の整体の先生。

　もともとバーニングフィンガーの異名で人気を博した魔術プロレスラーだが、近頃魔術のコントロールが上う手まくいかないというご相談。年齢をかさねたことで詠唱がズレてきたから、今の心しん想そうに合った詠唱を新たに提案した。

「ずっと同じ詠唱をつかうのは難しいんですね」

「手入れが必要なのは心や体だけじゃないからな」

　たいていの人は若い頃に組んだ詠唱をずっとつかうため加齢とともに魔術の質も低下していく。

「先生ありがとう！」

「熱ッ！」

　感動して全力で握手された。新しい詠唱に慣れていないから手のひらはものすごく熱かった。

　たとえば魔力量の増加。

　就職活動を有利に進めたいとする魔術系大学の学生。絵に描いたような真面目な学生だが根性は意外とある。彼はおれの言葉を素直に実践してくれた。

　練習場所に使っているのはバッティングセンター。彼の魔術は〈吸引〉なので飛んできたボールを任意に引き寄せ、全打席ホームランを課す。千本ノックさながら魔力が尽きるまでひたすら詠唱させる。最初は軽快な音を立ててボールをかっ飛ばしていたが時間とともに頭上に打ち上げるようなファウルボールが増えていった。

　集中力・体力が切れてくると詠唱をしていても魔術が成立しなくなっていく。

「わたしも参加してもいいですか？」とヒナコはいきなり決闘で見せた氷の魔術を剣ではなく、バットで顕現させていた。

　初見で器用に詠唱を微調整して、魔術の結果を変えられるのはひとえに努力の賜たま物ものだろう。でなければ戦いながら即ア興ド詠リ唱ブを繰り返すなんて高度な真ま似ねはできない。ヒナコの身体能力を含めた総合能力の高さは決して誇張ではなかった。

「ダメ」

　比較対象を間違えると、ひとは勝手に自分で成長の芽を摘んでしまう。中には蓮れん歌かのように奮起する者もいるが、ヒナコみたいな例外と並べられたら誰だって自信をなくす。

　声もかすれてきた頃、学生はついに膝をついた。

「先生、空っぽになるって結構気分いいもんですね」

「無理に入れこみすぎて、暴想バーストは起こすなよ」

　限界に挑む彼ははじめた頃より確実に詠唱回数を伸ばしている。

　その一方で人間は案外あっさりと正気を見失ってしまう。やりすぎると命を削る。火事場の馬鹿力なんてものはつかわないに越したことはない。

　地道に負荷をかけて、魔力の総量を増やすしかないのだ。王道に近道なし。

　当初ヒナコを現場に連れていくことは不安だったが、でしゃばることはなく補佐に徹す。彼女は常に状況をよく観察して、必要な時に適切にふるまえる。

　依頼人を前にしている時は安心してそばに置けた。

「暴想バーストが起きると、魔術士はどうなるんですか？」

　帰りの電車でヒナコが訊たずねる。ちょうど帰宅ラッシュの時間帯、肩がぶつかるほど混雑する車内で彼女はつり革をつかみ損ねていた。

「最悪の場合は命を使い果たして死ぬ。良くて心身を壊す。魔術がつかえなくなったり、逆に魔術の制御が利かなくなることもある」

「不止の魔術と同じですね」

「だから間違っても暴想バーストは起こさせてはいけない」

　大きなカーブに差しかかって揺れる車両にヒナコが危うく倒れそうになる。

「無理するな。コートの裾でもつかんでいろ」

　一歩近づいたヒナコの頭がちょうど胸のあたりにくる。

　ヒナコはほとんど身じろぎもせず黙っていた。コートをぎゅっとつかんで離そうとしない。そんな必死にならなくてもいいだろう。大きな駅を通り過ぎると人が減り車内にも余裕が出た。だがうつむくヒナコにひとりで立てと結局言い損ねた。

　事務所につくと「夕飯の支度をするのでちょっと待ってくださいね」とヒナコは上着を脱いで手洗いを済ませ、すぐキッチンに立とうとした。

「急いでないから一息入れろ。がんばりすぎて倒れられても困る」

　おれがコーヒーを淹いれる準備をしていると「わたしの分ももらっていいですか？」とヒナコが適当に選んだマグカップを差し出してくる。

「苦いのに飲めるのか？」

「とりあえず半分くらいで大丈夫です」

　希望通りの量を注いだマグカップを手渡すと、ヒナコはなんの遠慮もなくたっぷり牛乳と砂糖を追加した。

「うん。これなら飲めます」

「けっこう高い豆なんだぞ、それ」

「おいしいのはなんとなくわかりますよ」

　となりにいるから自然と彼女がちびちびと飲む様子を眺めることになる。

　そんな風に朝あさ倉くらヒナコの存在は黒くろ瀬せ魔術コンサルタントの日常になじんでいく。

　気ままな男の一人暮らしは終わりを告げ、おれの生活は恐ろしく規則正しくなってしまった。

　ヒナコは朝はやくから事務所に入り浸り、朝ごはんを食べさせるためにおれを叩たたき起こす。日中は仕事に同行し、移動時間はひたすらヒナコの質問に答える。夜になるとクタクタで就寝時間もはやくなってしまう。

　風呂をあがってもヒナコはなにかしら理由をつけて寝る寸前まで事務所で過ごす。

　毎晩おやすみという言葉を聞く生活はなんだか不思議なものだ。

　ヒナコはきちんと約束を守り、家事をしっかりこなした。

　特にアイロンがけは感動的な仕上がりである。

　日々の仕事着スタイルである白いワイシャツはおれがアイロンがけをするより遥はるかに綺き麗れいできっちりしており、同じ服なのに着心地まで変わった気がする。

　慌ただしい年末を駆け抜けて、正月にはヒナコはほんとうにおせち料理まで作った。おせち料理なんて食べたのはひさしぶりで雑煮も非常にうまかった。

　そうかと思えば新年のあいさつに着物姿の蓮れん歌かが事務所に訪れた際は決闘の件を思いっきり根に持っており、冷戦中の米ソのごとく緊張状態が終始つづいた。肝心の蓮れん歌かの家庭教師の件はなんの進展もなく終わる。

　仕方なくおれはヒナコには内緒で別日に蓮れん歌かに会うことにした。




　　　　　　　○




　四六時中ヒナコと一緒にいるのが当たり前になっているから一人行動に奇妙な開放感と微妙な後ろめたさを感じる。なぜだ。

　下校時刻を見計らって、おれは永えい聖せい魔術学院の校門前で待つ。

　授業を終えた生徒たちが次々に下校する中で朱しゆ門もん蓮れん歌かは一目でわかった。こちらが声をかけるまでもなく、おれの存在に気づいた朱しゆ門もん蓮れん歌かはすぐに駆け寄ってきた。

「遅い」

　おれは寒さに身を縮めながらつぶやく。

「アタシ、すぐに教室から出てきたんだけど」と蓮れん歌かは苦笑する。

「ちょっと話がある。このあと時間あるか？」

　おれは蓮れん歌かを連れて、フロリダビル近くにある行きつけのカフェ・新世界に入る。

　開放感のある落ち着いた空間。木材を多用したインテリアに余裕のある座席の配置、路上に面した大きな窓からたっぷりと採光がとれ、高い天井ではシーリングファンが回転する。

　コーヒー豆の香ばしい匂いに満ちた店内。

　カウンター席の奥で豆を挽ひくいぶし銀な店長に会釈して、窓側の席につく。さっきまで明るかったのに、もう暗闇が空の大半を染めている。狭苦しくならぶ建物の明かりや忙せわしなく行き交うクルマのヘッドライトが東京の夜を彩っていた。

「いらっしゃいませ」

　魔女ウイツチのコスプレをした千ち草ぐさが水を持ってくる。

　とんがり帽子にパープルのツヤツヤした生地で装飾の凝ったセクシーな衣装。襟ぐりは大きく開き、かわいらしいバルーンスカートのワンピース。網タイツにガーターベルトの脚に高いヒールの組み合わせ。

　ナースやスッチーと同じように魔女ウイツチもまたコスプレでしか存在しないのである。

「こんなオシャレなお店でコスプレ？」と蓮れん歌かが率直な疑問を口にした。

「店ワ長イ嫁フの趣味だ。手づくりの衣装で接客が、開店する絶対条件だったんだと」

　蓋を開けてみればカフェ・新世界は店長こだわりの確かな味と店ワ長イ嫁フのかわいらしい衣装で客の絶えない人気店となった。世の中、どんな組み合わせが上う手まくいくのかわからないものだ。

　おれがいつものコーヒー、蓮れん歌かはココアを千ち草ぐさに注文する。

「夕飯は食べて──あ、今はナコちゃんが作っているか」

「そういうこと。ところで今日の衣装はまたずいぶんとセクシーだな」

「店長が忙しくて構ってくれないから間接的な抗議よ。奥さん、赤ちゃんほしいってずーっと言ってるし」

　行きつけの店の思わぬ裏事情を聞かされて、おれは苦笑いを浮かべるしかなかった。過労で店長が倒れないことを切に祈る。

「興味があるなら借りて帰ろうか？」

　千ち草ぐさはその場でくるりと綺き麗れいに一回転する。

「油売っていると怒られるぞ」と千ち草ぐさを接客に戻す。千ち草ぐさ目当ての固定客もけっこう多いため、あんまりテーブルに縛りつけると他所からチクチクした視線を浴びせられる。

　もっとも蓮れん歌かを連れていった時点ですでに敵意ある視線を感じていたが。

「どうして校門で待っていてくれたの？」と蓮れん歌かが先に切り出す。

「家庭教師の話だ。事務所だとヒナコとまた喧けん嘩かになるだろう」

　痛いところを突かれて、蓮れん歌かの涼しい表情がわずかに揺らぐ。

「でも引き受けてくれるんだ。嬉うれしいわ」

「約束したからな。ただ、蓮れん歌かへの指導を下手に横で聞かれると、ヒナコが真ま似ねする。この前もどうすれば現カ心ウ想ルをつかえるようになりますか？　とか聞いてきやがった」

「教えて簡単にできるものじゃないのにね」

　蓮れん歌かは取り澄ました顔で答える。

「残念ながら、あれはできかねないから厄介なんだよ」

「腹立つな、天才少女」

「知ったつもりがいちばん危ないからなぁ」とおれは思わず天井をあおぐ。

「てっきり一から十まで教えているんだと思ってた。ずいぶんと厳しいのね」

「厳しいのは嫌いか？」

「意味があるなら受け入れる。ダーリンの攻めなら喜んじゃうかも」

　うん、この場に矢や車ぐるまさんがいなくて心底よかった。

「向上心と解釈しよう。要するに朱しゆ門もん蓮れん歌かと朝あさ倉くらヒナコは向き合うべき課題が違うからな」

　別の店員が運んできたコーヒーを飲んだ。

　蓮れん歌かは両手でマグカップを包み、慎重に口にふくむ。炎の魔術をつかえるのに猫舌らしい。

「朱しゆ門もん蓮れん歌かは優等生の魔術だ。その実力はあくまで学内での話だ。実社会に出た時、どう役立てればいいかまだ見えてはいない。……、なんだよ」

　蓮れん歌かは上目づかいにおれの顔をじっと見ていた。

「だから好き」

「は？」

「ダーリンはきちんと見ていてくれる」

　蓮れん歌かは夢見るように笑みをやわらかくする。

「蓮れん歌かの年齢で現カ心ウ想ルを顕現できるのは相当にすごいぞ。自信をもっていい」

「直球でほめられると、こそばゆいわね」

　最初からこなせるタイプはできるのが当たり前と思われがちで、案外ほめられ慣れていない。

「きっかけがあったのか？」

「永えい聖せいに入学してから、何度断っても声かけてくる先輩がいたのよ」

「ずいぶんと熱心な男だな」

「女の子よ。安心した？」

「それはそれで大変そうだ」

「悪い人じゃなかったの。ふつうの女の子なら親密をのぞむけど、馴なれ合いたくなかった。アタシが特殊なのよ」

「強いんだな」

「他人と同じことをしても、差なんてつかないじゃない」

　高い場所をめざすとき、才能だけでは辿たどりつけないことを蓮れん歌かは知っている。だから競争を恐れない。その覚悟をおれはとても尊敬する。

「おれは昔から競うのが苦手だった」

「負けず嫌いだと思ってた」

「相手による。君にとってのヒナコみたいに憎たらしいやつがいたからな」

「ちょっと楽しそうな顔している」

　冗談だろう、とおれは思わず自分の頰をもんだ。

「で、口説いてきた相手とどうなった？」

「すごく手ごわかったわ。香りで洗脳する第一種の人だった」と蓮れん歌かはすっぱい顔になる。

「むこうは本気出せば一方的に好き勝手できるわけで、舐なめられるのも癪しやくだったから決闘を受けたのよ。初戦は引き分け。アタシ悔しくなっちゃって、そこから猛特訓したの」

「それで現カ心ウ想ルに辿たどりつく」

「完膚なきまでに圧勝しました」

　折り目正しい戦勝報告。蓮れん歌かは平たんな声だが、表情は自信満々だった。よっぽど手こずったのだろう。

「鬼だな」

「一度やると決めたら徹底的に。矢や車ぐるまさんの教えなの」

　再戦する気力を残さないほど叩たたき潰す。

　女子高生はいい笑顔で恐ろしいことをのたまう。

　つくり笑顔か本物の笑顔か区別がつかないのがまた恐ろしい。

　それから蓮れん歌かといろいろ話した。

　彼女の思春期らしい悩みから朱しゆ門もん会の孫娘ゆえのとがった困りごとまで話題が転がる。

「ねぇねぇダーリン。新婚旅行はどこにする？」

「結婚はしない」

「じゃあ指導はしてくれる？」

「地味できついぞ。すぐに結果がでるものでもない」

「望むところよ」

　蓮れん歌かの真剣な表情を見て、おれは話をつづけた。

「もっと現カ心ウ想ルを長時間維持できるようになれ」

　おれは蓮れん歌かの課題を率直につきつける。

「どうすればいい？」

　間髪入れず蓮れん歌かはのってくる。

　おれはブイサインをかかげるように蓮れん歌かの前に手をかざす。

「やるべきことは、ふたつ。一人の時は、じっくりと瞑めい想そうして心しん想そうを深めていけ」

「ダーリンといる時は？」

「往還詠唱セツシヨンという一種の連想ゲームをする。簡単に言えば魔力をこめた言葉のキャッチボールだな。おたがいに詠唱を重ねて、言葉が尽きるかイメージが繫つながらなかったら負け。想像力と語彙力の両方が必要になる」

「余裕だわ」

「じゃあ蓮れん歌かからはじめてくれ」

　おれ達たちはテーブル越しに詠唱をひたすら繫つなげていく。

「〈好き〉」と語尾にハートがつくような魔力をこめた言葉を投げられた。

「〈マッチの火〉」

　蓮れん歌かの言葉から立ち上ったのは特大なハート。おれはすかさず細いマッチの火を連想させて、彼女のイメージを小さくする。

「〈延焼〉」

　簡単には消させないと蓮れん歌かはマッチの火種から一気に燃え盛るイメージを重ねた。彼女の言葉にひきずられて、おれの頭に山火事の映像が浮かぶ。それだけの力が彼女の言葉にはあった。

　詠唱が繫つながるたびにテーブルの上で輪郭のない魔力が溜たまっていく。

「〈豪雨〉」

　イメージを書き換える言葉を紡いだ。広範囲に降り注ぐ強い雨が山火事を消していく。

　蓮れん歌かがおれの言葉をひっくり返す言葉を紡げずにいると、ふたりのテーブルの間で溜たまっていた魔力が光となって小さく散った。

　ぷはぁと潜水からの息継ぎをしたように蓮れん歌かは天井をあおぐ。

「あたえられたイメージを塗り替えるのは大変だろう」

　安定して魔術をつかうため、大半の魔術士は詠唱を定型句にする。

　時間をあたえられれば思いつくかもしれないが、咄とつ嗟さに口にだせるかは日頃の積みかさねが物をいう。

　結果は裏切るかもしれないが、積みかさねは噓うそをつかない。

　翻って朝あさ倉くらヒナコが〈万物流転ユニバーサル・フロー〉の性質上、あれだけ即ア興ド詠リ唱ブばかりするすごさがよくわかる。

「舌がしびれたみたい」

　ンベ、と蓮れん歌かがピンク色の舌を出す。

「口が疲れるわ。短くてもしんどいのに長くなったら簡単にバテそう」

「そのうち慣れるさ」

「けっこう大変なのね」

「甘やかされたいのか？」

「まさか。教わるからには満足させてみせるわ」

　蓮れん歌かはウインクする。

「ねぇ最後に魔力がシャボン玉みたいに弾はじけたのっておたがいに詠唱を重ねることで魔力の密度が高まっていったからよね」

　おれはうなずく。

「このトレーニングのいいところは、詠唱の感度を磨けるところだ。短くても密度の濃い言葉を発せられるようになれば、詠唱の構成もおのずと変わっていく」

「そうすればもっとうまく魔術がつかえるのね」

　蓮れん歌かの表情が明るくなる。

「現代の魔術は効率化が至上命題だ。詠唱は速く短く、そして制御された強い魔術であること」

「詠唱させなければ、魔術士もただの人だもんね」

「矢や車ぐるまさんみたいに素手で魔術士を制圧できる相手にゲームみたいに長々とした詠唱はクソの役にも立たない」

「あー確かに。小さい時に鬼ごっこして矢や車ぐるまさんを捕まえられたことなかった」

　かわいらしい蓮れん歌かの思い出し笑いと違い、おれは苦笑しながら胃のあたりがきゅっと重苦しくなる。矢や車ぐるま壮そう雀じやくの俊敏さは喉笛をかみ切るような肉食獣そのものなのだ。

「魔術のひとつの到達点は詠唱せずに魔術を引き起こすこと、と言われている」

「そんなことできるの？」

「おれの知っている魔術執行官は早撃ちみたいな詠唱をするぞ」

「物騒ね」と蓮れん歌かはココアを一口ふくむ。
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「次はダーリンからどうぞ」

「これは鍛えられる側が最初に詠唱する。おれからははじめられない」

　そうなんだ、と蓮れん歌かは納得して、また何度か往還詠唱セツシヨンをかさねた。回を増すごとに往還詠唱セツシヨンの時間は伸びていった。

「あの子は、これくらい余裕でこなすの？」

　おれはすっかり冷めたコーヒーで喉をうるおし、「さぁ、試したことはないからな。ヒナコが優先すべきなのは見識を広めることで、蓮れん歌かとは強みややるべきことが違う」と伝える。

　蓮れん歌かの顔から焦あせりがうすれ、小さな優越が見てとれた。

「はやくダーリンを独占しなきゃね」

「魔術のほうは応援する」

「いつか、きっちり惚ほれさせるから」

　小悪魔の自信に満ちた宣言におれはコーヒーカップを口元に運び、一気に飲みほした。

「で、旅行へ行くならどこがいい？　あくまで参考までに」

　蓮れん歌かはわずかに上を見た後、参考書にでも掲載されそうなニッコリとした大きな笑みをつくって言った。

　おれは何の気なしに「南の島。寒いのは嫌いだからな」と答える。

「アタシのビキニ姿が見たいだけでしょう」

「バレたか」とおれはおどけてみせる。

「楽しそうですねぇ、黒くろ瀬せさぁーん」

　聞き覚えのある声におれはゆっくりと振り返る。

「ヒナコ。買い物はもう終わったのか？」

「おかげさまで、すっかり、東京生活にも、慣れましたから、ネ！」と重たい買い物袋をひざの上に置かれる、というか落とされる。

「黒くろ瀬せさんはお仕事さぼって女の子と密会ですか？　ずいぶんとごきげんですねぇ」

「これも仕事だ」

「ビキニがなんの関係あるんですか。この前はわたしの裸を見たくせにまだ足りないんですね」

　おれが座ってヒナコが立っているから仕方ないんだけど、ゴミ虫を見るような冷たい視線で見下されている。

「変な強調をするな！　あれはアクシデントだろう」

「ダーリン、裸って……」と蓮れん歌かは明らかに動揺していた。

「なぐさめるならもっと紳士的にしてください」

　ヒナコは自分で口にしておきながら恥ずかしがっている。

「じゃあ二度となぐさめない」

「そういうつもりでは」

　蓮れん歌かが音もなく席をたつ。

「ダーリン、デート楽しかったわ。今度はアタシから誘うから」

「ただのカウンセリングだぞ」

「口実はなんでもいいの。大事なのは寒いのが苦手なダーリンがわざわざアタシを待っていてくれたことだから」

　蓮れん歌かはすっと顔を寄せて、おれの頰にキスをした。

「次はぜんぶ勝つから」と蓮れん歌かはヒナコを一いち瞥べつして、颯さつ爽そうと店を去った。
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　澄んだ青空は雲ひとつなく馬鹿みたいに晴れ渡っており、宇宙の冷たさがおりてきているような冴さえた空気がおれを仕事初めの憂鬱から開き直らせる。

　たい焼き屋ルーリーから紹介された仕事のため、おれ達たちはセントクロス魔術保険の社長宅を訪れていた。

　都心の高すぎる地価を度外視した大きな屋敷におれは鼻白む。

　会社や社長について下調べしてきたとはいえ、実物は予想以上に品がない。

　厳重な警備の敷かれた豪勢な屋敷。個人の邸宅でありながら敷地に入るにはセキュリティーチェックがあり、アポイントの確認がとれるまでずいぶん時間がかかった。お世辞にも真面目とは評しづらい警備員たちの無遠慮な視線を浴びせられ、仕事で呼ばれている身としてはいささか気分が悪い。

　さらに屋敷に辿たどりつくまで運動会でもできそうな広い前庭を歩く。手入れの行き届いた草木、その中で夜にゴルフでもやるのか照明の柱が何本も立つ。

「警備の連中も植木くらいにはしっかりしてほしいものだな」

「そう思うならスニーカーなんて履いてこなければいいのに」

　帽子にロングコート、黄色のマフラーといういつも通りの格好にヒナコが呆あきれる。

「これがおれの仕事着スタイルだ。礼儀を尽くすのと相手におもねるのは違う」

　屋敷へむかう間、何人もの警備員が配置されていた。来客を気にする素振りもなく、口元にニヤけた笑いを浮かべてこちらを見てくる。警備の制服も逸脱しない程度に着崩し、勤務中の態度としてはほめられたものではない。

「黒くろ瀬せさん、視線が恐こわいですよ。喧けん嘩かしないでください」

「変なのを相手にするのは仕事だけで十分だ」

　おれは心底嫌な顔になる。

「運動神経なさそうですもんね」

「暴力はしないに限る」

「ふーん」とティーンエージャーは疑わしい視線をむける。

「スニーカーなのは逃げる時のためですか」

　さすがにイラっときた。

「君は不用心すぎる。変なやつにはついていくな。話しかけられても無視しろ。やばそうなら大きな声で叫べ。とにかく絶対に関わりあうな」

「心配しすぎですよ」

　物もの怖おじしないのは結構だが、どうにも彼女の積極性は危うい。

「大口は自力で逃げられるようになってからにしろ。次は舌を抜くぞ」

「抵抗できないじゃないですか」

「しゃべらなくさせるのは魔術対策の初歩中の初歩だ」

　指摘されて「あ」とヒナコは間抜けな声をあげる。

　屋上での失態を思い出したらしい。

「魔術士を抑えこむなら物理的に封じるのがいちばん効果的だ。詠唱が完了しなければ、勝手に逆想リバウンドを起こして自滅する」

　詠唱に失敗して魔術が成立しなかった場合、体内の魔力は逆流を起こして身体的過負荷をもたらす。体の不調や運が悪ければ気絶、最悪の場合は死に至る可能性もある。

　おれの魔術崩しも、この原理を応用していた。

　相手の詠唱を後継ぎすることで魔術という現象を不成立させる。

「君がどんな天才でも魔術さえ使わせなければ、か弱い少女でしかない。それはいい加減わかってくれ」

「なら、もうすこしやさしくしてくれてもいいのに」とヒナコは小さな声でつぶやく。

　おれは白い息を吐きながら着込んだコートの中で体を縮こませる。

「姿勢、悪いですよ」

　雪国育ちのヒナコは寒さにも平然とした様子だった。

「寒いのが悪い」

　おれ達たちはようやく屋敷に辿たどり着く。

　屋敷の大きさにふさわしい吹き抜けの玄関ホール。巨大なシャンデリアが頭上に釣り下がり、中央階段が二階に繫つながる。いくつもならぶ二階の窓から日差しが玄関ホールに注ぐ。

　ヒナコは思わず「お城みたいですね」と感嘆の声をもらす。

「ここの警備責任者をしている間ま垣がきだ。十じゆう条じよう寺じ社長は打ち合わせが長引いている。先に娘さんのところへ案内する」

　出迎えた筋肉質の大柄な男が簡潔に告げる。

　日に焼けた四十歳前後のスキンヘッド、口元の丁寧に切りそろえられた濃く硬そうな髭ひげ、眼光の鋭さ。明らかにセントクロス魔術保険の社員という雰囲気ではない。

「自宅でも仕事なんて社長はお忙しいようですね」

「でなければこんな屋敷は買えないだろう」と間ま垣がきは長い廊下中に響く大声で笑った。

　態度がデカイ、声がデカイ、図ずう体たいがデカイとおれの苦手な三要素がこのオッサンにはすべて揃そろっていた。

　廊下を先導する大きな背中の通り、わざとらしく剣けん吞のんさを周囲にまき散らし、怪しい動きをすれば強引にねじ伏せてくる。警備は遠慮なく魔術を他人にむけられる大義名分だとでも勘違いしている間ま垣がきの粗野な雰囲気を好意的に受け止めるのは難しい。

　嗜し虐ぎやく性を隠そうともしない手合いは魔術の質が低いと相場が決まっている。

　残念ながら魔術犯罪の増加にともない国が魔術執行官の権限を拡大したように、個人で警備を雇う富裕層は年々増えている。そうした需要が対人魔術以外に使い方を知らない底の浅い魔術士の雇用に一役買っているのも事実だった。

「庭の警備もずいぶん大人数ですね」

　いくら屋敷が大きいとはいえ、ここに来るまでに見かけた警備員の数を思いだすと個人の邸宅の警備としてはいささか大おお袈げ裟さである。

「しかも全員魔術士だ。物盗とりから魔術犯罪まで侵入者は返り討ちにする。社長の成功を逆恨みする連中は多いからな」

　間ま垣がきは庭に配備された部下たちを廊下の窓から一いち瞥べつして、自信満々に語る。

　頼んでもいない自慢話ほど退屈なものはない。

「魔術の量で勝負しても、質には太刀打ちできませんよ」

　おれは事実を突きつける。凡百の魔術士が束になっても研ぎ澄まされた一人には勝てない。それが魔術の世界の厳しさである。

「それがどうした？」

　間ま垣がきは平然と言い放つ。

「素人に毛がはえた程度の連中は魔術をつかうより、その筋肉でねじ伏せる方が早い」とおれは彼のズレた認識を指摘する。無駄に怪け我が人にんを増やす必要はない。

「なら相手の魔力が切れるまで人数を投入するだけだ」

「使い捨てかよ」

「そういう契約だ。魔術執行官でもないのに自由に魔術をつかえるんだぞ。最高の職場だ」

「殺さずにつかえるんですか？」

「事故はつきものだ」と間ま垣がきは残忍な顔つきを隠そうとしない。教育に悪い表情である。おれが良識にうるさい立場の人間なら即刻顔面にモザイク処理をかけているところだ。

　おれは冷静な大人だから自分と異なる相手をいちいち否定しない。

　心の苛いら立だちを華麗に受け流し、意識を別の方向にそらす。

　おれはとなりを歩くヒナコの横顔を見ると「なんですか？」と視線に気づかれた。

「魔術はきちんとコントロールしないとなぁ、と」

「きちんと学習しましたから！」と屋上での失態をいじられて顔を赤くしたヒナコがおれの左肩を思わずたたく。

「痛いててて！」とおれはわざとらしく左肩を押える。

「大丈夫ですか！」

　ヒナコは血相をかえて、おれの顔をのぞきこむ。

　問題ない、と伏せていた顔をすっとあげたおれはスタスタとまた歩きだす。

　肩をぐるぐる回すと、ヒナコは後ろで「もぅー」と騒いだ。

「子ども連れで仕事なんざ、いいご身分だな」

　間ま垣がきが鼻で笑う。

「この子は、おれやあんたより優秀だよ」

　間ま垣がきは肩越しにヒナコを見て「ガキはうるさいだけなんだよ」と聞き流す。

「飾かざりさん、お父さんがおっしゃっていた客人を連れてきましたよ」

　依頼人の娘の部屋を乱暴にノックする間ま垣がき。

　だが部屋の奥からはいっこうに反応が返ってこない。これだけ騒がれては熟睡していても目を覚ますだろう。おれが毎朝そうやって起こされるのだから間違いない。

「開けますよ」と間ま垣がきは遠慮なしに扉に手をかける。

　鍵がかかっていなかったため、扉はあっさり開く。

　扉が全開になり、室内の様子が自然と目に入る。

　整理整頓以前にまるでホテルのように極端に物の少ない部屋だった。年頃の女の子の部屋にしてはいささか愛あい想そに欠ける。好きな歌手のポスターやキャラクターの人形など当人の好みが反映されたものがない。まるで自分の痕跡を極力残さないようにしているみたいだ。

「あんまり女の子の部屋をじろじろ見ないでください」

「職業病だ。すまん」

　間ま垣がきは大きな音を立て扉を閉めると「ここにいないなら中庭の温室だ」とこちらも見ずに歩きだす。

「さっきから気になるんだが、あのハゲの態度はどう思う？」

　おれが耳打ちすると「最低です」と女子中学生は一言怒っていた。

　珍しくヒナコと同意見だった。
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　案内された中庭の温室は緻密なガラス細工のように凝った意匠の空間で、別世界のように明るく静かだった。時間の進み方さえ緩やかに感じる。

　温室内にはたくさんのバラが咲き誇っていた。中心にはバラを眺めながら優雅にお茶もできるようなテーブルセットが一式置かれている。

　春の陽ひだまりのような温室で十じゆう条じよう寺じ飾かざりは微睡まどろんでいた。

　こちらが声をかけるより先に気配を察知して、少女はそっと頭を起こす。

　虚うつろな視線を漂わせて、おれやヒナコの顔をなぞる。

　一瞬大きく見開かれた眼め。

　飾かざりは寝起きのせいか少女にしては低い声で「マガキ。新しい紅茶を持ってきてくれ。急がなくていい」と平然と指図する。

「……。かしこまりました」と飼いならされた犬のように間ま垣がきは温室から足早に去る。間ま垣がきは入口の手前でとどまり、温室に入ることはなかった。

　うっとうしい存在が失うせたはずなのに、おれの緊張感はあまり変わらない。

　少女の投げかける眼まな差ざしが妙な息苦しさをおれにあたえる。

「名前は？」

　椅子の背もたれに体を預けながら、気だるそうに十じゆう条じよう寺じ飾かざりが問う。

「黒くろ瀬せ秀ひで春はる。魔術コンサルタントだ」

　おれの愛あい想そのない自己紹介にヒナコは顔をしかめる。彼女の反応から自分が思っているより普段と異なっていることを再確認した。

「クロセ、ヒデハル……」

　まるで一文字ずつキーボードを打ちこむようにおれの名前を唱える少女は、そのまま瞑めい想そうするように長く目を閉じた。

　様子をうかがっていると、ふいに甘い芳香が鼻孔をくすぐる。

　一瞬のまたたきの後に突然現れた紫色のもやが魔術と気づいた時には手遅れだった。

「──ァ」

　おれの喉から間抜けな息がもれた。

　足元が溶けていくように世界がゆがみ、身体からだが音もなく落ちていく。分厚い闇に塗りこめられ、おれは底なしの深海へ溺れる。周囲のすべてと断絶する恐怖が支配し、胸が潰れていくような息苦しさを主張する術すべはない。上下左右の区別は消失し、腹の内側から自分という塊が猛烈な勢いで収束していくひたすらの違和感。

　嗚あ呼あ、これは自分の存在そのものが無に帰す感覚だ。

　おれは識しっている。

　四年前、魔術を自ら抹消した際に味わった本質の否定。

　それは生きながら自殺しつづけるようなものだった。

　死なないかぎりは終わらない、どこまでも意味のない営為。

　もはや闇であることさえ認識できない無明の中で、ふいに声が聞こえた。

　あまりにも遠い呼び声に耳を澄まし、おれはあるはずもない手足を必死にもがく。

　声はやがて砂粒より小さな光に変わった。

　おれの名前を必死に呼び続ける声はどんどん輝きを増して、おれの存在を闇から浮かび上がらせていく。

「──秀ひで春はるさん！」

　おれの足先はあるはずもない海の底を蹴った。

　背中を押されるように意識は光にむかって浮上する。

　気づけば、目の前にヒナコの顔があった。

　彼女の温かい両手がおれの顔を包む。

「立ち止まったと思ったら、急に反応しなくなって。どうしたんですか！」

「……おれはどれくらい止まっていた？」

　三十秒も経たってないですけど、とヒナコは不思議そうに眉をひそめる。

　まるで時間が消し飛んだみたいに、おれの体感と実際の時間経過には大きな齟そ齬ごがあった。

「君は、なにも問題ないのか？」

「わたしは別になんともないですけど」

　ヒナコは要領をえない様子だった。

「その香りは男限定だよ」と産毛をくすぐるような声で十じゆう条じよう寺じ飾かざりが答える。

「いい夢は見れたかい？」

「立見の夢は、楽しいことばかりじゃない」

　おれの反応に満足した様子で十じゆう条じよう寺じ飾かざりは覇気のない声を放り投げてくる。

「バッドトリップか。次はマシな夢だといいね」

　肉づきのうすい白い腕をかかげる。その指には指輪をはめたように小さな花が咲いていた。毒々しい色の花弁とその根元から荊イバラが腕にからみついている。

「〈春のお庭で眠りましょう。曙あけぼのに背を向ける。まぶたの闇は紫のベール〉」

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりが詠唱すると、花の指輪から紫色のもやが漂ってきた。今度はより濃くはっきりとしたものだった。

　おれは無造作に右手を払い、魔術をかき消す。指先に感じた十じゆう条じよう寺じ飾かざりの魔術は崩した手応えとしては珍しかった。軽いが非常に密度が細かい。

「現カ心ウ想ル……」

　視認できる魔術にヒナコは声もなく驚く。

「正確には極現心想セミ・カウルだ。全身をおおうようなものではなく、魔術を一点特化した場合にはああしてアクセサリーのように身体からだの一部に顕現する」

　最近の子どもの卓抜ぶりには恐れ入る。

　まさか短期間で二度も現カ心ウ想ルを目撃するとは思わなかった。

「第一種。魔術名は〈狂い咲く徒花ブロークン・フラワー〉。ボクの匂いが届いた相手は幻覚に支配される」

　わざわざ自らの魔術を披ひ瀝れきする十じゆう条じよう寺じ飾かざりは「だから、べつに新しい指導なんて必要ない」とぞんざいな声で拒否する。

　確かにこれだけの実力なら同世代では上から数えた方がはやい。

　お言葉に甘えて失礼しようとしたおれの腕をヒナコはすかさずつかんだ。

「仕事してください！」

「ここ温室だから暑いだろう」

「いつも寒がっているくせに！　コートを脱げばいいでしょう」

　ヒナコはおれの背後に回って、脱いだコートを受け取ろうと両手を差し出し待っている。おれを見る大きな目が次の動作を急せかす。

「なんで君がおれのコートを持つんだ？」

「だって、わたしは助手ですよ」

　彼女は現状の自分をそう位置付けているらしい。

「……珍しい。ふつうはお金に釣られて食い下がるのに」

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりは表情を顔にださない。仮面をかぶったように感情を抑制していた。

　黒くろ瀬せ魔術コンサルタントとして久しぶりの大口依頼は是が非でも引き受けるべきである。月に一度の豪華ディナーが週に一回になっても余裕でお釣りがくるような報酬だ。

　新しい家庭教師を送られては、毎度のように魔術で撃退しているらしい。金のかかる世間的に一流とされる先生方はとうの昔に弾はじかれ、おれのような零細魔術コンサルタントにお呼びがかかったというわけだ。

「報酬と信念は切り離さないと、人生が腐る」

「かっこいいね」

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりはあらためて値踏みするように、おれ達たちを見る。

「ボクの魔術を止めたのが、噂うわさの魔術崩し？」

「あんまり有名になるのも困るから、ここだけの話にしてくれ」

　おれの軽口に十じゆう条じよう寺じ飾かざりははじめて微苦笑をこぼす。

「君の魔術はとても静かだな。察するに効果が強いほど香りの色が濃くなる」

「優秀な魔術士が優秀な指導者とはかぎらないけど黒くろ瀬せ秀ひで春はるさん、あなたは例外みたいだね」

　飾かざりの子どもとは思えぬほど色気を帯びた眼まな差ざし。

　妙な口ぶりだった。おれの懸念はすぐに現実となる。

「さすがは元・第零種。〈永久言帝エンペラースペル〉の魔術士だね」

　彼女の告げた一言にヒナコは大きすぎる声をあげた。

「噓うそっ！　〈永久言帝エンペラースペル〉って、どうして？」

　大混乱しながらヒナコはおれに詰め寄ってくる。興奮気味にぴょんぴょん跳ねながらキラキラした眼まな差ざしを向けてくる。

「ヒナコ！」

「はい！」

「静かにしろ」

　おれはヒナコの唇に人さし指をやり、とりあえず黙らせる。

「十じゆう条じよう寺じ飾かざり。どこで聞いた？　いや、誰から聞いた？」

「ボクは臆病者だからさ。下調べはきちんとする性分なんだ」

　おれは十じゆう条じよう寺じ飾かざりまで近づき、「気が変わった。話を聞こう」と勝手に席につく。

「朝あさ倉くらヒナコちゃん、きみもおいでよ。それが話を聞く条件だ」

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりは親しげに呼びかけた。

「わたしも、ご存じなんですね」

「最年少魔術ライセンス取得者の天才少女がこんなにかわいいことまでは知らなかったけどね」

「わたしも秀ひで春はるさんについては知りませんでした」

　あまりにも急変したヒナコの様子に澄んだ湖面のような十じゆう条じよう寺じ飾かざりの表情が乱れる。

　ヒナコは見たこともないほど不機嫌だった。堪えているつもりだが怒りがだだ漏れている。

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりの手招きに渋々とヒナコが席につく。

　見計らったように給仕の女性が淹いれたてのティーセットを持ってきた。

「紅茶なんて、ボク頼んだっけ？」

　少女はまるで覚えていないような言い方をした。







　十じゆう条じよう寺じ飾かざりは部屋の様子から想像していた神経質そうな印象とずいぶん異なる。

　金髪のショートカットヘアは、自分で切ったように毛束がふぞろいだった。肌は病的に白い。薄着の赤いワンピースの裾は短く、無駄なぜい肉のない細い脚にごついエンジニアリングブーツを履いている。椅子の背には彼女の背丈にしては大きめの濃い緑をしたモッズコートがかけてあった。

　正面の飾かざりはこちらを見ず、となりに座らせたヒナコを肩が触れ合いそうな距離で熱心に見つめる。頼んだ紅茶には手をつけず、ヒナコに語りかけることに夢中だった。

「あの、ちょっと近くありませんか？」

「うぶなんだ」

　慌てるヒナコの耳元でささやく飾かざりはじつに楽しそうだ。

　ヒナコは飾かざりのちょっかいに戸惑いつつ、先ほどからずっとおれを睨にらんでいた。営業スマイルが足りないぞ。おれは眉間を指でたたいて、寄せた眉根を戻すようにヒナコに示す。

　ヒナコは、おれも十じゆう条じよう寺じ飾かざりも無視して彼女にとっての重要事項を追及した。

「秀ひで春はるさんは第零種なんですか。しかも消失した正午で抹消された、あの七番目？」

「ヒナコ。ボクを見て」と飾かざりの細い指がヒナコのあごにふれる。

「そいつのことはくれてやるから、さっきの質問に答えてくれ」

「勝手に売り飛ばさないでください！」

　押し返されてしまった飾かざりは「崩し屋さん。なんでヒナコに〈永久言帝エンペラースペル〉のことを教えておかなかったのさ」と訝いぶかしがる。

「そうです！　そんな大事なことを隠していたなんて」

「伝える必要がなかっただけだ」

「じゃあ騙だましてたんですか！」

「なぜ一から十まで説明せにゃならん。勝手にひとの家に転がりこんできた君がぜいたく言える立場か！」

「でも、第零種ですよ？　あの〈永久言帝エンペラースペル〉だなんて」とヒナコは食い下がる。

「一種でも二種でも関係ないだろう。今のおれは魔術をつかえない、ふつうの人間であることに変わりない。それだけだ」

「そういうことじゃなくて……」

　悔しそうに唇をかみしめるヒナコ。

「十じゆう条じよう寺じ飾かざり、君が質問に答えてくれれば話は前に進む」と目線でヒナコを示す。

　ヒナコの関心がいつまでも自分にむかないことに業を煮やした飾かざりは、諦めて口を開く。

「永えい聖せい魔術学院の大魔道図書館でドクター・シーラカンスに聞いたんだ。教えてくれたのは〈永久言帝エンペラースペル〉の魔術士、つまり崩し屋のことだけどね」

「あの化石ジジイ。守秘義務って言葉を知らねえのか」とおれは顔をしかめた。

「屋敷に入る前にセキュリティーチェックを受けただろう。名前を聞いて、思い出したんだ。しかもヒナコまで来てくれたからビックリだよ」

「ヒナコの名前は公表されていないぞ」

　おれが訊たずねると十じゆう条じよう寺じ飾かざりはやや間を置いて「そんなに恐こわい顔で見ないでくれ」と前置きする。

「ヒナコのことは、最近うちの屋敷を出入りしている魔術執行官から聞いたんだ」

　飾かざりの説明には一応の筋が通っている。

　ドクター・シーラカンスの性格やセントクロス魔術保険の令嬢という立場なら、ふつうでは聞き知ることのできない情報を入手できるのも納得だ。

　いつの世も人の口には戸が立てられないとはいえ嘆かわしい。

「秀ひで春はるさんは、ドクター・シーラカンスと面識があったんですか!?」

「あ？　同じ第零種のよしみで話したことはあるよ」

　テーブルの下で思いっきり足を踏みつけられる。

　痛みに脚がはね上がり、テーブルの裏でさらに膝もぶつけた。ダブルに痛い。

「いろいろ後出しばかりで卑ひ怯きようですよ！」

「大人なんて、そんなものだよ。ヒナコは真面目だね。ヨシヨシ」と飾かざりはヒナコの頭を撫なでた。

「化石ジジイはガキには甘いから、永えい聖せいに通えばいくらでも話す機会もあるだろう」

　痛む膝を抱えながら、おれは投げやりに教える。

「そういうことなら……」とヒナコの怒りは一応おさまった。

「ヒナコも永えい聖せいに入学するのかい？　ならボクも学校行こうかな」

　まさかの魔術指導なしで問題解決か。それならそれで喜ばしいことだった。

　ヒナコから気の利いた一言でも言わせようと思っていたら「ぜひお願いします。わたしにいろいろ教えてください」とおれが指示するまでもなかった。

「喜んで。なら今からでも」と飾かざりはヒナコの肩を抱く。

「飾かざりさんは──」

「他人行儀なことは言わないで。ボクたちはもう友達だ。飾かざりと呼んでほしいな」

「いいんですか？」

「もちろん。ヒナコみたいなかわいい子とはもっと親しくしたい」

「ありがとうございます、飾かざり」

　ヒナコの呼びかけに飾かざりはしあわせそうに目を細めた。ひなたぼっこ中の猫みたいだ。

「ご歓談中に申し訳ないが、本題に移っていいか」

「……まだいたの？」

「お邪魔して悪いね」

　飾かざりにゴミを見るような目で見られた。ついこの前も似たような視線を浴びせられたな。あの視線の源泉は十代の少女が持ち合わせる潜在的警戒心の表れなのだろう。

「単刀直入に聞かせてくれ。魔術をつづけたいか？」

「つづけさせるのが魔術コンサルタントの仕事でしょう」

「大事なのは本人の意思だ。たとえ才能があってもやりたくないことを強制するのは不健全だ」

　飾かざりはようやくおれの顔をきちんと見た。

「ママと離婚した時、クソオヤジがボクを引きとったのは魔術のせいだ。ボクの将来のためにと永えい聖せいに転校させて、自分の見み栄えを満たそうと子どもを使っている」

　おれは温室のガラス越しに立派な屋敷を見た。ここにはなんでも揃っている。生きるには十分だが、自由はない。

「屋敷に縛られることはないさ」

「自分から引きこもっているだけだよ」と飾かざりは冗談めかした。

　となりのヒナコは真剣な面持ちでおれ達たちの会話に耳を澄ます。

「学校へ行かなくなった理由は？」

「いろいろ面倒だから。会いたくない顔もいるし」

「教師？　それとも友人？」

「決闘に負けた相手。火遊びのつもりが大やけどになった」と飾かざりの説明はきわめて淡白だった。指名されて教科書を朗読するように彼女の言い草はまるで他ひ人と事ごとのようだ。

「まさか朱しゆ門もん蓮れん歌か！」

　ヒナコが思わず心当たりを口にする。

「……なんで知っているの？」

　敵の敵は味方とはよく言ったものだ。

　おれが口をはさむ余地もないほど急激にふたりの親密度は増していく。

　ふたりの会話はいつの間にか打倒朱しゆ門もん蓮れん歌かの対策会議に変わっていった。ヒナコがつぎつぎに発想を述べて、飾かざりが知識で補強する。うまくバランスがとれていた。

　なるほど、蓮れん歌かに決闘で敗北したから十じゆう条じよう寺じ飾かざりは学校から足が遠のいたわけだ。

　かわいい顔をして本当に徹底的だな蓮れん歌か。矢や車ぐるまさんの英才教育の賜たま物ものである。

「じゃあ、ふたりで春にはリベンジですね！」

　ヒナコは唐突に宣言する。

「待て。どんな計算だ！」

　おれは思わず指摘する。

「ヒナコは、二か月で勝つつもりなの？」と飾かざりも極めて常識的な立ち位置から啞あ然ぜんとしていた。

「じゃあ一か月ですか。それはちょっと厳しいかもです」

「逆だ、逆！　そんな短期間で上達できるなら、もっとライセンス取得者が増えている」

「ヒナコ。ふつうの魔術士は何年もかけて自分の魔術を磨くんだよ。小さい頃から魔術学院に入学して、ずっと魔術を鍛えていく。だからボクみたいな転校生はすごく珍しいんだ」

　魔術は一朝一夕に上達するものではない。

　恐ろしく地味な日々の鍛錬をひたすら積み上げ、絶え間なく発想を転換して自分の最適を探求し磨きつづける果てなき営為である。短期的な成果を求めてもろくなことにはならず、鈍なまくらにも劣るのが大概だ。

「そういうものなんですね。でも二か月もあれば新しい詠唱も組めるし、心しん想そうを練れますよ」

　天才少女はこともなげだった。

　ヒナコは比較対象がいない環境にいたため、必然自分の感覚が基準となる。自分の類稀まれなる成長速度を彼女自身は特別と思ったこともないだろう。

　おかげでバッティングセンターで即座に詠唱を調整できた理由も納得がいく。

　ハイペースで進めるなら、さっさと先に進むべきだ。

「この子、心配」

「できれば学校でも助けてやってくれ」

　おれのわずかばかりの善意がそんなセリフを口にさせた。

「永えい聖せいには血統重視のプライド高いのが多いから、ヒナコの風当たりは特に強そう。ボクの時もよく決闘を申しこまれた」

　セントクロス魔術保険の一人娘が入学となれば嫌でも注目の的だ。だが彼女の父親にとって大事なのは娘が最高峰の魔術学院に通っているという事実で、その苦労は知るはずもない。

「まぁ全員、〈狂い咲く徒花ブロークン・フラワー〉で黙らせたけど」と飾かざりは冗談めかす。

「その頃に極現心想セミ・カウルを覚えたのか？」

「まぁね」

「謙遜しなくていい。その力は君自身で獲得した自分だけの財産だ。誰にも奪われやしない」

　おれは柄にもなく熱い言葉をかけた。彼女にはそう言うべきだと直感したからだ。

「飾かざりがいてくれると、わたしも心強いです」とヒナコは飾かざりの手をとった。

「いいね。あなたに会えばヒナコにも会えるし」

「それがいい。ここは居心地がよすぎる」

　温室に慣れきってしまえば、二度と外に出られなくなってしまう。




　　　　　　　○




　おれ達たちを見送るために飾かざりも一緒に屋敷へついてきた。

　廊下を歩きながら飾かざりはヒナコに屋敷への不満を漏らす。建物は古いから夜は寒く、広すぎるから所用を済ませるにも使用人を頼る必要がある。外を出るにも一々チェックされるから自然と外出の頻度は減っていった。

　飾かざりの話から広くて不便な屋敷での生活ぶりがうかがえる。なにより玄関ホールで別れを告げようとした際、飾かざりの父親・十じゆう条じよう寺じ麻あさ人とがようやく現れる。

　飾かざりはピタリと口を閉ざし、話すことを止やめた。

　中央階段からおりてくる飾かざりの父親の側には間ま垣がきともうひとり、魔術執行官・七なな上かみ冬とお矢やがいた。

「近くの仕事ってのはこれか」

　冬とお矢やがフロリダビルを訪れた時のことを思い出す。

　ヒナコは露骨に警戒し、飾かざりはうつむいたままだった。

「魔術省として監査の立ち合いでね」

　彼は飽き飽きした顔でぼやく。

　国家公務員である以上、無作法な魔術士を狩るだけが魔術執行官の仕事ではない。

　冬とお矢やの背後から背広姿の事務方の連中がつづく。どいつもこいつも見るからに他人の話を聞かなそうな四角四面な顔つきばかりだった。

「らしくないことしてるな」

「僕はこう見えて税金の無駄遣いが嫌いでね。それよりなんでハルがここにいる？」

　冬とお矢やにしては珍しい緊張感のある声だった。

　視線はおれではなく、少女たちを油断なく見据えている。

「社長のお嬢さんの家庭教師だよ」

「なんと！　七なな上かみさんとお知り合いですか。それは安心だ」

　十じゆう条じよう寺じ社長は孔く雀じやくが羽根を広げるように大おお袈げ裟さな身振りで喜びを表す。

　なるほど、間ま垣がきのような連中を雇う理由に納得した。

　セントクロス魔術保険の社長もまた彼らと同族だ。

　物事をできるだけ単純に捉え、衝動に正直であることに疑いを持たない。

　長髪に日焼けした肌。余分な脂肪のない細身は四十台後半にもかかわらず、かなり若い印象をうける。今も昔もかなりやんちゃをしているのであろう。少年の面影を残す人懐っこい笑顔を浮かべる男だった。手首にはおおぶりの高級時計と水晶の腕輪を巻いている。

「飾かざりを頼みますよ。この子には才能がある。外見も別れた妻に似て美人だ。はやく人前に出しても恥ずかしくない成果をあげて我が社の広告塔になってもらわないと」

　十じゆう条じよう寺じ社長は口から生まれてきたように矢継ぎ早によく喋しやべる。

「どうです、七なな上かみさんにも飾かざりの家庭教師をお願いできませんか。お知り合いでしたらなにかとやりやすいでしょうし」

「「お断りします！」」

　冬とお矢やは鼻の頭にしわを寄せて、おれと声が揃そろってしまったことが実に不服そうだった。

「それは残念です。魔術執行官はお忙しいから仕方ないですね」と十じゆう条じよう寺じ社長は大して残念がる様子もない。

「正直これまでの家庭教師は使えないのばかりでしたからね。なにせ一人娘を甘やかしては、世間の目もある。すぐにでも遅れを取り戻して、まともな人生を歩ませてくれ」

「……、まるで今の娘さんがまともではないみたいですね」

　おれはわずかに硬い声で投げかけた。

「せっかくの第一種が今は宝の持ち腐れです。そう思うのが当然でしょう」

　十じゆう条じよう寺じ麻あさ人とは舞台役者もかくやと大仰に嘆く。

「魔術界で重んじられるのは歴史と実力だ。私の会社も魔術士向けの保険としては後発だが、消失した正午のおかげで今の成功がある。あの日まで誰も魔術がなくなるなんて考えもしなかった。我がセントクロス魔術保険は魔術士の不安を減らしている。不安要素はなくすに限る」

　この男は善人面を気取って、ずいぶんと身勝手なことばかり言っている。だが朗々と披露される男の持論は残念ながら世間的には多数派に含まれる。

「いいんですか、よく知らない男に大事な娘をまかせて」

　父親が現れてからの飾かざりはずっと床を見ていた。黙ったまま人形のように立ちすくみ、そんな娘の様子に父親は気づきもしない。十じゆう条じよう寺じ麻あさ人とは自分の高説に酔いしれているだけだった。

「ならばテストしようじゃないか。あなたが結果を出せる人間ならなにも問題ない。間ま垣がき」

　十じゆう条じよう寺じ社長の一声で背後に控えていた間ま垣がきが階段をおりてくる。

「崩し屋。残念だけど謝るなり逃げた方がいい。あれでも警備のリーダーだ。戦う相手に気をつかえるほど文化的じゃない」

　飾かざりが暗い声で小さく忠告する。

「おれはさ、暴力が嫌いだから魔術をつかうんだ。第一、先生がテストで合格点をとれなければ笑いものだろう」

　飾かざりがようやく顔をあげた。

「……うちの魔術保険には入っているかい？」

「生あい憎にくと魔術のつかえない人間には必要ない」

　おれが前に進み出ようとすると、ヒナコが手をつかんできた。

「ここは助手のわたしが代わりに──」

「ヒナコ」

「疑ってないけど心配です」

　彼女はぎこちなくおれの手を離した。

「ハルをサンドバッグにするつもりなら諦めた方がいい。たちの悪さなら昔から超一流なんだ」と冬とお矢やは階段をおりながら間ま垣がきに忠告する。

「客人は最後まで丁重にもてなすのが俺の流儀でな。途中退出させるつもりはない」

　間ま垣がきはまるで聞く耳を持たず、ただ一方的に痛めつけることしか頭にない。おめでたい話だ。想像力に欠いた人間は物事を見たままに判断するから楽でいい。

　部下を引き連れた冬とお矢やは玄関ホールの去り際に「ハル。この件から手を引け」と釘くぎを刺す。

「おまえがわざわざヒナコのことを教えるんだ。なにかあるんだろう」

「ただ、お客さんのご機嫌とりだよ」と冬とお矢やは鼻で笑う。

「怒りっぽかった冬とお矢やがずいぶん大人になったもんだ」

　おれの軽口を無視して冬とお矢やは屋敷をあとにした。

「魔術執行官から勝つためのアドバイスはもらえたかい？」

　対たい峙じする間ま垣がきの威圧感は凄すさまじかった。道の反対側からこんな巨大な逆三角形の体格が歩いてくれば、思わず先を譲ってしまう。

「下々にはご興味がないんだと」

「ふん。しょせん血統だけの腑ふ抜ぬけ連中だな」

「冬とお矢やの実力は本物だ」

　おれは即座に言い返す。七なな上かみ冬とお矢やの経歴を知る者として間ま垣がきの揶や揄ゆは聞き流すわけにはいかなかった。間ま垣がきは鼻の穴を膨らませ、不機嫌に任せた詠唱を叫ぶ。

「〈筋肉は鎧よろい、皮膚は鋼、肉体は鉄。パンチは砕け、ナイフは折れる〉」

　その言葉選びは幼稚だった。間ま垣がきは自己暗示をかけるような詠唱をした。

「〈硬化〉の魔術か」

　間ま垣がきの肉体はバチバチとひどく効率の悪い発光を経て、全身の皮膚が鈍く光を反射する金属に変貌する。

　文字通り、鋼の肉体となった。黙っていれば鉄塊から掘り出した玄関ホールのオブジェと見まがうばかりの金属でできた人間がそこに立つ。

　殴っても殴られてもひとたまりもない。

　間ま垣がきこと鋼鉄野郎は素手ごろの喧けん嘩かに特化した魔術の使い方だ。

　重たい足音をたてる間ま垣がきは「打ち身で済めばいいな」といやらしい笑みを浮かべる。

「ちょっと前に強烈なやつを喰くらったからなぁ」

　軽く左肩を回した後、おれはコートのポケットに両手をつっこんだまま棒立ちになる。

「死ね」

　安い言葉とともに鋼鉄の拳を躊ちゆう躇ちよなく振り抜かれる。

　だが遅い。勢いに乗せた拳は、それでも肉眼で捉えられた。

　顔面一直線の拳を上体だけそらして回避。

　午前中にしては体がよく動く。きちんと朝食をとったおかげだろう。

「雑なつかい方だな」

　振り回される拳を後退しながらよけつづける。その様は玄関ホールをさながらダンスフロアに変えた。もっとも鋼鉄野郎の腕前は三流以下だ。

「ふにゃふにゃ逃げやがって！」

「当たったら危ないじゃん」

　踊るようなバックステップでおちょくる。

　おれの飄ひよう々ひようとした態度にしびれを切らした十じゆう条じよう寺じ麻あさ人とは「間ま垣がき、真面目にやれ！」と叫ぶ。

　鋼鉄野郎の大振りが盛大に空を切ると同時に魔術の効果が切れる。間ま垣がきの魔術が解け、スキンヘッドがタコのように赤くなっていた。

「まだつづける？」

「当たり前だ！」

　おれは空気を読むから、間ま垣がきの二度目の同じ詠唱をきちんと待つ。

　間ま垣がきはろくに魔術の修練を積んでいない。おそらく無免許の魔術士だ。仮にライセンス保有者でも立派なのは体だけで、魔術のほうはからっきしだった。詠唱の質が低いと必然的に身体的負荷が大きくなる。いくらお粗末な魔術とはいえ、立て続けにできるのは大きな体格が物語る高い身体能力のおかげだ。

　恵まれた体格に使い勝手のいい魔術がまったく鍛えられていないのは、魔術コンサルタントとしては残念でならない。こと対人魔術において最強になるのは間ま垣がきのようなタイプだった。魔力量を増やし、詠唱を磨けばもっと長時間魔術を維持できるだろう。

　だからこそ、くだらない魔術につきあうほどおれは物好きじゃない。

「脆もろい」

　詠唱の終わりと同時に間ま垣がきの懐に飛びこんでいた。

　おれは軽く握りしめた右の拳を振り抜く。

　見えない刀の切っ先が音もなく喉元の薄皮一枚を撫なでたかと思うと次の瞬間には、間ま垣がきはその場で息をつまらせ、膝から崩れ落ちる。

　魔術の不成立で逆流した魔力によって男は床の上で悶もん絶ぜつしていた。

「逆想リバウンド……」

　ヒナコが息を吞のんでいた。

「──魔術を崩した。次にぬるい詠唱するなら舌を抜くぞ」

　ヒナコと比べれば天と地ほどに練度の落ちた詠唱は後追いで崩せるほど甘い。

「これでよろしいですか？」

　おれは射抜くような視線で十じゆう条じよう寺じ麻あさ人とを見る。

「……結構。娘をよろしく頼む」

　驚いたまま固まっている十じゆう条じよう寺じ麻あさ人とはなんとか発声した。

　駆け寄ってきたヒナコは小さな声で「いいところあるんですね」と胸の前で拳を握ってガッツポーズをつくる。彼女もスッキリした顔をしていた。

「でも詠唱の後継ぎをしてないのに、なんで魔術を崩せたんですか？」

「詠唱の構成が甘い魔術なら触れて崩せるくらい脆もろいんだよ。一流の魔術士相手には通じないけどな」

「それって秀ひで春はるさんの魔術干渉が強くなれば、もっと強い魔術を崩せるってことですよね」

　ヒナコは思いつきをそのまま口にした。

「……原理上はな」

「期待しています」

「派手なことは性に合ってないんだよ」

「秀ひで春はるさんならできます」

　ヒナコはおれの目をまっすぐに見ていた。

「峰打ちでもしたの？」と飾かざりが近づいてきた。

「ただの手品だよ」

「でも、かっこいいね」

　飾かざりは目を伏せながら、すこしだけ嬉うれしそうだった。

「ともに悩もう。ふたりなら楽になれる」

　それが黒くろ瀬せ魔術コンサルタントの仕事なのだ。
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　おれは十じゆう条じよう寺じ飾かざりの家庭教師を正式に引き受けた。

　週に一度、おれはヒナコと十じゆう条じよう寺じ邸を訪れて中庭の温室で指導する。

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりの課題ははっきりしていた。

　飾かざりの〈狂い咲く徒花ブロークン・フラワー〉は香りを媒介に他者を操る非常にピーキーな魔術である。強弱から有効範囲まで細かく制御できなければ、とても使い物にはならない危険な代物だ。

　彼女の魔術を安定させるために行ったのはカウンセリングにより心しん想そうを磨くことだった。

　朱しゆ門もん蓮れん歌かという共通の敵のおかげもあり、ヒナコと飾かざりは仲良くしている。

　毎日のように連絡もとりあい、ヒナコのおれに対する質問攻撃も多少やわらいだ。

　かたや蓮れん歌かは習い事のない日は学校帰りに事務所に顔を出す。

　往還詠唱セツシヨンの回数ははじめた頃にくらべて格段に上達していた。

　人間、集中した時の成長速度には目をみはるものがある。

　一方でヒナコと蓮れん歌かは何事においても競って騒がしい。千ち草ぐさも加わると輪をかけて事務所内はにぎやかになる。おかげで先生たちがいた頃を思い出させた。

「はるちゃんのくせに女の子のスケジュールをやりくりするなんて生意気」

　千ち草ぐさが皮肉る。

「依頼人に対する配慮だ。文句があるなら、来月の豪華ディナーは欠席扱いにするぞ」

「ひどーい。経営者の横暴だぁー。ブラック！」

　おれは聞き流して、千ち草ぐさに注意を促す。こちとら自宅兼職場で平日休日の区別なく魔術漬けの日々である。まったく。

「ヒナコと蓮れん歌かには最初に釘くぎを刺した。大騒ぎはしても大事にはならない。だが、飾かざりと蓮れん歌かは別だ。蓮れん歌かと顔を合わせたら、飾かざりがどうなるか」

「もてる男は大変ねぇ。鉢合わせたら修羅場だ」

「感受性の強い子なんだ。衝動的に間違いを犯すかもしれない。そして、そんな自分を間違いなく責める。つまらないことで悪循環に陥らせるわけにはいかない」

　おれの表情をゆっくり見て、千ち草ぐさは酒の少なくなったグラスをおもむろにテーブルに置いた。

「面倒だけど、自分とは上手に付き合うしかないものね」

「まるで立派な大人みたいだな」

「私は大人でしょう！」と千ち草ぐさは自分の胸を寄せて、これみよがしにアピールした。そういうところがガキっぽいんだよ。

「夕飯できましたよー」とメイド姿のヒナコが声をかける。

「アタシの肉じゃがも食べてよね」とミニスカナース姿の蓮れん歌かも料理を並べていた。

　ふたりは千ち草ぐさが持ちこんだカフェ・新世界の店ワ長イ嫁フ特製コスプレ衣装を着ている。
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「大人は子どもを着せ替え人形にしない」

「だって絶対似合うと思ったんだもん！　私の見立てに狂いはなかったわ！」

　目のやり場に困る衣装に最初は二の足を踏んでいたヒナコだが、蓮れん歌かの売り言葉に買い言葉で結局ふたりとも着ることになった。

「あのかわいらしい赤ちゃんが、こんなに綺き麗れいになって」

　千ち草ぐさは、おれと赤ん坊のヒナコがうつった写真と本人を見比べながら感動していた。

「親戚のおばちゃんかよ」

「こっちの坊やはすっかりひねくれ者だ。ほんとうは楽しいくせに」とおれの頰をつつく。

「……昼間はやめろよ。来客がある」

「夜ならいいんだ。スケベ」

「男の成長とはエロへの目覚めなり」

　千ち草ぐさはキッチンのダイニングテーブルへ立ちながら「バカなこと言ってないで、冷めないうちに食べようよ」と促す。

「ふたりとも、デザートにされないように気をつけてね。ここに獣けだものがいまーす」

　酔っぱらいの声はやたら大きい。

「なに言ってんだよ」

　おれがソファーから腰をあげようとすると、背後からするりと細い腕が首にからみついてくる。

「食事の前に運動しておく？　冷めたら温め直せばいいし」

　蓮れん歌かが顔を近づけ、耳元でささやく。首にしがみついたまま器用にソファーの背を越えておれの横に滑り落ちてくる。危うく短いスカートがめくれ上がりそうになった。

「ダーリン、体が火ほ照てるの。お熱測ってもらえる？」とおもむろに蓮れん歌かはボタンを外していく。

「本当に風邪ひくからやめろ」

「じゃあ予防接種して」

　おれの太ももをなぞる彼女の手がゆっくり上にあがっていく。

「ちょっと、できたてのほうがおいしいですよ」

　こういう時、ヒナコがガキでよかった。

「おら、飯だ。飯！」とおれは強引に蓮れん歌かをお姫様だっこして立ち上がる。

「これはこれで役得かも」

　強がる蓮れん歌かはすこし恥ずかしそうだった。

「不意打ちで恥ずかしがるくらいなら背伸びするな」

「し、仕方ないじゃない。アタシにこんなことしてくるの、ダーリンが初めてなんだから」と蓮れん歌かはおれから顔をそむける。美人すぎると周りは良くも悪くも遠巻きになってしまうのだろう。美人には美人なりの苦労もある。

「ダーリン、意外と力持ちなのね」

　床におろした蓮れん歌かがそんな感想をもらす。

「蓮れん歌かが羽根のように軽いからな」

「口の上う手まい男性は疑ってかかれって矢や車ぐるまさんに言われたけど、ダーリンは引き続き例外扱いで構わないわよね？」

「鬼車が怒鳴りこむ状況が避けられれば、なんでもいいさ」

　テーブルでは千ち草ぐさがヒナコ相手に熱心に話しかけていた。

「ナコちゃんはかわいいねぇ。お姉さんがあとでいっぱい教えてあげるよ」

「ヒナコ、悪い大人の話は聞かなくていいからな」

　人間は未熟な頃の影響ほど根深いものはない。

　そして、子どもは教わる相手を選ぶことができない。




　　　　　　　○




　二月になった。

　東京の平均気温はさらに下がり、気が滅め入いるような寒さが連日つづく。

　永えい聖せい魔術学院はテスト期間に突入し、朱しゆ門もん蓮れん歌かの来訪頻度も減った。というか説得して減らさせた。事務所に通いすぎてテストの点数が下がったら矢や車ぐるまさんに殺されかねん。

　気づけばヒナコが上京して一か月とすこし。

　彼女の存在はごく自然なものに変わり、おれも早起きにすっかり慣れてしまった。

　休日の朝、いつものように朝食を済ませたおれは食後のコーヒーを淹いれる。最近はヒナコの分も考えて多めに淹いれるようになっていた。先に洗い物を済ませているヒナコの代わりに冷蔵庫から牛乳を取り出す。かつてスカスカだった冷蔵庫は彼女と生活を共有するようになって、たくさんの食材と作り置きの料理で満たされていた。

　相変わらず牛乳と砂糖はたっぷりだが、彼女は飽きずに毎日飲んでいた。一息ついて、マグカップを傾けながら天気予報を見るヒナコは「今日は曇りか。よかった」とつぶやいていた。

　おれが執務机でたまっていた事務仕事をしている間に、ヒナコは洗濯物を片づける。

　おれの仕事着スタイルである白いワイシャツを一週間分、綺き麗れいにアイロンがけを済ませてクローゼットにおさめた。惚ほれ惚ぼれするような腕前である。シミひとつなく真っ白に洗濯されたワイシャツはシワを残さずきっちり伸ばされ、しっかり折り目を残す。クリーニングに出したような上等な仕上がりである。

「ほんとうに家事はなんでもできるんだな」と素直に感心してしまう。

「ありがとうございます。じゃあ、これからデートに行ってきます」

「なんだって？」

　おれは作業の手をとめ、顔をあげた。

「デート？　誰と？」

　ヒナコが答えるより先に事務所のインターホンが鳴る。

「ヒーナコ、来たよ」

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりがそこにいた。

「君らはどこへ行くつもりだ？」

「このへんの案内だよ。ヒナコ、仕事で出歩いているけど地元は意外と買い物くらいだって言うからさ」

「飾かざりに東京案内してもらうんです」

　仲睦むつまじくおれの質問に答えるふたり。

「デートとかまぎらわしい表現するな。というか君らふたりだけで大丈夫か」

　ヒナコと飾かざりは顔を見合わせて「「たぶん」」と答える。

　かたや上京したての猪ちよ突とつ猛進、もう一方は引きこもりの不安定。

「……待て。おれも行く」

　ひさしぶりのなにもない休日は、またしてもお預けだ。

　何事も予定通りにはいかない。







　ヒナコが自分の部屋に荷物をとりに行っている間、飾かざりと事務所でふたりきりになった。

「こんなところでヒナコは生活してるの？　もっとしっかりしなよ」

「ならお父上に頼んでギャラをあげてくれ」

　おれもコートにそでを通し、マフラーを巻いて外出の準備をする。

「無理」

　吐き捨てるように飾かざりは即答。そのまま来客用の二人掛けソファーに寝そべる。いきなりくつろぎすぎだろう。ぶっきらぼうな言葉づかいだが、初対面の頃のおれに対する警戒心は大分薄れてきていた。

「よく屋敷から出られたな？」

「事前にタクシーを呼んでおいて、あとはコレで眠らせた」と飾かざりは指輪として展開された極現心想セミ・カウルを見せた。

　屋敷の警備がザルすぎる。もちろん飾かざりの魔術が強力すぎるだけの話だが、素人集団の脆もろさを露呈していた。

「無闇に極現心想セミ・カウルを出すな」

「嫌。これはお守りだから」

「間違ってもつかうなよ」

「努力は、するよ」とソファーで横になりながら、飾かざりは指輪を眺める。最初に屋敷で見た時よりも造形は細かく緻密なものに変わっていた。

　おれも定位置のソファーに腰かけ、帽子を片手で回す。

「外出、大丈夫なのか？」

　屋敷から一歩も出ない生活をしていた飾かざりがいきなり外を出歩くとは大した変化である。

「ヒナコがいるなら平気。ていうか、だからついてくるんでしょう」

　飾かざりは視線を天井からこちらに向ける。濃い化粧でふちどられた大きな瞳がおれを見透かす。面倒そうではあるが迷惑ではなさそうだった。

「安心しろ。邪魔するつもりはない」

「そうしてくれたまえ、崩し屋くん」

　よほどヒナコとの外出を楽しみにしていたのだろう。目の前にいる少女がまとう空気は屋敷にいる時より明るく軽やかだった。

「魔術のコントロールはどうだ」

「前よりはうまくなったかな。言われた通り、人間相手には試していないから実際の効果まではわからないけど」

　カウンセリングを重ねていくうちに気づいたのは〈狂い咲く徒花ブロークン・フラワー〉は香りを変化させることで相手にあたえる効果までも変えられる。幻覚を見せる以外にも相手を操ることなど幅は広い。もっとも影響力の濃淡までは自由に制御できず、まだ衝動がもろに反映される危うい代物だ。

「人体実験は危ないんだよ」

　おれは初対面の時を思い出して、嫌な気分になる。相当に滅め入いる魔術だった。できれば二度と味わいたくない部類の不快感である。

「あれでめげないんだから崩し屋もガッツあるよね」

　飾かざりはめずらしく本音で感心していた。

「もっと強力な洗脳を知っているからな」

　自分にとっての苦痛の上限はもっと先にあった。残念ながら体験済みだから構えていられるが、決して喜ばしいものではない。

「強力って自我を奪い去るとか？」

「おれの知っている一番強力な洗脳は、洗脳された相手の魔術をつかえる」

「心まで支配するのッ……洗脳された相手の意識は消える？」

　飾かざりは生理的嫌けん悪お感を露あらわにする。

　魔術でもっとも要となるのは心しん想そうだ。他人によって自分の魔術がつかわれるということは知らない人間が本来立ち入りようもない心の真ん中に土足で勝手に居座るようなものだ。

「意識が混ざる感覚に近い。自分の頭で考えているつもりが無自覚に相手の判断基準に依存する。まるで相手の存在が埋めこまれたような状態で、模倣人格デツドコピーに成り果てる」

　朝あさ倉くら響きよう示じの〈覇権言語マスタータング〉は認識を支配する。

　それは相手の現実そのものを書き換えるに等しい。

「……カラスの色が白いと言われれば、目の前を飛ぶ真っ黒なカラスが白い鳥として認識されてしまう」

　朝あさ倉くら響きよう示じの魔術には誰も抗あらがえない。書き換えられた認識を自覚することも、その痕跡さえも辿たどることは不可能。そこに朝あさ倉くら響きよう示じがいないにもかかわらず彼の思考行動を他人はなぞる。

「いやらしい魔術ね」

　鳥肌を立てる飾かざりは自分の肩を抱いた。

「人は誰しも他人の影響を受ける。問題なのは独善的につかうことだ。そして大半の人間は自分の言葉に責任をもたない。一方的な言い放しで相手を損ねている自覚さえ欠如している不ふ埒らち者があふれ、平然とまかり通っている」

「ははは、当たっている。まさにその通りだね」と飾かざりは噓うそくさい乾いた笑いを大おお袈げ裟さにこぼす。虚勢めいた笑いはすぐに萎しぼみ、飾かざりはうつ伏せになり一言こぼす。

「……ボクは、そういうの嫌だな」

　冬眠中のクマが寝返りをうつような沈黙が訪れる。

　飾かざりの自己嫌けん悪おは正しい。自分は加害者にも被害者にもなる可能性がある。その自覚が持てるということは大きな前進だった。

「崩し屋は屋敷の連中と違って、話していてもそんなに鬱陶しくない」

「魔術に品のない連中と一緒にするな」

「知っている」

　吹けば消えるように飾かざりの声は儚はかなく響いた。

「飾かざり。あの屋敷を出て、永えい聖せいの寮に入るのはどうだ。知り合いが永えい聖せいの教師をしているから詳しい話も聞ける」

「顔が広いんだね。でも、ボクに集団生活は単純にむいてない。ヒナコはどうするの？」

「彼女こそ学生寮にでも入るんだろう」

「四月からの話はしないの？　保護者でしょう」

「ヒナコの居候は今だけだ。その後のことは関係ないし興味もない」

「……ねぇ、訊きかれてすっごい嫌そーな顔してるの気づいている」と飾かざりは赤ん坊のほっぺたを触るように指摘した。

「写真ではあんなに愛おしそうな顔つきで写ってたのに」

「君も見たのか？」

「ヒナコが見せてきたんだよ。頼んでもいないのに」

「昔の話だ」

　くるりと帽子を手元で引っくり返して頭の上にかぶせるように放り投げる。失敗。ハットの位置はややズレて目元を隠した。

「お待たせしました」と身仕度を済ませたヒナコが自室から元気よく戻ってきた。

　飾かざりは待っていましたとばかりに駆け寄る。ストーブの火を落として、おれも彼女たちのあとにつづく。

「秀ひで春はるさん、はやく来てください」「遅いよ、崩し屋」

　待ちきれないふたりは外で待ち構えていた。

「で、これからどこへ行くんだ？」

　行き先を告げられて、おれは今すぐ事務所に帰りたくなった。

　買い出しひとつで音をあげるほど寒がりな男には少々酷な場所である。
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　やってきたのは地元の駅から歩いて数分の動物園だった。

　大きな入場ゲートを抜けて、最初に出迎えるパンダにヒナコのテンションは最初からクライマックスだった。

「ほら、パンダですよ。白黒！　かわいい」

　黄色い声をあげながら写真を撮りまくるヒナコ。白黒くらい見りゃわかる。

「なぁ美術館や博物館もあるのに、よりにもよって雪も降りそうな日に動物園？」

　喜ぶヒナコの姿をパシャパシャ撮影する飾かざりにおれは思わずぼやく。

「ヒナコのリクエストだよ。おかげで人もすくないから、見やすくていいじゃない」

「あの雪国娘の体感を基準に考えたら凍死するぞ！」

　今日のヒナコはマフラーどころかコートも着ていない。

「言うほど寒い？　凍死するなら置いていくから」

　飾かざりの体をすっぽり包むモッズコートから伸びる白くて長細い脚は見ていて風邪をひくんじゃないかと思ってしまう。

「ヤダ、崩し屋。視線がエロい」

「あっちにはゾウがいますよ！　行きましょう！」と飾かざりの手を引くヒナコ。

　まるで幼稚園児である。

「……あれで息抜きになるならいいか」

　基本優等生であるヒナコは何事も言われた通りにこなす。魔術も家事も好きなのも本心だが、慣れない環境では疲れもたまってくるはずだ。

　いっぱいはしゃいで、疲れて寝ればスッキリするだろう。

「さて、無粋な輩やからにはいつ御退場願おうか」

　おれは肩越しに振り返る。

　物陰に人が隠れるのが見えた。

　素人丸出しの雑な尾行にはフロリダビルを出た時から気づいていた。しばらくは様子をうかがって放置しておいたが帰る気はないらしい。おそらく飾かざりを追いかけてきた監視役だろう。

　檻おりばかりの動物園で追跡されるのはうっとうしいが、飾かざりとの約束もある。彼女たちの邪魔はしないし、させるつもりもない。

　彼女たちに気づかれないように頃合いを見計ろう。

「秀ひで春はるさん、はやくしないと置いていきますよ！」

　ヒナコはあっという間に遠くに離れていた。

「君がはしゃぎすぎなんだ」とおれは小走りでヒナコを追いかける。







　ヒナコは律儀に各動物の檻おりの前で足をとめて、事細かに観察した感想を無邪気に述べる。飾かざりは飾かざりでヒナコの一挙手一投足を逃さないとばかりに同じペースでついていく。興奮した女の子というものは、どこからそんな元気が湧いてくるのかと毎度不思議に思う。

　とはいえ体力は無尽蔵ではない。

　はしゃぎ疲れたヒナコと飾かざりは、途中のペンギンエリアでじっと観察していた。

　翼フリツパーを左右に揺らしながら、短い歩幅でヨチヨチと歩くペンギン。小さな首を動かし、細く鋭いくちばしを空に向かって突き出す。

　愛あい嬌きようのあるペンギンはかと思えばぴょんと水の中に飛びこむと、陸上とは別の生き物のように活いき活いきとすばやく泳ぐ。

　水中を切り裂くように鋭く速く泳ぎまわる姿は爽快感がある。

「水の中だと飛んでいるみたいですね」

　ヒナコはしみじみつぶやいた。

　頭上を一羽わのカモメが飛び去っていく。東京湾からわざわざ遠出してきたのだろう。

　飾かざりはぼんやりと灰色の空を横切った白い影を眺めながら「なんでペンギンは鳥なのに飛ぶことをやめたんだろう」ともらす。

　同じ場所に立っていても、違うものを見て異なる感想を抱くのがおもしろい。

「ペンギンは、不幸か？」

　おれの質問にきょとんとする少女たち。

「鳥なのに飛べないペンギンは不幸だと思うか？」

　おれは同じ質問を繰り返す。

「翼があるのに大空を飛べないのは、気の毒。せっかくの翼がただの飾りじゃない」

　憐あわれむ飾かざりの言葉は、だが感情はこもっていなかった。飛ばなくなったペンギンはすでに結果である。飾かざりにとってペンギンの翼は役に立たないものにしか見えない。

「わたしはそうは思いません」

　ヒナコは笑顔で水の中を眺めていた。

「どうしてだ？」おれはヒナコの横顔を眺めながら訊きいてみた。

「空を飛ばなくても、翼をつかって泳いでいる姿はとても楽しそうじゃないですか」

　いい答えだ。

「飛べなくなったのか飛ばなくなったのかはわからない。おれは動物学者じゃないからな。ただ、飛ばない生き方だってある」

「簡単に諦めなんてつくの？」

　飾かざりの懐疑は冷静だ。無闇な肯定も一方的な否定もしない。

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりは賢く、冷静な判断力も持ち合わせていた。感情に振り回されないかぎり、彼女は強力な魔術士となりえる。

「つかないだろうな」

「鳥が翼をもがれたら死んだも同然じゃない。役に立たない翼をはばたかせる姿は憐あわれで滑稽だわ」

「翼のつかい方を決めるのは、自分だ。見ている他人は関係ないさ」

　おれもまたペンギンを見た。

　正しさなんて時が経たてばあっさり変わってしまう。無理に合わない枠組みにおさまっても苦しいだけなら、自分らしく生きた方が楽になれる。

「新しい翼のつかい方を見つけたペンギンは生き残っている」

「結果論でしょう」

　飾かざりがじっとこちらを見てくる。目元のはっきりした子は雄弁に感情を語ってしまう。大人の無責任を非難する恨みがましい視線だった。

「恐こわがらなくていい。可能性に挑めるのは生きている特権だし、諦められる幸せもある。大切なのは自分を偽らないことだ」

　偽らない、と飾かざりはちいさな口を動かして、おれの言葉を反はん芻すうする。

「秀ひで春はるさんのくせに、いいこと言いますね」ととなりのヒナコは偉そうだった。

「殻つきのヒヨコが生意気言うな」

「失礼な」

　ペンギンたちは悠々と水中を駆ける。

「仲いいのね」と飾かざりが憎々し気に皮肉る。

「「どこが！」」

　うっかり声が揃ってしまう。

　おれは思わず咳せき払ばらいをひとつして、この妙な空気を散らす。

「同じ場所にいても見ているものが違うように心しん想そうも詠唱も一人ひとり異なる。無理に同じやり方をするより自分の感性を信じればいい」

「秀ひで春はるさんが急に大人ぶった」

　おれはヒナコの頭を押えて、ぐりぐり回す。生意気な小ガ娘キには手加減は無用である。すっかり東京暮らしになじんだせいか最近つとに放言が目立つ。

「でもさ、自分の詠唱を信じられたら苦労しない」

　飾かざりの一言にヒナコはおれの手を頭にのっけたままうなずいて激しく同意を示した。

　気持ちはわかる。十代でなくても詠唱の構成には悩む。魔術コンサルタントをしていると詠唱に関する相談にはよく出会う。心しん想そうを鍛えることや魔力量を増やすにはどうしても時間がかかる。一番即効性のあるのは詠唱の改善だった。

「おしゃべり上手が優秀な魔術士になるわけではない。そういう連中はえてして心しん想そうが浅い。魔術は舌先三寸ではうまくいかない、ということだ。どれだけ上辺の言葉で飾り立てたところで、心しん想そうがともなわない詠唱の魔術は弱い。薄っぺらで空っぽな言葉でなにかを大きく変えられるような現象は起こらない」

　ヒナコも飾かざりも静かに耳を傾けた。そうさせるのは彼女たちなりの実感をすでに持ち合わせているからだ。

「ひとつ、コツを教える。景色を書き換えるように詠唱しろ」

　ペンギンが水中から勢いよく飛び上がった。

「目の前がクソ寒い真冬なら、桜満開の暖かい春に書き換えてみせろ。魔術にはそれだけの強い力がある」

「ほんとうに寒いのが嫌いなんですね」とヒナコが妙に慈愛に満ちた眼まな差ざしをむけた。

「最初からそう言っているだろう」

　立ち止まって体が冷えたせいで、おれは大きなくしゃみをする。

「また抱きついて温めてあげましょうか？」とヒナコはポケットティッシュを差し出す。

「あ？　君は一度くっついたら離れないだろう」

　蓮れん歌かと決闘した夜、公園から事務所に帰りつくまでなんだかんだとしがみついていた。

　おれはティッシュを一枚とり、鼻をかむ横では、無言の飾かざりが小刻みに肩を震わせていた。

「なに、今の自然すぎるやりとり！　長年連れ添った老夫婦じゃあるまいし！　またってどういうことよ！　ヒナコはボクのものだからね！」

　愛する我が子を庇ひ護ごする母ライオンのようにおれを威嚇しながら飾かざりはヒナコに抱きつく。
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　動物園は広く、じっくり回っているとそれなりに時間が過ぎていた。

　気づけば昼時になり、園内のフードコートでホットドッグやフライドポテトを適当に買って昼食をとる。

　飾かざりはファーストフードを食べることがかなりひさしぶりらしくて、おっかなびっくりだった。おれは安っぽいホットコーヒーの味もそっけもない温ぬくもりで冷えた体の暖をとる。

「たまにはこういうのもいいですね」とヒナコは楽しそうだった。

　ヒナコが来て手料理の割合が格段に増えたから、こうしたジャンクな味わいが妙に懐かしい。一人の時は外食ばかりだったから感想らしいものを抱くことさえなかった。

「ボクはヒナコの手料理も食べてみたいな」

「ぜひ食べに来てくださいよ。今日の夕飯でもどうですか？」

「いいの？」

　ヒナコが断るはずもない。ふたりで今晩のメニューを相談している間に、おれはそっと席を立って彼女たちの視界から外れる。

「──さて」

　半日尾行をしてきた存在は少女たちにだけ気をとられていた。

　おれは尾行者の死角に回りこんで相手の襟首をつかむと、そのまま物陰に連れこむ。

　青年は咄とつ嗟さに魔術で対抗しようとする。詠唱は短く、球体状の魔力が青年の右手にすぐに形成されていた。硬そうな魔力塊をそのまま投げつけようと腕を振りあげる。

　おれは手刀で武器を落とすように青年の魔術をすばやく崩す。

　だが、彼は器用にも左手にも同じく魔力塊を握っていた。おれの顔面に躊ちゆう躇ちよなく左手を突きだす。利き手とは違う素人の殴打は腰が入っておらず、おれは難なく避けると、腕をうしろにひねりあげて壁に押しつける。

「朝からストーカーとはずいぶん暇らしいな」

「またお前か！　何度も邪魔しやがって！」

「あ？　悪いがストーカーの知り合いはいない」

　おれの顔を見た大学生風の青年が恨みがましい視線をむけて叫ぶ。どこにでもある特徴のない男の顔に見覚えはない。

「クソ！　離っ、せぇよ」

「おとなしく質問に答えろ。余計なことをすれば腕をへし折る」

　腕をさらに軋きしませると、男は慌てて首を振る。

「誰の差し金だ？」

「ま、間ま垣がきさんだ。セントクロス魔術保険の警備リーダーだよ！」

　十じゆう条じよう寺じ邸にいたスキンヘッドの偉そうな鋼鉄野郎。

　おれに敗北してもクビにはなっていないらしい。下っ端に命令できる程度には変わらずふんぞり返っているようだ。

「……なんのために飾かざりを監視する？」

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりのような立場なら屋敷と同様に厳重な警護があっておかしくない。にもかかわらず寄越されたのは素人ひとり。相変わらず上辺だけの連中だった。

「あ、あのガキは異常なんだよ。時々、別人みたいな話し方になって間ま垣がきさんに命令してるし」

「別人？」

「不気味で恐こわい。別世界の生き物だよ。気持ち悪い」

　怯おびえる青年はまるで飾かざりが常軌を逸しているとでも言うような物言いだった。彼の表情が演技ならくだらない尾行をするより今すぐ役者を目指すべきだ。

「ひどい言い草だな。なぜ間ま垣がきの命令に従う。見たところ学生だろう」

「い、言うこと聞けば、セントクロスへの就職口を紹介してくれるって」

　男は軽薄な笑いで自分を誤魔化すように顔をゆがめていた。

　同じ大学生でもおれのクライアントのような目標にむかって最善を尽くす者を知っていると、いささか心苦しくなる。

「依頼人の名前を吐くやつに内定は出ねえよ。ああいう連中が欲しいのは忠実な兵士だ」

「し、仕方ないだろう！　こんなことになるなんて聞いてない！」

「間ま垣がきに伝えろ。今日は問題ない。何事もなかった。いいか、間違えるなよ。今日は何事もなかった」

　男は軽々しく首をふる。

「飾かざりはきちんと送り届ける。おまえは適当に見失ったとでも報告しておけ」

　喉元にナイフをつきつけるような声で最後通告する。

「だ、ダメだ。間ま垣がきさんに怒られる」

「他人に迷惑をかけておいて一丁前に自己主張はするんだな」

「お前には関係ないだろう！　放っておけよ！　部外者のくせに！」

　臆面もなくピーピーピーピーわめく青年におれは呆あきれるしかなかった。よくもまぁここまで自己中心的にいられるものだ。

「彼女たちの邪魔はしないと約束しているんだ。余計な水を差されると困るんだよ」

　自分でも意外なほど物騒な声だった。

　青年は半泣きになりながら「わ、わかった。伝えるから、見逃してくれ。頼むよ」と懇願してくる。まったくもって脅しなんて性に合わない。演じるのも楽ではない。

　おれが解放すると、青年はそのままヨタヨタと逃げていった。

「秀ひで春はるさん、見つけた！」

　直後、おれの姿を捉えるや否やヒナコが勢いよく飛び出してくる。相変わらず無駄に足が速い。俊敏なウサギのように一瞬で距離をつめてきた。

「君は、探しに来たのか。わざわざ」

　おれは何事もない風に少女に向き直る。

「だって急にいなくなるから……」

　彼女たちから離れてほんの数分だ。大おお袈げ裟さだと思いつつ、しゅんとしているヒナコは小さな子どもに見えてくる。引率の先生を見失った幼稚園児のように心細げだった。

「今の人、秀ひで春はるさんのお知り合いですか？」

「道を聞かれただけだよ」

「教えられるほど詳しいんですか？」

「何度か来たことあるからな」

「女の人とデートですか？」

「デートじゃねぇよ」

「女の人って部分は否定しないんですね」とヒナコは一瞬ジト目でこちらを見た。

「ここは地元で、しかも子どもの頃の話だよ」

「そういうことにしておきましょう。その道を聞いた人、はじめて秀ひで春はるさんと会った時の朱しゆ門もん蓮れん歌かにナンパしてた人に見えたから。ちょっと心配になって」

　そこでおれはようやく思い出す。飾かざりの追跡者はヒナコが駅前で上京早々に喧けん嘩かしていた匿名28号だった。奴やつがおれを見て「またお前か」と吐き捨てたのも得心する。

「考えすぎだよ。それより飾かざりはどうした？」

「フードコートで待っていてもらいました」

「────。だから君は甘い」とおれは走る。ヒナコも慌ててあとに続く。

　案の定、フードコートでひとりきりの飾かざりは所在なさそうに周囲をキョロキョロと見ていた。ヒナコの顔を見つけた途端、泣きそうな顔で駆け寄って、そのままヒナコに抱きついた。

　事務所で飾かざりが見せた強気はどこへやら。付き添って正解だった。

　午後のおれ達たちは園内をゆっくりと見て回った。

　飾かざりはヒナコと腕を組み、くっついて離れない。一生このままでいるとばかりに並々ならぬ決意すら感じる腕組みをヒナコはあっさり受け入れている。

　他愛もない会話に花を咲かせながら十二分に満喫した彼女たちは最後にスーベニアショップに立ち寄る。フワフワした動物のぬいぐるみを筆頭に店内に並んだ大小様々な土産物を眺めながら、どれを買おうか楽しそうに悩んでいた。

「なに買ったんだ？」

「マグカップです」とヒナコはかわいらしいペンギンのイラストが入ったマグカップをわざわざ見せてきた。

「そんなもの、いくらでも事務所にあるだろう」

「せっかく毎日コーヒー飲むんだから、自分のお気に入りが欲しかったんです」

「当分ブラックでは飲めそうにはないけどな」

　ふと口をついた何気ない自分の言葉でおれは我に返る。

　ヒナコがフロリダビルから出ていく日はそう先のことではない。少なくとも彼女がブラックコーヒーを飲めるようになるよりずっと早かった。




　　　　　　　○




　おれ達たちは動物園を出て、駅前まで戻ってきた。

　休日の駅前広場は観光客が行き交い、横断歩道の信号が変わるのを待つ間は特に人があふれかえる。

「今日はお祭りでもやっているの？」

　人ごみに辟へき易えきする飾かざりが弱々しくつぶやく。お屋敷暮らしのお嬢様にはなじみのない駅から繁華街につづく大量の人の流れに、飾かざりは神経質になっていた。

「これでも少ないぞ」とおれは答える。

「年末は道が埋まるくらい大勢いましたものね」

　年の瀬の買い出しを経験していたヒナコは、さすがに慣れたものだった。

「都会暮らしは少女を変えてしまうんだな」

「大人の男性の影響力は大きいですからね」

　おれとヒナコが軽口を叩たたいていると「ごめん、ボクはもう無理」と人いきれで酔ってしまった飾かざりがすまなそうに弱音をもらす。慣れない外出で疲れも出たのだろう。

　どこか適当な場所で休ませようと周囲を見渡すと、ふいに違和感のある視線を感じた。

「秀ひで春はるさん、お願いします！」

　誰よりも先に反応していたヒナコがおれにリュックサックを押しつけてきた。

　言い返す前、おれも頭上から魔力塊がいくつも落ちてくることに気づく。

　追い払ったはずの尾行者・匿名28号の魔術だった。詠唱の後継ぎはすでに手遅れ。

　魔術の構成は脆もろいが、至近距離から直接崩そうにも数が多い。周囲への被害もお構いなしな無差別な魔術のばらまき。あの硬い魔力塊が頭に当たれば大怪け我がになってしまう。

　道にあふれる人々は頭上の脅威にまだ気づいていない。

　──おれだけでは捌さばききれない。

「〈靴底の旋風、一里をまたぐ一歩となれ〉」

　ヒナコはすでに跳んでいた。

　宙を歩くように一瞬で人波をまたぎ、鮮やかに飛び越えていく。

　靴底に渦巻く風でそのまま魔力塊を蹴り散らす。

　空中で器用に転回し、ひとつ残らず一掃した。

　まるで翼がはえているようにヒナコは華麗に空を舞う。

「あっ」

　ヒナコの声が聞こえた時には遅かった。

　急制動をかけた反動で、ヒナコは最後に空中でバランスを崩す。魔力塊はすべて魔力に還かえしたが、代わりにおれの上にヒナコが落ちてきた。荷物を預かっていたせいで両手は塞がっており、咄とつ嗟さに体で受け止めるような形になる。

　結果、折り重なって路上に倒れた。

　背中を打った痛みで閉じた目を開いたら、ヒナコの顔が目の前にある。

　くちびるが触れ合いそうな距離。

　おたがいに近すぎて固まったのは一瞬。

「舌を抜かないで！」

　ヒナコはおれの上から慌てて立ち上がり、手で口元を隠す。

「こ、これはスキップですから！」

「ずいぶんと大きな一歩だな」とおれは頭の裏をさすりながら立ち上がり、落ちた帽子をかぶりなおす。

　今回は見逃そう。幸いおれ以外には被害はでなかった。蓮れん歌かとの決闘より遥はるかに魔術を制御できていた。なにより他人を助けるためにつかった。

「お砂糖が切れた時には、ふもとの商店まで買い出しに便利なので」

　ヒナコの性格なら、そもそも砂糖を切らさないだろう。

「東京なら歩いて買いに行けるからな」

「もう知っています」

　おれは預かっていたリュックサックをヒナコに返す。

「マグカップ割れていませんよね！」

「心配するのはそっちかよ」

「……心配してほしいんですかぁ？」

　ヒナコはなぜか勝ち誇った顔になる。

　そばで黙っていた飾かざりはおもむろに近づいてくると「イチャイチャするな」とエンジニアリングブーツで遠慮なしにおれのスネを蹴ってきた。

「あのなぁ……」と涙目になりながら、おれはささやかな文句を口にする。

「犯人に魔術をつかわないだけマシでしょう」

　飾かざりは路上でスネを抱えるおれの鼻先に極現心想セミ・カウルを突きつけた。おれは指先で魔術を崩す。小さな逆想リバウンドが起こり、飾かざりが静電気に触れたように腕を引く。

「そんな恐こわがらなくても、無事に届けてやるよ」

　突きつけてきた飾かざりの細い腕はかすかに震えていた。

「今のは、なんだったのでしょうか」

　ヒナコが人ごみを睨みながら犯人の姿を探す。

「放っておけ。どうせ魔術執行官に捕ま──」

　遠くで悲鳴が聞こえた。

　声の方向を見ると人が路上に倒れている。

　黒い影が撃ちとった獲物にゆっくりと近寄っていく。

　冬の暗い空の下でもはっきりわかる見覚えのある立ち姿。

　地べたを這はって逃げようとする青年に語りかけた後、影はこちらを見た。

　集まってきた遠巻きのギャラリーは職務を忠実に果たした魔術執行官を隠していく。

「ふたりとも行くぞ」

　おれは少女たちをかばうように駅前の騒ぎから離れた。
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　駅前でのショッキングな光景と一日歩いた疲労感からフロリダビルでの夕食会は延期となった。おれ達たちが十じゆう条じよう寺じ邸まで飾かざりを送り届けると、門の前で間ま垣がきが待ち構えていた。

「飾かざりさん、あなたにいなくなられては困るんですよ。勝手に出歩かないでください」

　雇用主の娘にかける猫なで声にしては堅苦しさよりわずかな焦りを感じさせた。

　間ま垣がきはおれの存在に気づくと武骨な顔つきに嫌悪を浮かべる。

「ヒナコ、飾かざりを中まで見送ってやれ。おれは警備リーダーに話がある」

　飾かざりはチラリとこちらを見ると「約束、守ってくれてありがと」とぶっきらぼうに礼を述べた。

　ふたりがセキュリティーチェックへ消えると間ま垣がきは「貴様と話すことはない」と急に口を開く。

「あの尾行、魔力塊を投げつけてきたぞ。危うく飾かざりが怪け我がするところだった」

「そんな小僧は知らん」

「……おれは男とも子どもとも言ってないぞ」

　間ま垣がきの太い眉がはね上がる。

「余計な真ま似ねはするな。本来の飾かざりさんに指導なんて必要ない。さっさと失うせろ！」

　もはや隠す気もない間ま垣がきは敗北自体なかったように平然と恫どう喝かつし、屋敷へ引っこんだ。

　危険だから閉じ込めておけという暴論ではなく、指導がいらないという表現が引っかかった。

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりの不安定さを知っていれば、〈狂い咲く徒花ブロークン・フラワー〉の被害に巻きこまれる可能性を考慮しないはずがない。離れていれば大丈夫という慢心か、あるいは飾かざりの魔術の制御方法があるような言い草である。

　おれは屋敷から離れ、街灯の下で静かにヒナコを待った。

「本来の飾かざりさん、……ね」

　魔力塊の投とう擲てきが匿名28号の独断なのはわかった。間ま垣がきのような好戦的なタイプが第一に欲するのは魔術行使の大義名分であり、隠れ蓑みのである雇用主の機嫌を損ねるメリットはない。

　親子の情愛は定かではないが、十じゆう条じよう寺じ麻あさ人とには飾かざりを庇ひ護ごするだけの理由はある。

　思い返されるのは「別人みたいな話し方になって間ま垣がきさんに命令してるし」と匿名28号が咄とつ嗟さに口走った言葉だ。

　別人。

　飾かざりがおれ達たちの知らない一面を持ち合わせていることは十分に考えられる。人間が相手によって態度や振る舞いを変えるのは誰にでもあることだ。ただ、十じゆう条じよう寺じ飾かざりは気持ちを割り切って要領よく切り替えができるタイプではない。異なる自分を演じるのは多少なりとも慣れがいるし、飾かざりが器用にこなせるとは思えなかった。

　それは飾かざりの心しん想そうの不安定さが証明している。

　飾かざりが自覚的に別人を演じていないとするならば考えられるのは他者の介入。

〈洗脳〉の魔術にかかれば、それこそ別人のように振る舞うのは造作もない。

　朝あさ倉くら響きよう示じの〈覇権言語マスタータング〉がまさに該当する。

「……まさかな」

　朝あさ倉くら響きよう示じと十じゆう条じよう寺じ飾かざりは接触したことがあるかもしれない──。

　頭によぎった可能性をおれは即座に否定した。あまりに荒唐無稽な発想だ。

　あれほど他人に興味のない先生がわざわざ十じゆう条じよう寺じ飾かざりに近づく理由もわからない。仮に彼女が〈覇権言語マスタータング〉の模倣人格デツドコピーを宿していたとしても都合がよすぎる。

「お待たせしました」

　飾かざりを見送ってきたヒナコが戻る。

　暗い夜道を並んで歩きながら、おれとヒナコは家路につく。

　駅前での出来事をヒナコは聞かなかった。聞かなくても魔術執行官の仕事ぶりを見れば、自分の行動がどんなに危ういか嫌でも身に染みただろう。迂う闊かつに魔術をつかった者は容赦なく処断される。

　上京初日、七なな上かみ冬とお矢やの魔弾をかすめた恐怖がヒナコにはしっかり刻まれていた。

「夕飯どうしますか？」と無理に明るい声でヒナコが訊きいてくる。

　今朝見た時には冷蔵庫には買い置きの食材は十分に揃っていた。特別な料理をしない限り、わざわざ買い出しに行く必要はない。

「なんでもいい」

「そういうのが一番困るんですよ」

「疲れているなら外食で済ませていいんだぞ」

「ダメです。日に二回も外食だと栄養バランスが偏ります」

「すぐには思いつかない」

「もーリクエストくださいよ。毎日メニュー考えるのも結構大変なんですから」

「別に同じ料理が出てきても構わないぞ」

「わたしのプライドが許さないんです。同じメニューは最低二週間以上のインターバルをあけるのが自分ルールなので」

「どうして？」

「チャレンジしなくなるし、飽きるじゃないですか」

「君の料理は毎日食べても飽きないくらいにはうまいよ」

「お世辞をどうも。とりあえずスーパーで考えましょう」

　ヒナコはあっさり聞き流す。おれ達たちはスーパーで買い物をしてからフロリダビルに帰る。

　その日の夕飯はいつもよりおかずが一品多かった。
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　朝あさ倉くら響きよう示じの〈覇権言語マスタータング〉は、ひとの認識を書き換える。

　出会った人間の記憶を意のままに操作し、朝あさ倉くら響きよう示じは存在の痕跡を一切残さない。

　誰も変化に気づくこともないまま模倣人格デツドコピーが仕込まれる。

　それは神にも似た越権行為。

　朝あさ倉くら響きよう示じが語りかける言葉は希望の光に似ていた。

　あまりに一方的で抗あらがいようのない影響力。光に魅入られた人々は心酔し、思考を支配される。人格を乗っ取られたように光を絶対視し、彼我の区別を失いながら生きていく。

　消失した正午の後、一度だけドクター・シーラカンスと話したことがある。

『秀ひで春はる、君の英雄的自己犠牲は朝あさ倉くら響きよう示じを怪物に変えた。自らの才能に苦しむ無む垢くな被害者から利己的な善意の支配者に堕落させた。あやつは魔術を呪い、今度こそ地上から消し去ろうとするだろう』

　未来に希望を持てないのが当たり前だから、おれ達たちはディストピアを日常として生きている。

　世界は今も昔もろくでもないが、おれはまだ見限ることもできなかった。
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　つまらない悪夢から目を覚ましてくれたのは、ヒナコの声だった。

「ごめんなさい。ひどくうなされていたから……」

　おれの寝間着は寝汗でたっぷり濡ぬれており、不快感が全身にまとわりついていた。

「悪い夢でも見たんですか？」

「毛布で熱かっただけだ」とシャワーを浴びるためにベッドを離れる。

「悩みでもあるんですか？」

　ヒナコがおれのそでをつかむ。

「わたし、駅前のことなら気にしていませんからね。大丈夫です」

　先日遭遇した七なな上かみ冬とお矢やが実際に魔術執行官の仕事をする場面は、魔術士という仕事の危うさを少女に教えた。夢や理想と同じくらいリスクも考えなければならない。

「わたしが正しく魔術をつかえばいいだけの話ですものね」

　おれが答えないからヒナコは沈黙を埋めようとする。

「秀ひで春はるさん。今日の夕飯に飾かざりを招待してもいいですか？」

「好きにすればいい。約束したんだろう」

「はい。じゃあ早速連絡とってみます！」

　ヒナコはようやく笑顔に戻る。気をつかわせてしまったな。

　身支度を整え、朝食を済ませるとおれは外出の準備をする。

　今日の仕事は事務的な外回りが多いため、ヒナコは留守番だ。夕方に飾かざりを迎えに行くまで色々準備をするらしい。

「飾かざりが来るので、はやく帰ってきてくださいね。いってらっしゃい！」

　彼女は笑顔で送り出す。

「…………」

「秀ひで春はるさん？」

「ああ、いってきます」

　常に同行しているのが当たり前だったから送り出されるのは妙な感覚だった。
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　予定通り、夕方には地元の駅まで戻ってきた。

　せっかくだから手土産のひとつでも買って帰るかと、おれは高架沿いの繁華街を通っていく。

　奇抜なゲートを抜けると駅間５００メートルほどに商店露店がひしめき合う。雨よけのアーケードはないため、休日の晴れた日は広くない道幅が人でいっぱいになる。

　思えばヒナコや飾かざりの細かい好みまでは知らなかった。

　店先を物色しながら適当においしそうなものを探していると、

「ダーリン、見ーつけた！」

　突然、背後から抱きつかれた。

「事務所行ったら誰もいないし、探したのよ」と耳元に語りかける朱しゆ門もん蓮れん歌かの熱い吐息。押しつけられた感触とあわせて、ぞわりと背中に電流がはしる。

「蓮れん歌か、どうしてここにいる」

「そんな派手な黄色いマフラー見つけたら気づくわ。やっとテスト終わったのよ。会いたかった」とおれの首に回した腕の力を蓮れん歌かはより強くする。

「あとにしろ」

「えーがんばったごほうびにキスくらいしてよ」

　おんぶするような形で肩越しにおれの顔を蓮れん歌かがのぞきこんでくる。

「するか。いつまでおれにしがみついている？」

「死が二人を別わかつまで」

「くぅ、崩し屋ぁぁぁぁぁ」と地獄の底から響く怪鳥音が聞こえてくる。

　振り返ると矢や車ぐるま壮そう雀じやくが憤ふん怒ぬの形相で立っていた。背後には扉が開け放たれたままの黒塗りのクルマ。おそらく蓮れん歌かがおれを見つけて、飛び出してきたのだろう。

「ずいぶんと、過保護で」

　矢や車ぐるまさんご本人の登場とは、十じゆう条じよう寺じとは大違いである。

「はやく離れろ！」

　鬼車の有無を言わさぬ怒声が繁華街に響く。

　人々は怯おびえすくみ、急いでおれ達たちから距離を置いた。平然としているのは蓮れん歌かくらいなものだ。彼女は渋々背中から下りるとおれの腕をとる。

「ダーリンとの約束通り、テストがんばったよ。学年一位になったからごほうびほしいな」

　矢や車ぐるまさんを無視して、蓮れん歌かはおれの腕にからんでくる。

「お嬢さん、ごほうびでしたら幾らでも買って差し上げますから」

「ほら、矢や車ぐるまさんもこう言っているだろう」

　ピリピリした矢や車ぐるまさんにおれも必死で合わせる。

「ダーリン。アタシを差し置いて、なにを優先するのよ？」

　往来でそんな押し問答を続けていると反対側から見慣れた顔が歩いてくる。

　ヒナコと、そのとなりでヒナコと腕を組むのは十じゆう条じよう寺じ飾かざりだった。

　飾かざりの指輪がさらに大きくなっていることが目についた。

「また密会ですか！」

　すぐに気づいたヒナコがえらい誤解をしながらズンズンとこちらに近づいてくる。

　寄り添っていたヒナコが突然離れて飾かざりは急いで手を伸ばすが、ヒナコの動作は速い。あっけなく飾かざりの手がヒナコから離れる。

　ヒナコがこちらに近づくのに合わせて、飾かざりの視線もこちらへ向けられた。

　咄とつ嗟さにおれは蓮れん歌かを隠すために強引に引き寄せ、飾かざりに見つからないように立ち位置を変えて壁になった。

「わかった。叶かなえてやるから今度な！　だから今日は帰れ」

「急に大声だして、どうしたのよ」と蓮れん歌かはやや面食らっていた。

「秀ひで春はるさん。なんでその人と一緒なんですか！」

　器用に人波をかきわけて、ヒナコがあっという間に距離をつめてくる。

「外でも邪魔するなんて野暮な子！」

　蓮れん歌かはマフラーをつかんで、おれの顔を引き寄せた。

「どこだろうとダメです！」

　もう真横に立っていたヒナコが引きはがす。

「魔術じゃないから関係ないわ」と蓮れん歌かは再び身体からだを密着させ、体を預けてくる。

　決闘寸前の少女たちは左右で騒ぎ、背後のお目付け役は殺気を飛ばし、周囲を通り過ぎていく買い物客はジロジロと遠慮のない好奇の視線を浴びせてくる。

　地元の顔見知りは「黒くろ瀬せちゃーん、両手に花でうらやましいね」「アレー秀ひでサン、また若い子を連れているヨ」「出来立てほやほやだよ。おごって男前なところを見せなって」「千ち草ぐささんという人がありながらッ」など口々に話しかけてくる。

「放ほっとけ！」

　おれの悲痛な叫びに大笑いするだけだった。

「おい、崩し屋！」

　矢や車ぐるまさんが大きな声で告げる。

「なんですか！　おれに他意はないですからね！」

「連れの嬢ちゃんが消えたぞ」

　その指摘にヒナコも振り返る。

「……、飾かざり？」

　飾かざりの不在に気づくヒナコの横顔が青ざめていく。

　おれも周囲を見渡し、十じゆう条じよう寺じ飾かざりの姿を探した。目を離したのは一瞬だ。遠くに離れたにしてもまだ目に届く範囲である。平日の人ごみなら彼女の金髪は嫌でも目立つ。

　そうやって気持ちが急せいている自分に気づく。

　嫌な予感がする。

　脆もろい魔術なら直接崩せるが、魔術崩しは詠唱を後継ぎできなければ通じない。

　思い過ごしと軽く構えるには場所が悪い。人が多すぎる。広くない道は前後に伸びており、万が一の事態が発生した時に物理的にも魔術的にも間に合わない。

「にぎやかで、楽しそうね」

　ふいに聞こえた飾かざりの声。

「おい、どこに隠れている」「飾かざり、そばにいるんでしょう！　姿を見せて！」

　おれとヒナコは周りを見回し、声の居所を探す。

「……〈狂い咲く徒花ブロークン・フラワー〉をつかったな」

　おれの背筋に冷たい汗がつたう。

　鼻び腔こうに匂いは感じない。それほど微量の変化で飾かざりは自分の存在を見えなくした。

「ごめんなさい、わたしが詠唱について教えたから」とおれのぼやきにヒナコが小さく答える。

「君のせいじゃない」

　当然の結果だ。

　好きな人と楽しく学べば上達もはやい。それだけの話である。

　常に人が行き交う状況で誰ひとり違和感のある動きがない。見えない飾かざりにぶつかるような素振りはなかった。他の人々には見えており、魔術の効果はおれ達たちにだけ限定されている。

　おれはすぐに周りの知り合いに飾かざりの居場所を訊きこうとして、躊ちゆう躇ちよした。

「ねぇ。なんでその子がいるの？　ヒナコをとらないでよ」

　飾かざりの淡々とした声は冷たい苛いら立だちを帯びていた。

　周囲には飾かざりの魔力が充満しているため、感覚を研ぎ澄ましても本人の気配さえわからない。

　見えない声から向けられる純粋な敵意に、蓮れん歌かはおれの背後に一歩下がる。

「なに、なんなの？」

　蓮れん歌かが怯おびえた声で小さく問いかける。

「うかつに魔術をつかわなくて偉いな」とおれは蓮れん歌かをほめる。

「下手に刺激したら危険な気がしたから」

「懸命な判断だ」

　霧の中に迷いこんだように拡散する飾かざりの魔力は刻々と重たくなくなってきた。

「邪魔なの。せっかく楽しく買い物していたのに朱しゆ門もん蓮れん歌か、あなたが急に現れるからヒナコが遠くへ行っちゃったじゃない」

「いいか、飾かざり。落ち着くんだ。衝動に流されるな」

「ボクの居場所を奪わないでよ」

　ヒナコと蓮れん歌かの口論がじゃれついて見えるなら、十じゆう条じよう寺じ飾かざりはよほど朝あさ倉くらヒナコに入れこんでいる。

　おれ達たちをつつむ空気が張りつめていく。

　だが、おれとヒナコが見つけるより先に朱しゆ門もん蓮れん歌かを守る最強の護衛が動いていた。

「──近づくな」

　天賦の才を語るのに言葉は不要。

　ただ、誰もがわかる結果を示せばよいだけのこと。

　矢や車ぐるま壮そう雀じやくだけが見えないはずの飾かざりを捉えていた。

　彼自身が自覚しているわけではない。ただ直感が肉体を動かした。鋭敏な無意識の網が飾かざりを察知し、伸ばしていた手をつかむ。

　蓮れん歌かの斜めうしろ、心乱した十じゆう条じよう寺じ飾かざりは魔術が解けて姿を現す。

「触るな！　手を離して！」

　固まっている飾かざりをかばって、おれは矢や車ぐるまさんの手を強引にはがす。ヒナコはすぐに飾かざりの肩を抱いて、声をかける。

「どけ」

　短く、だが決して有無を言わせぬ命令。

「どきません」

「どけ、崩し屋！」

「依頼人を守るのが魔術コンサルタントです！」

「おまえは何度間違った人間に手を貸せば気が済む！」

　怒りより呆あきれが先立つ矢や車ぐるまさんの表情が苦しげにゆがむ。

「四年前とは違います。おれは繰り返さないために、今度こそ迷いません」

「一度の失敗が人生を狂わすことは誰よりも知っているだろう。秀ひで春はる」

　ふいを突いた懐なつかしい呼び方。それでも切り返したのは、おれなりの覚悟だった。

「それはあんたの正しさだ」

　おれは矢や車ぐるまさんの視線を真っ向から受け止めた。

「矢や車ぐるまさん、そのくらいにして。ダーリン、その真剣な眼まな差ざしはプロポーズで期待しているわ」

　蓮れん歌かの仲裁に矢や車ぐるまさんはおとなしく従ってくれた。まったく肝が冷える。本職の睨にらみは迫力の次元が違う。心臓がいくつあっても足りない。今でもバクバクと心臓が暴れている。

「蓮れん歌かお嬢さん。私は崩し屋に近づくことに反対です」と矢や車ぐるまさんは改めて表明する。

「それは矢や車ぐるまさんの正しさだわ」

　蓮れん歌かは鮮やかに言い返し、おれの方へ振り返る。

「ところでダーリン？」

「なんだ」

　おれはようやく肩の強こわばりを解いて、一息ついた次の瞬間だった。

「──その金髪の子は誰？」

　おれの背後で冷静さを欠いた飾かざりを見た蓮れん歌かが、不可解だとばかりに訊きいてきた。

　肺が空っぽになった状態で首を絞められるような絶望感。

「十じゆう条じよう寺じ飾かざりだ。彼女は今おれのクライアントなんだ」

「っ、アタシに黙っていたのは当然ワザとよね」と蓮れん歌かはかすかに驚きを浮かべ、得心する。

「自分が倒した決闘相手の顔を忘れたか？」

「まさか。ただアタシの知っている十じゆう条じよう寺じ先輩とはずいぶん違うから」

　蓮れん歌かは本当に十じゆう条じよう寺じ飾かざりであることに気づいていなかった。

「そうなのか？」

「アタシと決闘していた頃は長い黒髪で、もっと清せい楚そな感じだった」

　今の飾かざりは金髪になり髪も短く化粧もずいぶんしっかりしているから一目ではわからないのも無理はないかもしれない。

「……恨まれるのも無理ないか。執心するのは相変わらずみたいだけど、アタシの次がヒナコなんて、ずいぶん趣味が悪くなったのね」

　蓮れん歌かのすこし寂しげな横顔におれは少なからず自分が勘違いしていたことに気づく。

　これまで飾かざりと蓮れん歌かの決闘は敗北した飾かざりの立場でしか捉えていなかった。だが先に決闘を申しこんでいたのは十じゆう条じよう寺じ飾かざりなのだ。蓮れん歌かを焚たきつけたのは他ならぬ飾かざり自身である。

「君とヒナコは、芯が強いところはよく似ているよ」

　おれの率直な感想に反論したのは、飾かざりだった。

「朱しゆ門もん蓮れん歌かとヒナコは違う！」

「アタシの人生に仲良しごっこという文字はないの。決闘は楽しかったけど、十じゆう条じよう寺じ先輩とは求めているものが違った。それだけの話よ」

　明快な断言に場が凍りつく。

　大きく見開かれた飾かざりの眼めは、それから黒い緞どん帳ちようがおりるようにゆっくりと閉じられた。

「外の世界も、やっぱり最悪」

　どうしようもない諦観と虚無に彩られた響きを、おれは痛いほど知っていた。

　忘れられない先生の最後の言葉。




『君が僕を救ってくれると信じていたのに』




　消失した正午とともに朝あさ倉くら響きよう示じは姿を消した。

　過去という重力に引き寄せられた一瞬が、おれの反応を鈍らせた。

　飾かざりの細腕がおれを突き飛ばす。

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりは衝動のままに詠唱を発しようとしていた。

「うかつな詠唱はダメですよ」

　音もなくヒナコのくちびるが飾かざりの口を塞ぐ。

　見ていたおれ達たちは、ヒナコの行動に啞あ然ぜんとするしかなかった。

　ヒナコのくちびるが離れると、腰を抜かした飾かざりはふらふらとその場にへたりこむ。

　あ、あ、と小さく言葉にならない声をあげながら飾かざりは自分の着ているモッズコートのフードを手繰り寄せて、なんとか顔を隠した。もっさりミノムシ二号かよ。
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「すごいな、君は。キスか」

「しゃべらなくさせるのは魔術対策の初歩中の初歩だって教えたのは秀ひで春はるさんじゃないですか」

　ヒナコは至極真面目に答える。

「ずいぶんオリジナリティーある実践だ」

　真冬の狂騒劇を鎮しずめたヒナコの大胆な行い。本人的には女子はノーカウントらしい。

　蓮れん歌かは耳を真っ赤にしてドギマギし、矢や車ぐるまさんは「最近の子どもは……」と嘆く。

「立てるか」

　おれが差し出した手には触れず、フードをかぶったままの飾かざりは音もなく立ち上がる。

　まだ放心状態から抜け出せず棒立ちのままなにも話さない。

「あの、飾かざり……？」

　あまりにも平素と様子が異なる飾かざりにヒナコはおろおろしていた。心がプチ籠ろう城じよう中の飾かざりを見て、自分のしでかしたことにようやく罪悪感を覚えたらしい。

　迂う闊かつな振る舞い、誤解の種である。

　あまりにも取り付く島のない飾かざりの態度にヒナコは「秀ひで春はるさんも助けてくださいよ！」と泣きつく。

「アタシとヒナコが似てるって？」と蓮れん歌かは納得いかない様子だった。

「キスも言葉も誰かの心に踏みこむ行為という意味では変わらない。恐れずできる君らはやっぱり似ているさ」

「表現しなければ伝わらないじゃない」

「その通り。なのに、どうして上う手まくできないことが多いんだろうな」

　おれはあらためて飾かざりの方を見る。

　大きめサイズのモッズコートのフードを頭からかぶっているため、知らなければ少女であるとは一見してわからない。後ろ姿だけなら、はた目には小柄な男性にも見えた。

「…………」

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりと知りながら、おれはすぐそこにいる人物に別の印象が重なっていた。

　いつもおれが追いかけていた背中。捉えどころがなく、自らの存在を希薄化することで世界と関わりあうことを静かに諦めていた人。言葉は最小限に抑えられ、理解と誤解の区別に頓着がない。俗世の欲望からおおよそ縁遠く映る彼の言葉は、それゆえ誰より正しく聞こえる。

　生まれてはじめて目にした対象を親と認識する刷りこみのように、おれは疑いもしなかった。

　この人さえ信じていればいい。

　先生と一緒にいる時の心地よさが、黒くろ瀬せ秀ひで春はるの心に毒をめぐらす。

　誰よりもそばにいたはずのおれが土ど壇たん場ばになるまで朝あさ倉くら響きよう示じの本心に気づけなかった。

　見たままがそのまま真実とは限らない。

　閃せん光こうのように疑念が確信に変わる。

　直観は、雄弁だった。

　今の黒くろ瀬せ秀ひで春はるだから気づく。

　飾かざりはゆっくりと長いコートの裾を大きく翻して振り返る。白い手は戸惑うヒナコの手にやさしく重なり、自分の方へ誘う。

「君も、僕と一緒にきてくれ」

　ヒナコにささやく声はまるで別人だった。

　フードの奥で瞳が昏くらく輝く。

　そこに感じた魔力の波動をおれはよく知っていた。

　おれは奪い返すようにヒナコの肩をつかんで、力ずくで引き寄せる。

　我知らず選択したのは魔術崩しよりヒナコを守ることだった。

　飾かざりの口元が含みをもった笑いを浮かべる。

　相手はこちらの胸の内を見抜き、理解していた。

「また大切なものができたのかい、ハル」

　語りかける声音はどこまでも柔和で耳に残る。

　魔術の効果がないただの言葉が奥底へと染み入っていく。

　目が眩くらみそうだった。懐かしく、生涯許しがたい怒りが瞬間的によみがえる。

　かつて黒くろ瀬せ秀ひで春はるが全幅の信頼を置き、そして世界で一番恐怖する声そのものだった。

「〈世界は遠く消えていく。眠りは深く冷えていく。天地は境を見失い、闇だけが横たわる〉」

　詠唱だと気づかないほど、息をするような静かな詠唱。

　音もなく十じゆう条じよう寺じ飾かざりが空にかかげた腕の先、指輪の小さなつぼみが空を隠す傘のように大輪の花を咲かせる。

　目の前の魔術士はボタンを押す気軽さで世界を一変させた。

　香りが破裂する。視界を埋め尽くす濃密な色彩。中庭の温室とは桁外れに異なる威力。

　縦に長く伸びた高架沿いの繁華街をすべて塗りつぶすように飾かざりの芳香が一瞬で蔓まん延えんした。

　間一髪、蓮れん歌かの現カ心ウ想ルが炎の城壁と化し、〈狂い咲く徒花ブロークン・フラワー〉の猛毒を遮断する。

　飾かざりとの決闘経験が蓮れん歌かに詠唱をさせていた。

「……、ダーリン？」

　おれは炎の壁の向こう側を我知らず睨にらんでいた。おれの腕の中でヒナコが固まっている。細い肩をつかむ力が強くなって、ヒナコが「痛い」と声をもらした。

「いい教え子をもったようだね。まるで昔の僕だ」

　炎の奥に揺らぐ人影。

「ヒナコは渡さない」

「今日は騒がしかった。次は静かな時に話そう」

「待て！　本当のあんたはどこにいる！」

「近いうちにまた会おう。今度は四年も待たせないよ」

　炎に飲まれるように彼の気配が消え失うせた。

　やがて蓮れん歌かが現カ心ウ想ルを解く。

　高架を走り抜けていく電車の音がやたら大きく、長く聞こえた。普段は当たり前すぎて気にもならなかった。

　自分の呼吸する音がやけに近い。

　現実が崩れ去る時は一瞬だった。

「ガキのいたずらにしては、やりすぎだ」

　矢や車ぐるまさんがつぶやく。

　大都会に穿うがたれた突然の空白。

　不自然な沈黙は、四年前の消失した正午を彷ほう彿ふつとさせた。

　あれほど活気に満ちていた高架沿いの繁華街が完全に沈黙している。

　路上にあふれた人々がひとり残らず昏こん倒とうしていた。

　ついさっきまで楽しげに観光し、威勢よく商売し、各々が好きなように振る舞っていたはずの見慣れた景色は一変し、ひどく現実味を欠く。

　誰もが道に横たわりピクリとも動かない。

　先ほどまでおれを冗談半分にからかっていた連中が残らず力なく倒れ伏している。

〈狂い咲く徒花ブロークン・フラワー〉を免まぬがれたのは、蓮れん歌かの現カ心ウ想ルに守られたおれ達たち四人だけだ。

「か、ざり……飾かざり？　飾かざりはどこなんですか？」

　おれから離れ、ヒナコが泣きそうな声をあげる。

　どこを探しても十じゆう条じよう寺じ飾かざりの姿はもう見つからない。

　細い繁華街の外、飾かざりの魔術の影響をのがれた人々が一斉に異常に気づく。

　空白はすぐ埋め尽くされた。無差別の惨劇を目にした恐きよう慌こうは一気に伝でん播ぱし、悲鳴や怒号が濁流のようにあふれる。助けようと駆け寄る人、電話をかける人、写真をとる人、茫ぼう然ぜんと立ち尽くす人、急いで逃げる人。繁華街の入口は集まった人々が壁になって簡単に出られそうにない。

　サイレンのけたたましい音が遠くから滑りこんでくる。

　おれの思考を占めたのは眼前の異常な光景より炎で遮られるまでの一連のやりとり。

　ヒナコにキスされた放心状態から、周囲への被害も顧みない魔術を躊ちゆう躇ちよなく実行した。

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりは本質的に無分別な少女ではない。本当に衝動的な詠唱なら大量の死者が転がっているだろうが、路上の人々は昏こん倒とうこそすれど即死にはいたっていない。

　今の飾かざりに殺すことなく広範囲な魔術を実践できるだけの実力はまだ身についていない。

　つまり十じゆう条じよう寺じ飾かざりとは別の意志が〈狂い咲く徒花ブロークン・フラワー〉を制御し、この大惨事を引き起こした。

　他人の魔術を自由自在につかうような芸当ができる人物の心当たりは、ひとりしかいない。

　飾かざりの中から現れた朝あさ倉くら響きよう示じの〈覇権言語マスタータング〉模倣人格デツドコピーの仕業だ。

「先生、本当に生きていたのか……？」

　消失した正午から四年、おれは飾かざりの中にはじめて先生の影を捉えた。




　　　　　　　○




　都市型の魔術犯罪でも指折りの被害規模として高架沿いの集団昏こん倒とう事件は連日のように報道された。永えい聖せい魔術学院のお膝元の駅であり、魔術犯罪件数が少ないことでも有名なエリアでの白昼の犯行は社会的関心をおおいに集める。

　都内有数のターミナル駅から目と鼻の先の繁華街ということで周辺は異様な空気に包まれた。

　事件発生直後、魔術省はすぐに魔術執行官の本隊を派遣、現場一帯は完全封鎖。

　現場直上を鉄道が通っていたため現場調査と安全確認が終わるまでにかなりの時間を要し、その間の鉄道網への影響は帰宅時間帯の人々を直撃した。

　だが魔術執行官たちの手段を選ばぬ犯人探しの甲か斐いもなく有力な手掛かりは見つからなかった。事件の真相を断片だけでもつかもうとマスコミはガスマスク着用で取材に殺到した。

　悲劇にひとは群がる。

　一種の終末的光景と陰鬱な高揚が絶え間なく世間にあふれた。

　倒れた際に怪け我がを負った者など多くの人々が病院へ搬送されたが、奇跡的に死者はゼロで済んだ。不幸中の幸いだと知識人を気取るタレントが的外れな感想をわざとらしい沈痛な表情で語る。

　目を向けるべきは規模ではなく、質だ。

　魔術士の程度にもよるが暴想バーストした魔術行使をすれば大規模な現象は引き起こる。自他ともに命の保証はなく、制御されない大きな力の破裂は被害の桁も想像がつかない。

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりの〈狂い咲く徒花ブロークン・フラワー〉が暴想バーストでもすれば、それこそ数万人の死者が出ただろう。

　つまるところ今回の魔術行使は大規模殺さつ戮りくが目的ではなく、ただ姿をくらますために大勢の人々を巻きこんだに過ぎない。

　そして、十じゆう条じよう寺じ飾かざりの消息は絶たれた。

　おれも方ほう々ぼうに手を尽くしたが彼女の行方はようとして知れない。

　十じゆう条じよう寺じ家に問い合わせても、逆に半狂乱になった十じゆう条じよう寺じ麻あさ人とから直接質問責めにされてしまう始末だった。「裁判沙汰にならないだけ有り難いと思え」と家庭教師の契約は不履行を言い渡される。

　どんなにセンセーショナルな事件にも鮮度がある。

　肝心の犯人が捕まらないどころか手がかりひとつ見つからないうちに、世間は刺激に慣れていく。肝心の魔術省も具体的な進展を公表することはなかった。入り乱れる推論、根拠のない憶測、都合のいい誤解をもってしても事件への関心は移ろいゆく。

　魔術省が公表しない理由があるとすれば実際摑めていないか、自分たちに都合の悪い真実が含まれているか。

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりの失踪は、四年前の朝あさ倉くら響きよう示じと同じ状況をなぞる。

「ねぇダーリン。あの子、どうしたのよ」

　事務所に遊びにきていた蓮れん歌かは、気の抜けたヒナコの様子をいぶかしんでいた。

　心ここにあらずとばかりにヒナコは手だけを動かしながら黙々とアイロンがけをしている。飾かざりの凶行に激しく動揺し、その後の状況に悲しみ、今ではすっかり腑ふ抜ぬけになっていた。

　自分の感情から目を背けるようにヒナコは家事に没頭する。

　事件直後は毎回食べきれない量の食事をつくり、さすがにおれの胃と冷蔵庫が破裂してしまうと打ち明けた。つぎは今まで以上に掃除に精を出すようになり、事務所の隅々まで綺き麗れいにすると今度はフロリダビルの大掃除をはじめ、このままではビルを飛び出し、通りまで清掃する勢いだった。

「飾かざりがいなくなったのが、よっぽどショックだったんだろう」

　ヒナコにとって十じゆう条じよう寺じ飾かざりは魔術の話が遠慮なくできる同世代のはじめての友達だった。

　そうした貴重な友人を喪失する痛手はおれにも覚えがある。

「ねぇ今のうちにアタシ達たちの仲を深めない？　今日は邪魔されそうにないし」

　蓮れん歌かがおれにすり寄ってくる。

「邪念というシワを伸ばしましょうか」とヒナコがアイロンを持ち上げる。

「逆に燃やしてやるわ」

　蓮れん歌かが構える。

　だがヒナコはいつものように蓮れん歌かの焚たきつけには乗らず、わずかな間を置いてアイロンがけの作業に戻る。

「……なんかつまんない」

　蓮れん歌かは肩すかしを食らったように文句をもらす。

「クローゼットに入れておきますね」とヒナコが一週間分のアイロンがけを終えて、ワイシャツを持っていく。冬場はマフラーで首元が隠れるにもかかわらず、襟元をきちんとする出来栄えは芸術的ですらある。あれだけ気の抜けたままでも手だけで仕上げるのだから日々の積み重ねは裏切らない。無意識でもできてしまうのが実力というものだ。

「ありがとう。ヒナコ」

「どういたしまして」

　ヒナコがいったん視界からはずれる。

「事件のあとでよく矢や車ぐるまさんがここに来るのを許したな」

「当然禁止されているわよ。アタシが無視してるだけ」

「聞かなかったことにしておく」

　おれは手元の作業に意識を戻そうとして、蓮れん歌かはおれの執務椅子のひじ掛けに腰かける。

「十じゆう条じよう寺じ先輩。どこへ行ったのかな。またお屋敷に雲隠れ？」

「飾かざりは魔術で自由に姿を消せる。どこにいても見えなければ変わらない」

「便利ね。決闘向きの魔術じゃないのに、アタシと互角だったんだからすごい人」

　おれは思わず顔をあげた。

「そんな正直に実力を認めるとは思ってなかったから、意外だ」

「おバカさんね。本気の相手には敬意を払うわ。上辺だけの人は嫌いなの。だからダーリンのことも好きなのよ」

　蓮れん歌かの顔が近かった。高たか嶺ねの花という印象ははじめて駅前で見た時から変わらない。

「あれ、わたし今さっきお礼言われました？」

　ヒナコが急に戻ってきた。

「重症ね。今なら余裕で勝てそう」と蓮れん歌かはおれに体を寄せる。

「……なにかしていましたよね？」

　じーっと疑いの目を向けるヒナコ。

「なにもしてないわ。これからするところだったけど」

　蓮れん歌かはニッコリと余裕の笑みでおれの手を自分の腰にまわさせた。

「ほんとうにヒナコのこと嫌いなのか？」と小声で訊きいてみた。

「遊び相手はかわいがるものでしょう」

　だから近いですってば、とヒナコがおれと蓮れん歌かを引きはがす。

「あなたと違って同どう棲せいしているわけじゃないんだからいいじゃない」

「わ、わたしは部屋を借りているだけです！　それに、もうじき出ていきますから」

　二月も半ばを過ぎて、冬将軍が最後の悪あがきをするように気温は一層下がるばかり。週末には強い寒波が押し寄せ、東京でも大雪の予報だった。

　突然鳴り響いた電話をおれは事務的にとる。声の主は要件をさっさと告げて、一方的に通話を切った。

「……悪いが、すこし外出してくる」

「えー」と不満げな声をあげる蓮れん歌か。

「ふたり仲良く、いい子にしてろ」

「それは無理な話です」

　ヒナコも冷静に言い返す。

　おれが事務所を出ると、ちょうどアルバイト帰りの千ち草ぐさと会えた。

「悪いけどヒナコ達たちの面倒見ておいてもらえるか」

「はるちゃん、あんまり無理しないで」と階段をおりるおれに千ち草ぐさは声をかける。

「やせ我慢が男の宿命だからな」

　おれはわざとらしく帽子の位置を直し、伊だ達てに決めてみせる。

「くぅー前時代的。でも、似合わない」

　千ち草ぐさは大仰に唸うなったあと、どこか遠くを見る顔つきで冷静な意見を述べた。

「はるちゃんはやさしくていいんだよ。喜怒哀楽をぜんぶ受け入れて、それを力に変えられるのがいちばんの強さなんだから」
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　カフェ・新世界に着くと店の一番角にあたる席に七なな上かみ冬とお矢やがいた。

「いい店だね。コーヒーもうまい」

　おれも同じものを注文して、席につく。冬とお矢やもおかわりを頼んだ。

「まさかおまえから呼び出される日が来るとはな」

「いい加減ハルも気づいたんだろ」

「おまえが飾かざりに、ヒナコが最年少ライセンス取得者であることを話した理由がわかったよ」

　屋内でも手袋をつけたままの冬とお矢やがはじめてそれを外し、白く筋張った手の甲がさらされる。

「刺激をあたえれば模倣人格デツドコピーが顔を出すと思ったんだよ。当てが外れた代わりにハル達たちが現れた」

「先生は、自分に娘がいることさえ知らない」とおれはマフラーを外す。

「……どうしてハルだけが知っていたんだ？　僕も消失した正午が起きるまで朝あさ倉くらヒナコの存在を知らなかった」

　おれは黙りこむ。

　冬とお矢やは大した興味もなさそうに「別にいいさ。死んだ人間より生きている人間の話をしよう」と先に進める。

「危険性を考慮すれば十じゆう条じよう寺じ飾かざりが屋敷にこもってくれるのは観察するには都合がよかった。外に出ないほうが余計な刺激が少なくて済む。ところが君らの出入りによって十じゆう条じよう寺じ飾かざりの精神は明らかに安定し始めていた。だから外出も見逃した」

「駅前で魔術塊を投げたやつは？」

「尾行までは間ま垣がきの指示だが、魔術の使用はハルへの恨みによる犯人の独断だ」

「人気者はつらいね」とおれは軽口を叩たたく。

　冬とお矢やは目を細めたあと、話をつづけた。

「間ま垣がきは、十じゆう条じよう寺じ飾かざりの中にある朝あさ倉くら響きよう示じの模倣人格デツドコピーに心酔している。下手に護衛をつけて機嫌を損ねて困るのは連中だ。十じゆう条じよう寺じ飾かざりの〈狂い咲く徒花ブロークン・フラワー〉は強力だから、単独でも自衛は十分にできる。そんな信頼と不安の折衷案でお粗末な監視をつけた。もちろん周囲への被害は無視してね」

「結果として匿名28号が凶行に及んだわけだ」

　変なあだ名をつける癖はまだ直っていないのかい、と冬とお矢やは呆あきれる。

「あの夕暮れ、イレギュラーとはいえ僕が仕事をした状況でも十じゆう条じよう寺じ飾かざりは正気を失わなかった。頃合いを見て一度取り調べを行おうとした矢先に集団昏こん倒とう事件だ」

「飾かざりの居場所は？」

「幻覚だけで済んだはずが、ハルが鍛えたせいで魔術省の捜査網でも捕まらない。状況は先生が消えた時と同じだ。目撃したと思われる者は誰ひとりとして記憶になく、証拠も一切残っていない。まったく、雲隠れが得意で嫌になるね」

　冬とお矢やの軽く咎とがめるような視線には慣れっこだったが、おれが次の質問を口に出せない。悩んでいるうちにコーヒーが届く。おれは一口手をつけて、ようやく確認する。

「先生は生きているのか？」

「十じゆう条じよう寺じ飾かざりに接触したのは──消失した正午より後だ」

　苦虫をかみ潰すように冬とお矢やは答えた。

　彼が似合わぬ事務仕事に精を出したのも、おれ達たちを十じゆう条じよう寺じ家から遠ざけようとした理由に筋が通る。

「ようやくつかんだ手がかりだ。ハルの魔術崩しで勝手に模倣人格デツドコピーを消されるわけにはいかなかった」

「おれはもう第零種の、魔術士ですらないんだぞ」

「白々しい。折れた魔ぶ術きを新しく鍛え直すなんて前代未聞だ」

　三文芝居を吐き捨てるような言い方で、冬とお矢やは乱暴にカップをソーサーの上に戻す。

「魔術崩しなんて生み出して、しかも模倣人格デツドコピーを消せるときた。さすが一番弟子は格が違うね」

「あくまで原理の上での話だ。確証はない」

　おれは現状を努めて冷静に伝える。

　魔術崩しは強くて弱い。タネさえ割れてしまえば恐るるに足らない手品。

　しょせん魔術そのものには遠く及ばない。

「──できるさ」

　冬とお矢やは涼しい表情に反して熱のこもった声で断言する。

「魔術崩しは強制的に逆想リバウンドを引き起こす。模倣人格デツドコピーは精緻で効力は長いが、その現象はガラス細工よりも脆もろい。表に出ている状態なら魔術崩しによる逆想リバウンドの連鎖反応で消せるだろう」

　極めて忌いま々いましげに冬とお矢やは絞り出す。

「魔術執行官殿、過大評価がすぎるぞ」

「悪いけど僕の〈正射必中パーフエクトスコア〉の詠唱に間に合い、あまつさえ止めた男が凡人なわけがないだろう」

　最速の詠唱を誇る魔術執行官となっても七なな上かみ冬とお矢やは黒くろ瀬せ秀ひで春はるの在り方を認めない。

「拾った命は賢くつかえ。今度こそ死ぬよ」

「飾かざりに、まだ子どもに時限爆弾を抱えさせたままにはできない」

　おれはこの一件について退くつもりはない。それが魔術コンサルタントとしての矜きよう持じであり、魔術崩しをできる者の責任、なにより黒くろ瀬せ秀ひで春はるの意志なのだ。

　そしてヒナコのためでもある。

　心寄せあえる友人に会えないのは、寂しいじゃないか。

「ハルはその傲慢をいい加減捨てるべきだ。ひとりでできると思うな」

　おれ達たちは目を合わせず、ただ両者の立ち位置の違いを実感するばかりだった。

　互いにどう変わろうと馴なれ合うつもりは毛頭ない。

「なぜ、飾かざりだったんだ？」

「十じゆう条じよう寺じ家の血統に目立った存在はいない。あの娘だけが突出している。とんびが鷹たかを生んだばかりに父親の道具にされた。つまらん欲目の犠牲にあった不幸な子だよ」

　冬とお矢やの口先だけの同情に対して、おれは薄々感じていたことを口にする。

「最初に必要だったのは、その親の方なんだろう」

「セントクロス魔術保険、急成長の影に朝あさ倉くら響きよう示じありだ。裏で十じゆう条じよう寺じ麻あさ人とに知恵を授けていたのは朝あさ倉くら響きよう示じ本人と見て間違いない。不自然な金の流れも見つかった」

「あの会社全体が先生の隠れ蓑みのね」

　魔術省で監査に入り、厳しく資金の流れを追ってようやく見つけた足跡。

　灯台下暗しとはこのことだ。十じゆう条じよう寺じ麻あさ人との人物像を見れば、なるほど現在の社会的成功に見合う器ではない。優秀な参謀がいてもおかしくないが、まさか朝あさ倉くら響きよう示じとは予想外だった。

「十じゆう条じよう寺じ麻あさ人と本人はいまの成功をすべて自分の手柄だと信じて疑わない。ぜんぶ自覚のない受け売りだというのに哀れな話さ。まるで悪魔だ」

　魔術執行官は重たい口ぶりで告げる。

「神の啓示だろう」

　おれは皮肉るしかなかった。

　神話や歴史の逸話で語られるような天の声の正体は、案外こんなものなのかもしれない。近しい者の助言を自分の手柄にするべく、その存在は見えないものにされる。

「僕たちは探していたつもりが、また手のひらで踊らされていた。今も昔も」

〈覇権言語マスタータング〉は他者の思考を支配し、先生の傀かい儡らいとしての模倣人格デツドコピーを遅効性の毒のように忍ばせる。

　朝あさ倉くら響きよう示じという存在は無限に増殖をつづけ、当の本人は決して姿を見せない。

　ただ影響だけが呪いのように残る。

「いつものことだ」

　コーヒーの苦みで誤魔化すように去来する様々な想おもいを飲み下す。

　黒くろ瀬せ魔術コンサルタントに十じゆう条じよう寺じ飾かざりの家庭教師を回してきたのは、他ならぬ先生その人だろう。ルーシー店長は本人も自覚がないまま伝言役メツセンジヤーをさせられていた。

「そして世界で唯一信頼していた弟子に裏切られた男のタガは完全に外れた」

　対面に座る全身黒い服の青年は蛇のような嫌らしい言い回しをする。

「冬とお矢や。先生は消失した正午のつづきをすると思うか」

　返ってくる答えをわかっておきながら、おれは思わず訊きいてしまう。

「次は、魔術省との戦争だ」

　冬とお矢やは簡潔に答えた。

　現実味のない馬鹿げた話だが、おれは否定することができない。無理に笑い飛ばそうとしてみるが、心の動揺は正直だった。

「あの男は魔術を心底恨んでいる。現状の魔術省による管理を決して認めない。だから金と人を集めて、現代魔術社会の象徴たる魔術省を徹底的に潰す」

「魔術執行官の厳しい取り締まりや現行の魔術士のライセンス制度をこころよく思っていない人はいくらでもいる。そういう不満を募らせた連中を扇動し熱狂させるのに〈覇権言語マスタータング〉ほど適した魔術は他にないわけだ」

　あらためて恐ろしい魔術ちからだった。

　一個人の意志が集団を支配し、大きな流れとなって社会をひっくり返す。

　おれ達たちの先生は、躊ちゆう躇ちよなく目の前にある慣れ親しんだ世界を丸ごと書き換える。

「四年前のハルと同じようにあの小ガ娘キをつかって、今度こそ地上から魔術を消し去るつもりだ」

〈万物流転ユニバーサル・フロー〉は万能の魔力源である。ヒナコの魔術なら〈永久言帝エンペラースペル〉以上の、朝あさ倉くら響きよう示じが望む魔術を実現できるかもしれない。

　魔術省の壊滅、そして魔術という摂理の抹消。

　朝あさ倉くら響きよう示じが目指すのは魔術の根絶された世界だった。

「ヒナコはまだ子どもだぞ！」

「ハル、忘れたとは言わせないぜ。僕らも子どもだった。先生には関係ない」

　冬とお矢やは事態がすでに進行していることを告げた。悠長に構えている暇はない。育ってからでは手遅れになる。

「十じゆう条じよう寺じ飾かざりに近づいた理由も同じだろう。彼女の魔術はとてつもない脅威だ。魔術執行官の本隊さえ彼女ひとりで壊滅できるかもしれない」

　蚊帳の外にいたはずの先生がすぐそばに現れた。望み薄だった父親探しが一転、魔術界を揺るがす事件の最前線にヒナコは立たされていた。

「──先生とヒナコは会わせるわけにはいかない」

　おれの口から思わずこぼれた一言に冬とお矢やは心底あきれ、憐あわれんだ。
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　その朝はやけに静かだった。

　事務所の空気は冷たく重い。まつげの先に砂糖一粒をのせたような違和感。

　ヒナコに起こされるまでもなく自然と目が覚めてしまった。

　いつもならヒナコが朝食の準備をしているから事務所内は明るく暖かいはずが、今日は珍しく寝坊でもしたのだろう。

　薄暗く冷たい、おれが一人だった頃の事務所の朝だった。

　雪が積もったように自分の肩がひどく冷えている。

　ベッドから抜け出し、ブラインドを開くと一面銀世界がひろがっていた。夜中のうちに降りはじめた雪がたっぷりと積もり、世界を白く彩り塗りつぶしていた。

　見慣れた街の景色は多少の輪郭を残す程度で、まるで別世界に迷いこんだ気持ちになる。

「どうりで目が覚めるわけだ」

　テーブルには新聞の朝刊が置かれていない。

　耳を澄ますと階段を駆け下りていく音が三階を通り過ぎる。

　廊下に顔を出すと、玄関の郵便受けを通り越して扉を開けて外に出る音が聞こえた。

「このクソ寒いのに外に出るとか……」

　山育ちならこの程度の雪にはしゃぐようなこともないだろう。

　気になったおれは上着だけを羽織り、スリッパから靴に履き替えて階段をおりていく。

　外に出ると大粒の雪が視界を埋めるように舞っていた。

　足首の上まで埋まるほどの積雪。クルマの行き来がほとんどないフロリダビルの前の通りは荒らされておらず白い雪原めいていた。駅前の喧けん騒そうも今日はどこか遠い。

　微妙な違和感は確かにあった。だが意識はすぐに立ち尽くすヒナコの背中に奪われてしまう。呼びかけようとして声がつまる。

　彼女の視線の先に、十じゆう条じよう寺じ飾かざりが雪の中に立っていた。

「飾かざり。よかった、無事だったんですね！」

　再会の喜びがにじむヒナコの声にたいして、目ま深ぶかにフードをかぶったままの飾かざりは沈黙を守る。

「……そいつから離れろ」

　おれは硬い声で告げる。

「秀ひで春はるさん。飾かざりです。戻ってきたんですよ」

「いいから離れるんだ！」

　ビクリとヒナコが肩を大きく震わせた。

「迎えにきたよ、ヒナコ」

　飾かざりの声は登校を誘う友人のように気さくなものだった。

「どこに連れていくんですか？」

「ヒナコはお父さんに会いたかったんでしょう？」

「そう、ですけど……」

「あの人は、ボクの中にいる」と彼女は確かにそう言った。緩やかな動作で飾かざりは自分の手を胸の前に置く。

「飾かざり。流されるんじゃない。自分を確かに持て。君は君だ！」

「知らない！　僕はヒナコといたい。あの人は、その力を貸してくれるんだ！」

「一いち途ずすぎるぞ、十じゆう条じよう寺じ飾かざり！」

　フードの奥で誰かが嗤わらった。

　人格の切り替わりに呼応するように魔力が周囲に放出され、雪が舞い上がる。

「──やぁ秀ひで春はる。元気そうでなによりだ」

　そこに立つ気配をおれはよく知っていた。儚はかなく、吹けば消えそうな危うさ。十じゆう条じよう寺じ飾かざりの肉体に潜むのは──

「朝あさ倉くら響きよう示じッ！」

　おれの叫びが白銀の世界に響く。

　動いたのは口だけ。すでにおれの身体からだの首から下は自由を奪われていた。いつ魔術が発動していたのか。おれは彫刻のように身体からだが動かなくなり、声を出すことしかできない。

「さぁ、おいでお嬢さん。僕も、飾かざりもそう望んでいる」

　朗々と説く声は魔的な響きを帯びていた。心の隙間に滑りこみ、深く根をはるように思考を支配する。

「聞く耳を持つな！」

「君が来てくれないと飾かざりが寂しがる。このままでは彼女は一生独りだ。それはかわいそうじゃないかい？」

　ヒナコはおれの反応と目の前の人物の友人らしからぬ言動で察した。

「わたしの名前は朝あさ倉くらヒナコ。あなたが、わたしのお父さんなんですか？」

　ヒナコは震える声で問う。

「おもしろいことを言う。子どもそんなもの、僕が望むわけがない」

　固まっていたのは一瞬。

　ヒナコは逃げ出すようにおれの元へ走ろうとした。

「秀ひで春はるさん！」

「ヒナコ！」

　おれに向かって必死に伸ばそうとしたヒナコの手は空を切る。

　飾かざりから吹きだした濃密な紫色の煙は巨大な手のひらのようにヒナコの存在を包み、一瞬で気を失わせる。

　糸が切れたように後ろへ倒れかけたヒナコの身体からだを十じゆう条じよう寺じ飾かざりが受け止めた。

　おれが飛びかかろうと必死に足あ搔がいていると、後頭部を黒棍棒ブラツクジヤツクで殴られたような強い衝撃が襲う。閃せん光こうのような痛みが炸さく裂れつし、意識をかすれさせた。

　激痛のおかげで身体からだの硬直が解ける。

　しびれるような感覚を無視して、雪に沈んだ身体からだを起こそうとすると背中を踏みつけられた。

「この前はよくも恥をかかせてくれたな」

　金属化した間ま垣がきが忌いま々いましい声を浴びせる。事前に飾かざりの魔術で姿を隠していたのだろう。おれは気づけなかった。

　冷たい雪に窒息しそうになりながら、なんとか足あ搔がこうとする。だが深く積もった雪に手足をとられ前に進めない。

「ヒナコを、返せっ」

　視界に真っ赤な緞どん帳ちようがおり、意識は薄れてゆく。

「おとなしくしていろ！」

　背中から内臓を突き抜けるような分厚い衝撃。骨が軋きしみ、肺の空気を無理やり絞りだされた。そのまま間ま垣がきは呵か責しやくなき暴行を重ね、真っ白な雪の上におれの赤い血が散っていく。痛いはずなのに冷たさのせいで痛覚はすでに希薄だった。身体からだがただの肉の塊になったみたいに重たく転がる。

「──マガキ」

　蹴るのに夢中になっている間ま垣がきの耳に彼の声は届いていない。

「〈興奮は消沈へ。高揚は平静へ。憤ふん怒ぬは安あん堵どへ〉」と十じゆう条じよう寺じ飾かざりの唇が詠唱を紡ぐ。あれほど猛たけっていた間ま垣がきは鎮静剤を注射されたように一瞬で大人しくなる。

「品のない暴力はやめたまえ。行こう」

「ハイ、響きよう示じさん」と鋼鉄野郎は忠犬さながら喜々として従う。

　もう声も出せない。

　しゃべらなくさせるのは魔術対策の初歩中の初歩だ。おれも先生から教わった。

　だが、おれには詠唱できる自分の魔術さえなかった。

「ハル。今の君にまだ価値があるなら、僕に証明してみせろ」

　どこか期待をこめて朝あさ倉くら響きよう示じの声けはいは告げた。

「夜までは待とう。十じゆう条じよう寺じ邸で紅茶でも飲みながら。君が最初に来てくれた時は飲み損ねたからね」

　一面の雪にもかかわらず朝あさ倉くら響きよう示じの去っていく足音は聞こえなかった。
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　最初に気づいたのは淹いれたてのコーヒーの香りだった。

　ゆっくりと目を開けると見知った天井。室内は明るく暖かい。

　おぼろげな意識で自分が事務所のベッドで寝ていることをなんとか認識しはじめた時、「ダーリン？　よかった。大丈夫？」とそばで蓮れん歌かが大きな声をあげていた。

「千ち草ぐささん！　ダーリン起きたよ！」

　蓮れん歌かが叫ぶように呼ぶと、千ち草ぐさもパタパタとスリッパを鳴らしながら駆けつける。

「はるちゃん、生きてる？　頭の傷は治したけど他に痛いところはない？」

　千ち草ぐさの投げかけに、おれはばね仕掛けのように急いで身体からだを起こした。

「ヒナコを助けに行く」

　雪で濡ぬれた寝間着は脱がされ身に着けているのはパンツ一枚。おれはクローゼットを開いて、服を着ていく。

「ハルが行っても無駄だよ。十じゆう条じよう寺じ邸にはじきに魔術執行官の本隊が突入する」

　七なな上かみ冬とお矢やがコーヒーのマグカップを片手に冷めた眼まな差ざしをむける。

「小ガ娘キもそこだ。今のところまだ生きている」

「ヒナコが連れ去られるのを黙って見ていたな」

「十じゆう条じよう寺じ飾かざりと朝あさ倉くら響きよう示じの接触は立証された。ついでに朝あさ倉くらヒナコという貴重な人材が誘拐されたことで魔術省は十じゆう条じよう寺じ邸を強制捜査する口実を得た」

　おれはワイシャツのそでだけ通した状態で冬とお矢やの胸倉を摑む。

「捜査？　皆殺しの間違いだろ！」

「最後にエサとして君らは立派に役立った。捕まらないだけ良しとしろ！」

　冬とお矢やの恫どう喝かつめいた言い返し。

「運がよければ死体くらいは返ってくるさ。あそこは無免許魔術士の巣そう窟くつでもある。いくら大企業とはいえ、魔術省としてもはや見過ごせない」

　冬とお矢やのわざとらしい口調はおれの神経を逆撫なでるだけだった。

「未来の可能性より過去の失態をもみ消すほうが大事か？」

「大多数の利益のためには少数の犠牲は仕方ない」

「……おまえから、そんな言葉は聞きたくなかった」

　おれは手を離し、服を着ていく。

「無駄死にさせるくらいなら、僕がハルを殺す」

　七なな上かみ冬とお矢やの最後通告。

　背中に感じる魔術の銃口。冬とお矢やの本気が指先に宿る。

「黒くろ瀬せ秀ひで春はるを殺させるのは一度で十分だ」

　魔術士としての黒くろ瀬せ秀ひで春はるは四年前に死んだ。

　魔術を持たないおれが乗りこんだところで無駄かもしれない。

「だからって諦めていい理由にはならない。おれは、魔術コンサルタントだ。関わった相手に間違った魔術をつかわせたりはしない」

　おれは振り返る。

　きっちりとアイロンのかかったワイシャツのボタンはすべてとめた。

「行かせないよ。僕を置き去りにした四年前とは違う」

　怒りを通り越した虚うつろな瞳。引き金をあっさり引いた。それがフロリダビルを離れたことで手に入れた冬とお矢やの強さ。彼はもう自分の魔術に苦しんではいない。

　魔弾がおれの頰をかすめ、血がしたたる。

「だから冬とお矢や、力を貸せ」

「…………は？」

　おれは怯ひるむことなく、一歩踏み出す。

「力を貸してくれ。おれだけじゃヒナコも飾かざりも救えない」

「ふざけているのかい？」

「大真面目だよ。おれに手段を選んでいる余裕があると思うか」

　上辺を気にしたところでなんの価値もない。なにもかもかなぐり捨てて優先しなければならない瞬間を決して見誤ってはならないのだ。

「やれることを全力でやるだけだ」

　おれはまっすぐに弟弟子を頼る。呆あつ気けにとられていた冬とお矢やの手からコーヒーを取り上げ、一息で飲み干す。

「まだまだだな。おれのほうが上う手まい」

　冬とお矢やは盛大にため息をつく。

「十じゆう条じよう寺じ邸の警備はしょせん素人集団だ。そんな連中にわざわざ魔術執行官の本隊を出動させるのは税金の無駄に他ならない。僕は無駄づかいが嫌いなんだ」

　おれがつき返した空のマグカップを見て、冬とお矢やは年相応の笑いを見せた。

「ダーリン、アタシも行くわ」

　蓮れん歌かも名乗りをあげる。

「ダメだ。蓮れん歌かを危ない目にはあわせられない」

「香りの影響を避けるにはアタシの魔術が必要でしょう。だいたい魔術執行官は肝心なところでは殺す一択じゃない」

　冬とお矢やはそのものズバリを言い当てられて吹きだす。

「彼女の炎は確かにつかえる。ハル一人より生存率はあがる」と、朱しゆ門もん蓮れん歌かの背後に矢や車ぐるまさんがいることも七なな上かみ冬とお矢やはすべて承知している。

「ダーリン」

「なんだ？」

「最愛の人の挑戦を信じられないなら女をやめるわ」

　蓮れん歌かは威勢のいい啖たん呵かのあと「それにね、ヒナコと決着がまだなのよ。勝ち逃げさせるつもりはないの」と憎々しげにつけ加えた。

「服装が乱れて帰ったら矢や車ぐるまさんにバレるぞ」

「そんな無作法、アタシがするわけないでしょう」

　蓮れん歌かは優雅に否定する。

　千ち草ぐさは詠唱するとおれの頰に手をかざして、傷を治療した。

「私はおとなしく待っているから、ナコちゃんと一緒にはやく帰ってきてね」

　おれはコートにそでを通し、黄色いマフラーを巻いた。最後に帽子をかぶり、準備は整う。

　外は都心では珍しい大荒れの吹雪だった。
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　おれ達たちの最優先事項は、ヒナコの奪還。

　そして飾かざりにかけられた朝あさ倉くら響きよう示じの〈覇権言語マスタータング〉の模倣人格デツドコピーを崩す。

　魔術省は生きて十じゆう条じよう寺じ飾かざりを捕獲するのが望ましいが、魔術執行官の本隊が動いた段階ですでに生死を問わない状況にまで差しかかっている。

　だから冬とお矢やを協力させる口実に、生きて飾かざりを連れ戻す。

　十じゆう条じよう寺じ邸の煩わしいセキュリティーチェックは機能していなかった。入口に誰もいない。

　代わりに広大な庭に間ま垣がきの息がかかった警備の連中が鼻息荒く待ち構えていた。

　広い庭を隈くまなく照らす眩まぶしいライトは死角を殺し、誰がどこにいようとも一目で把握できる。

　昨晩から積もった雪とライトのせいで庭は吹雪のゲレンデのようだった。

「蓮れん歌か、自分の身を守ることを最優先しろ。屋敷に入るまでの露払いはおれ達たちでやる」

「そうさせてもらうわ。正直この数には乙女の危機を感じるかも」

　暴発寸前の警備の連中は今にも飛びかからんばかりだった。

「大群だろうと雑ざ魚こは雑ざ魚こだ」と冬とお矢やは鼻で笑う。

「殺しすぎるなよ」

「……せっかくの綺き麗れいな庭園を血で汚すのは忍びないからね」

　屋敷の前に仁王立ちする間ま垣がきの光を反射する金属のデカイ図ずう体たいは遠くからでもよく目立つ。

「冬とお矢や、一発お見舞いしてやれ」

　放たれた高速の魔弾は吹雪の影響などおかまいなしに遠距離の標的ターゲツトへ迫る。正確無比な射撃は鋼鉄野郎の首をのけ反らせた。

　だが、間ま垣がきは金属の肌のおかげで脳のう漿しようをぶちまけずに済んでいた。

「やつらを殺せ！　徹底的にだ！」

　間ま垣がきが庭中に響き渡る大声で号令をくだす。

　おれと冬とお矢やは目線も合わせない。

「最速で蹴散らすぞ」

「愚問だね」

　おれ達たちは雪原を駆けた。

　怒号とともに襲いかかる第一波、詠唱中の第二波、後方で状況をうかがう第三波。

　だが七なな上かみ冬とお矢やの〈正射必中パーフエクトスコア〉には関係ない。

「〈散開、制圧〉」

　走るより早く、相手の詠唱が終わるより先に、冬とお矢やの魔弾が命中する。

　距離に関係なく、冬とお矢やの視界に入る標的ターゲツトに魔弾がばらまかれた。

　着弾によるうめきの合唱を無視して、おれ達たちは雪原を驀ばく進しんする。

　運悪く被弾による致命傷を免まぬがれた数名が向かってきた。

「脆もろい」

　おれは魔術と腕力の区別もつかないような連中の攻撃を回避、そのすれ違いざまに魔術を崩す。相手は逆想リバウンドを起こして、次々に雪に沈んでいく。

　魚影の群れをかき乱す巨大なクジラのようにおれ達たちは一方的に突き進む。

　無制限必中の魔弾と切れ味抜群の魔術崩しは雑ざ魚こを掃討するには十分すぎた。

　冬とお矢やが大多数を間引き、おれがこぼれた敵を残らず斬り崩す。

「息合いすぎ！　いつ練習していたの？」

　おれ達たちのあとにつづく蓮れん歌かが心底驚いていた。

「そんなもんするか」

「ぞっとするね」

　津波のような攻撃はあっという間にやんでいた。あまりに一方的な展開。残っていた連中は、一瞬のうちに積みあがった仲間たちの倒れ伏した姿に完全に怯おびえ固まっている。

「おまえら、ビビるな！　勝てば報酬もたんまり出すぞ！　行け！」

　間ま垣がきの叱しつ責せきに鞭むち打たれるように攻撃の再開。

　だが最初の気勢はとうに失われていた。

　おれがさらに先行して、手あたり次第に各個撃破していく。ただ魔術で暴れたいだけの烏う合ごうの衆に連携なんて発想はない。

　冬とお矢やは雪原に満遍なく魔弾を放ち、逃げる的まで残らず行動不能に陥らせ、不意打ちの芽をつぶす。

　屋敷の扉まで辿たどりついた時、激げき昂こうする間ま垣がきは〈硬化〉の魔術で全身を武器に突進してくる。

「ハル、どけ！」

　背後の声におれは蓮れん歌かを摑つかんで、すかさず横に飛ぶ。

　刹那、大量の魔弾が面制圧のごとく間ま垣がきに殺到。ドラムロールめいた魔弾の散る音が暴れた。

「心地いいねぇ。まるでシャワーを浴びた気分だ」

　金属化した皮膚は魔弾にもびくともしない。間ま垣がきは無傷を誇示するように腕の交差を解く。

「魔術執行官はこんなものか！」

　鋼鉄野郎は頭のネジが飛んだように吼ほえる。

　彼の目は血走って赤黒くなり、その目つきは完全に正気を失っていた。

「あんた、朝あさ倉くら響きよう示じになにかされたな」

　おれは距離を測りながら鋼鉄野郎の様子をうかがう。蓮れん歌かには離れるように指示した。

　屋敷の玄関ホールで戦った時にあっさり解けた間ま垣がきの魔術が冬とお矢やの遠距離射撃から今に至るまで一度も解けていない。

「おかげで最高の気分だよ。こんな魔術的充実ははじめてだ！」

　多幸感に満ちた口ぶりで間ま垣がきは衝動のままにおれ達たちに襲いかかる。振りおろした腕が雪を巻き上げる。

「今すぐ魔術をとめろ！　暴想バーストして死ぬぞ」

「知ったことか！」

　強力なドーピング状態の間ま垣がきにこちらの声は届かない。身の丈に合わぬ魔術の代償は刻一刻と命を削っていく。

　──こいつも捨て駒だ。

　鋼鉄野郎の〈硬化〉の魔術と馬鹿力なら魔術執行官の本隊が攻めてきても、十じゆう条じよう寺じ飾かざりが脱出する時間は稼げる。だが、間ま垣がきという男は朝あさ倉くら響きよう示じには選ばれなかった。

「最初の時と同じだな。あんたは中に入れない。ただ外に立っているだけだ」

　中庭の温室に案内された時、間ま垣がきは入らなかったのではなく入れなかった。

　飾かざりの意思か、朝あさ倉くら響きよう示じの指示か。おそらく両方だろう。

「時間の無駄だ。ハル、先に行け」

「そうさせてもらう」

　冬とお矢やが魔弾をばらまき鋼鉄野郎を足止めする。

「豆鉄砲が、効くかよ！」

　咄とつ嗟さにおれの進路を塞ごうとした間ま垣がきの金属化した右腕。が、次の瞬間に目の前で吹き飛ぶ。今朝おれを昏こん倒とうさせた黒棍棒ブラツクジヤツクは永遠に失われた。

　一拍置いて、間ま垣がきが自身の欠損を認識して絶叫する。

「こいつは僕が殺す」

「あんまり遊ぶなよ」

　蓮れん歌かがついてきているのを確認して、そのまま屋敷に踏みこもうとする。

　狂乱する間ま垣がきはそれでも朝あさ倉くら響きよう示じの命令を果たすべく動いた。〈狂い咲く徒花ブロークン・フラワー〉によって痛覚は麻ま痺ひさせられているようだ。周囲に血をまき散らしながら暴れつづけた。

「よそ見をするな」冬とお矢やがさらに一発。

　間ま垣がきは左目を押えて、喉が裂けるような声を発した。

　雪原に立ち上がる黒い影はすべての魔術士にとって死神そのもの。

　魔術執行官の蹂じゆう躙りんがはじまる。

　口は禍わざわいの元。

　殺傷性を抑えていた冬とお矢やの魔術から手心はなくなっていた。

「見なくていい」

　腕をとって強引に連れていく蓮れん歌かは「敵でなくてよかった」と声を引きつらせた。

「味方でもないけどな」

　冬とお矢やの怒りはいつだって本物だった。

　おれに対しても朝あさ倉くら響きよう示じに対しても変わらない。




　　　　　　　○




　開け放った重たい扉の奥で、玄関ホールは異界と化していた。

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりの〈狂い咲く徒花ブロークン・フラワー〉が極彩色を帯びて濃密な匂いを漂わせる。

　外とはうってかわって派手な空間は、十じゆう条じよう寺じ飾かざりの混乱そのままを反映しているようだった。

　さまざまな匂いが充満した室内から遮断するように蓮れん歌かの現カ心ウ想ルがおれを内側におさめる。

　炎の薄い膜をへだてて、おれは中央階段の上に彼を見つけた。

　こちらの来訪に気づき、目ま深ぶかにフードをかぶった存在が動く。

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりの極現心想セミ・カウルはあまりに肥大化していた。

　指輪として具象化されていた薔ば薇らの花が過剰に生育しすぎて、飾かざりを本人ごと巻きこんだ巨大な怪花となっている。下半身をおおうスカートのように胴より下から無数のイバラが広がり、空間を埋めつくように四方へ絡みついていた。いくつかの大輪の花を咲かせて、匂いをまきちらす。モッズコートの裾下から伸びたイバラは玄関ホールの中央階段をおおいつくし、ロングドレスのような状態で行く手を阻む。まるで地獄の針山だ。とてもじゃないがまともには上れない。

「なにこれ、根をはっているじゃない」

「魔術の制御が不安定になって極現心想セミ・カウルが壊れかけている……」

「現カ心ウ想ルとも違うの？」

　蓮れん歌かは目の当たりにした異質な魔術に怯おびえていた。

「現カ心ウ想ルは、感情と理性の調和によって成り立つ。どちらか一方が欠けても足りない。今の飾かざりは感情任せに魔力を垂れ流しにしているだけだ。本来ひとつの効果に特化したのが極現心想セミ・カウルで、それゆえイメージの固定化としてアクセサリーの形をとることが多い。飾かざりの場合は薔ば薇らの指輪だった。蓮れん歌か、あれが指輪に見えるか？」

　蓮れん歌かは即座に首を左右に振る。

「だから一定の形に安定していない」

　綺き麗れいに剪せん定ていされていた一輪の薔ば薇らは、今や無造作に群生しているにすぎない。

　具現化された濃密な魔力と引き換えに、十じゆう条じよう寺じ飾かざりの強みだった魔術の静かな起動は完全に失われていた。

　匂いの有効範囲は一階のみ。

　滞留した匂いの中で飾かざりの父親である十じゆう条じよう寺じ麻あさ人との姿を見つける。彼の暴言が現状の引き金になったのだろう。悪夢にうなされる彼は涙と汗とよだれをたらし、腕を振り回しながら、言い訳と謝罪のひとり相撲を続けていた。

「全部焼き尽くす……のは無理そうね」

　あまりにもイバラの広がり方が大きい。

　見上げればヒナコは手足を拘束され、詠唱をさせないためにご丁寧に猿ぐつわまでかまされていた。太いイバラが彼女の胴体に睨みつき、身動きのとれないヒナコをこれみよがしに持ち上げている。

　悔しそうにフードの奥をにらむヒナコ。自力での脱出は難しそうだ。匂いの影響を避けるためにヒナコが手の届く高さまでおりてくることはない。

「いつまでミノムシみたいにぶら下がってるの！　はやくしないとダーリンと婚姻届出すわよ」

　どんな挑発だ。

　そしてヒナコも鼻息荒く猛然と暴れだす。ライバルの言葉は効果てきめんだった。

「……あのイバラは受け流せ。あの魔力密度、真正面から受けたら現カ心ウ想ルが壊される」

　飾かざりの足元からイバラが射出するように突進してきた。

「ダーリン、一個あげるわ！」

　上下にふたつ回転する炎の輪がおれと蓮れん歌かそれぞれにわけられた。

「おまえ、いつの間に？」

「逆サプライズよ。結婚指輪は二個セットだから失なくさないでよ！」

「かわいい教え子で嬉うれしいね」

　往還詠唱セツシヨンの成果だ。蓮れん歌かは現カ心ウ想ルの構成を変えることで遠隔同時展開を可能にした。

　これで個別に行動ができる。

　縦横無尽に暴れる鞭むちのようなイバラを回避していく。

「〈尖せん兵ぺいよ、奔はしれ〉」

　蓮れん歌かが放つ火球はイバラの表面を焦がす。動きは止められるが新しいイバラがすぐに別方向から攻撃を重ねてくる。

「しつこい！」

　蓮れん歌かは炎で応戦するが決定的な一撃にはいたらない。

　おれもイバラをかわしながら、なんとか二階へよじ登る方法を探していた。

　自分自身の魔術がつかえないことを悔やむ。

　イバラはすでに詠唱が完結しているため、魔術崩しが通じない。具現化するほど密度も高いため触れて崩すのも不可能。末端の棘とげを削そぐのがせいぜいだ。

　イバラに縛られ宙ちゆう吊づりのヒナコは必死にもがく。

　おれの頭上で回転する炎の勢いも少しずつ弱まっていた。

　残念ながら覚えたての技術は長続きしない。おれは方向転換して、蓮れん歌かと合流する。

「おかえり、ダーリン。このまま逃げない？」

「できればそうしたいな」

　魅力的な提案だが、ヒナコと飾かざりを見捨てるわけにもいかない。

　これまでの観察結果を話すと急に抱きついてきた蓮れん歌かが隠し玉を耳打ち。次の手は即決した。

「〈弓兵よ、浴びせよ〉」

　蓮れん歌かは迷いなくヒナコに向かって、炎の矢を放つ。天井いっぱいに高い放物線を描くようにあえて間延びした軌道。

　複数のイバラはヒナコを守ろうとしてすべて集まる。

　読みは当たった。

「蓮れん歌か！」

「〈砲兵よ、砕け〉」

　蓮れん歌かの新しい詠唱。

　おれを守る炎の輪が丸ごと巨大な燃える砲弾と化す。おれを中心に収めた炎の砲弾は階段のイバラを焼き払う。砲弾内部は中空でさながら炎のトンネルだ。焼け落ちそうな階段を一気に駆け上がっての正面突破。

　明らかにヒナコの大火力に対抗するために考えられた魔術の使い方だった。

　二階に達した炎の砲弾は飾かざりとヒナコを引き裂くように黒い焼け跡を刻む。

　おれは朝あさ倉くら響きよう示じに迫っていた。

　飾かざりを守ろうとイバラが直撃し、炎の輪が砕かれる。だが二階なら匂いも関係ない。おれは階段の手すりを足場にして、飛び石をまたぐように飾かざりの前に跳びこむ。至近距離から迫るイバラに対して空中で強引に体をよじり回避。二階の床に転がりながらも到達した。

　宙づりにされたヒナコを背にしている限り、相手はイバラをつかえない。槍やりを突き刺すように攻撃して、おれが避ければヒナコに当たってしまう。一階で散々逃げ回る中でイバラの挙動の限界は把握できた。至近距離での急な軌道変更はできない。

　ようやく魔術崩しが届く距離に捉えた。

　あと少しで模倣人格デツドコピーを崩せる。

　イバラが中央階段に根をはっているため十じゆう条じよう寺じ飾かざりは物理的に逃げるのも不可能。

　飾かざりが咄とつ嗟さに極現心想セミ・カウルの腕を突きだす。盾のような大輪の花が立ちふさがる。

「〈夢幻に溺れよ。午睡の花園は離さない〉」

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりの体をつかって、朝あさ倉くら響きよう示じの模倣人格デツドコピーが詠唱を紡ぐ。

「〈真昼の夢に四肢はあがく。光を求め、息をする〉」

　眠りに誘う魔術に対して、おれは瞬時に詠唱を継いだ。築いたものを書き換えていく。

「〈水面は嵐、絶えざる波が闇へ押しこむ〉」

　詠唱がぶつかり合うたびに魔力の光が爆はぜる。

「〈雨雲は風に連れ去られ、光が水底を照らす〉」

　相手がどれだけ否定を重ねても、おれは肯定で押し返す。

　盾の大輪が次々に花びらを散らすように砕けていく。

「〈月光がまぶたを閉ざす。あとは静かに終わるのみ〉」

　朝あさ倉くら響きよう示じはすかさず対応する。

　だが、連続した即ア興ド詠リ唱ブの負荷に十じゆう条じよう寺じ飾かざりの肉体は耐えきれない。そして魔術は自身の魔術特性から離れた詠唱をするほど弱くなっていく。

「〈朝あさ陽ひが闇を溶かしていく。そして世界は目覚めゆく〉」

　冷静に詠唱を拾い上げ、閃せん光こうのようなひらめきを、言葉に変える。

　おれは揺るがない。

　黒くろ瀬せ秀ひで春はるは一度終わった魔術士だ。

　魔術を失い、底なしの絶望から今日まで生きてきた。

　すべては無駄じゃない。今、祈るような詠唱と一緒におれは心の底から笑う。

「──魔術を崩した。次にぬるい詠唱するなら舌を抜くぞ」

　おれの手は飾かざりの口元をふさぐように届いていた。

　花は散り、朝あさ倉くら響きよう示じの詠唱につづきはない。

「……魔術崩しとはこんなものかい？」

「今の先生を消すには十分だ」

　フードがうしろへ下がり、十じゆう条じよう寺じ飾かざりの顔が露あらわになる。

　ヒビがはいるように飾かざりの中の朝あさ倉くら響きよう示じの模倣人格デツドコピーが崩れていく。

「すべてが破綻した後に願いが叶かなうとは皮肉なものだね」

　朝あさ倉くら響きよう示じは寂しげにつぶやく。

「こうやってハルに僕の魔術呪いを消してほしかった」

　先生のただひとつの願い。

　魔術士としての朝あさ倉くら響きよう示じをおれに殺させること。

　黒くろ瀬せ秀ひで春はるを鍛え、いつか〈永久言帝エンペラースペル〉が〈覇権言語マスタータング〉を解放してくれると信じていた。

「おれも叶かなえたかった。だけど、道具になるつもりはない」

「ハル、僕は──」

　おれは仮面をはがすように飾かざりから手を離した。

　階下の極彩色の匂いはゆっくりと退色し、消えていく。

　下半身に絡みついていたイバラがほどけて、飾かざりが膝をついて倒れる。

　同時に太いイバラの拘束がゆるみ、ヒナコがすべり落ちようとしていた。彼女は詠唱どころか身動きすらとれない。

　おれは二階のフロアから迷わず飛び降り、ヒナコを抱き寄せた。彼女の口元を自由にする。

「〈飛べぬ翼に祝福を。やさしき風が抱きとめる〉！」

　ヒナコの詠唱により束ねられた風はクッションになって床への激突を間一髪で防ぐ。背中が極上の寝具ではねたような感覚だった。おれはすぐにヒナコの手足の拘束をほどいていく。

　蓮れん歌かも駆け寄って「今決闘するなら勝ちは譲るわよ」とヒナコの顔を無理やりあげさせる。

「喧けん嘩か売っているんですか」

「アタシ達が仲良かったことなんてある？」

「今度こそ圧勝します」

「それはこっちの台詞せりふよ」

　蓮れん歌かは小首をかしげて挑発的な笑みを浮かべながら、ヒナコに手を貸した。

　ヒナコは黙って、その手をとり立ち上がる。

「ハル。引き際だ。本隊が突入してくるぞ」

　玄関ホールに入ってきた冬とお矢やは状況を確認して、線引きをした。

「飾かざりがまだ上にいる」

　すでに中央階段は焼け落ちて使い物にならない。

　冬とお矢やが床でもだえる十じゆう条じよう寺じ麻あさ人とを先に屋敷の外へ連れ出している間に、おれは飾かざりが倒れている二階に戻るルートを探す。魔術崩しが果たされた以上、いつ消えるかも知れぬイバラをよじ登るのは危険だ。飾かざりの容態を一刻も早く確認したかった。魔術執行官の本隊がやってきた時に彼女のそばにいなければ一方的に処置されかねない。

「──返し、て」

　玄関ホールに落ちた、途切れそうな細い声。

　空間を埋めるように這はいつたうイバラは消えるどころか、いくつもの花が咲きはじめて屋敷全体を覆いつくそうとしていた。建物全体が不穏な軋きしみをあげる。

「模倣人格デツドコピーは消したんだろう。なぜ魔術がとまらない」

　冬とお矢やがわずかに声を荒らげる。

「暴想バーストだ」

　恐れていた事態が現実に起きてしまった。

「先生による制御が失われたことで、飾かざりの極現心想セミ・カウルは飾かざりの命を魔力に換えて生長している」

　おれは表情をゆがませながら、主の命を吸って膨れ上がる怪花を睨む。

　イバラが頭上で倒れていた少女を幽鬼のごとく立ち上がらせる。

　モッズコートは破けて白い肩がはだけていた。細い首は力なく傾き、金髪は乱れる。生気を欠いた虚うつろな眼めが階下を見おろしていた。

　すべての中心である十じゆう条じよう寺じ飾かざりの身体からだが茎であるかのように胸部から袈け裟さがけに新たな花弁が顕現する。巨大な一輪の花を斜めに肩で担かつぐ。はだけたように咲く肉厚な花弁の大きさはふぞろいで色づきもまだら。かたちも端がついばまれたように歪いびつだった。

「もう、ぜんぶ、いらない。壊れろ。ヒナコもいらない。こんな世界嫌い。魔術なんて大嫌い。外も最低。どこにいても、どこにも意味ない。ボクはボクがいらない」

　イバラは玄関ホールの天井までつたい、シャンデリアが落下してくる。

　すかさず蓮れん歌かの現カ心ウ想ルがおれ達たちを護まもった。「こっちも長くはもたないから早く作戦決めて！」と魔力が少なくなってきてつらそうだった。

　迷っている時間はない。

　飾かざりの意識はすでに曖昧だ。

　心がバランスを失い、押し殺していた激情に振り回される。

　強すぎる想おもいにブレーキが壊れ、アクセルは踏みこまれたまま自壊へ向かう。もはや自力で停止するのは不可能。命が燃え尽きるまで魔術は止まらない。魔力いのちを垂れ流すままに開花した先から枯れ果て、また狂い咲く。その度に花からこぼれる毒々しい香りが漂い、混ざっていく。

　このまま屋敷の外に香りが解き放たれれば、繁華街以上の被害は確実だ。それこそ東京だけでは済まない。雪風に乗り、あるいは雪解けの水に混ざって猛毒はどこまで拡散されるか想像もつかない。

　身を削って意味もなく咲くだけの花。本来の美しさを見失った痛ましい姿は見ていられない。

「手遅れだ。諦めろ」

　即決した冬とお矢やが指先を飾かざりの心臓にむけて、狙い定める。

「助けます」

　ヒナコが当然のように答えた。

　おれは標的ターゲツトに向けられていた冬とお矢やの腕をつかんで、下げさせる。

「せめてもの慈悲だ。これ以上、苦しませるな」

　冷たく言い放つ冬とお矢やの判断は間違っていない。間違っていないが、正しくもない。

「苦しんでいるなら助けるのが友達です。それに」

　おれとヒナコの目が合う。

　まっすぐな眼まな差ざしだった。出会った時から変わらない。彼女は揺るぎない信頼をもって、おれを見つめてくる。

「秀ひで春はるさんならできます」

「そのための魔術崩しだ」

　おれは自分の手を握りなおす。

　この空っぽな手は常に求めるものを摑つかむためにある。

〈永久言帝エンペラースペル〉を失ってなお、新たな価値をおれは見つけられた。

　どれだけ過去に絶望しても、先に進むことで新しいものに出会うように人生はできている。

「今通じるのか？　大木をナイフで切り倒すようなものだろう」と冬とお矢やが値踏みした。口では冗談めかしても目は笑っていない。

　無謀な賭けでおれの命まで犠牲にするな、と訴えていた。

「ありったけの魔力をこめれば、原理の上では」

　脆もろい魔術なら詠唱なしでも魔術崩しが可能だ。ならば強固な魔術には、それを上回る強力な魔術崩しをぶつければ通じる。たとえ魔術がつかえなくなっても命ある限り、黒くろ瀬せ秀ひで春はるの肉体にも魔力は存在していた。だから魔術を感知でき、魔術崩しという他者への干渉ができる。

「最後はいつも力技だな」

「奇跡に見合う努力はしてきた」

「知ってるよ」

　屋敷が震える。軋きしみの音色に悲痛が加わり、十じゆう条じよう寺じ飾かざりを閉じこめていた世界は今にも崩壊しそうだった。

「おれが二階にあがったら全員すぐに離脱しろ」

　三人の顔を見渡す。

　いまさら覚悟を問う必要もない。

「冬とお矢や。蓮れん歌かを守りつつ魔弾でイバラを刈りとって時間を稼げ。屋敷を潰させるな」

「指示が、四年遅い」

　七なな上かみ冬とお矢やは手袋の裾を引き上げた。

「蓮れん歌かは炎で出口の確保だ。がれきに埋もれさせるな」

　おれは朱しゆ門もん蓮れん歌かに「大事なものだ。持っていてくれ」と帽子を預けた。

「絶対に離さないから」

　蓮れん歌かは帽子を胸に抱く。

「ヒナコ」

「はい！」

「おれを飛ばせ」

　ヒナコは力強くうなずいた。

「ダーリンを怪け我がさせたら承知しないわよ！」

「生き埋めになったら、そっちの責任ですからね！」

　たがいの罵倒に弾はじかれるように少女たちは駆け出す。

　ヒナコが詠唱する。

「〈我らは双子の風。いかなる干渉もはねのけ、渦巻く鉄壁。離れていても消えることなし〉」

　自分とおれを同時に猛毒の香りから遮断する風の護まもりをヒナコはもたらす。

　後方で蓮れん歌かが扉ごと吹っ飛ばす。

　頭上では冬とお矢やの機関銃でばらまくような無数の魔弾が次々にイバラを撃滅していく。

　砕け散らされていく魔力が光の雨のように走るおれとヒナコの上に降りそそいだ。

　いまだ健在のイバラは飾かざりの衰弱に比例するように縦横無尽に暴れのたうつ。

　迫るイバラの棘とげをおれは躱かわしざまにそぎ落とし、少しでも飾かざりに近づいていく。

「〈氷河の頂、空を斬り裂く剣と化せ〉」

　フロリダビルの屋上で見た時より遥はるかに巨大な、少女の身にあまる氷の大剣がヒナコの手元に現れた。踏みこみ、腰をいれた動作で氷の大剣を振り抜く。迫りくるイバラと激突。氷の刀身は砕かれながらもヒナコはイバラを切断していた。

「相変わらずの力技だな」

「見た目より軽いんですよ」

　ヒナコはすぐに「〈復唱リピート〉」し、ふたたび氷の大剣で次のイバラを相そう殺さいする。今度は刀身が半分ほど残った。そのまま扇を翻すようにヒナコは玄関ホールの中心で舞いまわる。拘束されていた憂うさを晴らすように氷の大剣を何度も出現させてはイバラを刈りとっていく。

　華麗な刀剣の舞踊さながらヒナコはどこまでも軽やかだった。

　上昇を遮るイバラはもはやない。

「秀ひで春はるさん！」

　おれはヒナコが振りぬく刀身に向かって跳んだ。

「〈靴底の突風、水面を飛び出す一歩となれ〉」

　おれのタイミングにぴったり合わせて詠唱を加える。

　氷の刀身を足場に変えて、ヒナコの風の魔術に乗ると一気に二階の高さに到達する。

「君はもう魔術に苦しまなくていい」

　おれはありたっけの魔力をこめた手を振り抜く。

　命を懸けるような全身全霊の一太刀は柄じゃない。

　ただ迷うことなく自分の積み上げてきたものを発揮すればいい。

　不可視の手応えは一瞬にして十全。

　極大魔術崩しが炸さく裂れつした。

　十じゆう条じよう寺じ飾かざりの身に顕現していた花弁が一斉に散る。

〈狂い咲く徒花ブロークン・フラワー〉を手折った重みは少女の命がまだ残っていた証あかしだった。
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　主との繫つながりを完全に断たれ、イバラを形成していた膨大な魔力が破裂する。視界が反転するほどの激しい散りざまの輝き。魔力は津波のようにおれ達たちの身体からだを弾はじき飛ばす。咄とつ嗟さに飾かざりを抱きとめるのが精一杯、受け身はとれそうにない。

　足裏から床の硬い感触が離れていく。

　ろくな制御もない大出力の魔術を強引に止めたのだ。

　具現化された膨大な魔力は飾かざりの身体からだに逆想リバウンドしない代わりに、行き場を失ってそのまま塊として世界に流出する。

「〈桜の花は舞い踊り、鳥たちが空に歌う〉」

　上下の区別もつかない魔力の濁流の中で、おれは確かに聞いた。

「〈吹き上がれ、祝祭の春風〉」

　永遠にも似た刹那。

　心のどこかで待ち望んでいた懐なつかしい感覚。

　背中から翼がはえたように温かな感触があった。おれは安心して身をあずける。落ちていたはずがいつの間にか昇っていた。

　まぶしい桜色の風はすべてを押し返す。

　重たい塞ぎごと苦痛も絶望も後悔も洗い流すように輝きは天に還かえっていく。

「見つけた」

「なにが？」

　光る風の中で聞いたヒナコの声におれは問い返す。

「永遠に失なくしたくないもの」

　伸ばされた少女の手を今度こそ確かにつかむ。

　やわらかな太陽の光に微睡まどろみ母なる海に抱かれるような安あん堵どが胸の内を満たす。

　おれの手にあるのは幻ではない。

　引きのばされたおれの意識は五感を離れ、そのまま白い光に溶けていく。




　　　　　　　○




　目が覚めると、都会の明るい夜空があった。

「天井、なくなっちゃいましたね」

　外の吹雪はおさまり、淡い雪が夜空からゆっくり降ってくる。

　おれの頭はヒナコの膝の上にあった。

　破裂したイバラの魔力をヒナコの風が毒ごと巻き上げたことで屋敷の上部すべてが消し飛んでいた。

　視線を横に移すと蓮れん歌かの呼びかけに飾かざりがかすかに反応を示す。

　遠くの方では多数の足音が一斉に止まる。

　冬とお矢やが似合わぬ大声でなにかを叫んでいた。

「秀ひで春はるさんは、お父さんの答えを知っていたんですね」と白い夜空を見上げながらつぶやく。

「君は君だ。それ以上の理由はない」

　ヒナコの表情はわからない。

　わからなくても今は不思議と恐こわくない。

「ところでさ、腕がすげえ痛いんだわ」

　砕けた屋根の建材が腕に激突したらしい。おれは痛みを素直に打ち明けた。

「わたしが治しますよ」

　詠唱。少女の手のひらは静かな光を放ち、傷を癒していく。

「君は、いつの間に覚えたんだ」

「女の子は日々変わるんですよ。知らないんですか」

「……そりゃ赤ん坊が大きくなって現れるわけだ」

「迷惑でした？」

「本気でそう思っていたら助けにこないさ」

「ありがとうございます。秀ひで春はるさん」

「ヒナコ、君が無事でよかった」

　こんなにも雪は降り続けるのに今は不思議と寒くなかった。
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　セントクロス魔術保険社長邸への魔術執行官の本隊突入は、表向きは間ま垣がきを筆頭とする無免許魔術士たちの一斉検挙として世間に公表された。実際彼らがこれまで犯してきた問題行為は明るみになり、会社として様々な不正が芋づる式に摘発される形で社長の十じゆう条じよう寺じ麻あさ人とは逮捕される。もっとも当の本人は〈狂い咲く徒花ブロークン・フラワー〉に長時間さらされた影響でろくに会話もできない状態だった。その社会的責任をめぐって、世間は今しばらく騒ぐだろう。

　おれは事件後、一連の出来事のきっかけになった場所へと足を運ぶ。

　たい焼き屋ルーリーのベンチで七なな上かみ冬とお矢やが待ち構えていた。

「フロリダビルを出て以来だ。懐かしい味」

　おれもたい焼きを買って、冬とお矢やと同じベンチに座る。

「冬とお矢やは相変わらずカスタード一択なんだな」

「好きなものを食べてなにが悪い」

「おまえは昔から偏食すぎる」

「後始末で忙しいんだ。好物くらい食べさせろ」

　冬とお矢やは残っていたたい焼きの尻尾を食べ終わる。

「ほらよ」と自分の小倉白玉のたい焼きをとって、おれは紙袋を差し出す。冬とお矢やは黙ってふたつめのカスタードを食べた。

　無言のままおれと冬とお矢やはたい焼きを胃におさめていく。

「それで、先生は戻る気はないんだろう」

　おれは背を向けたまま声をかける。

「僕の希望だった君は最大の天敵だったようだね」

　ルーリー店長に宿った朝あさ倉くら響きよう示じの模倣人格デツドコピーが答えた。

「ハル。僕は世界からすべての魔術を消すよ」

「なら、おれは今度こそ先生を救ってやる」

　もう返事はない。

　冬とお矢やは黙って立ち上がり、雑踏に消えていった。







　おれはその足で飾かざりの入院する病院へ足を運んだ。

　著しい魔力の消耗で危うく命を落としかけた飾かざりは療養を余儀なくされた。

　魔術省による彼女の本格的な取り調べは回復を待って行われる。マスコミの取材も国家権力により完全シャットアウト。そう手を回したのは七なな上かみ冬とお矢やだった。魔術崩しで朝あさ倉くら響きよう示じの模倣人格デツドコピーは抹消されてしまい、新しい情報は絶無に等しいことは自明である。

　ちょうど病室の前で飾かざりにうりふたつな顔立ちの女性と会う。

　飾かざりの母親はすでに面識がありながら、変わらずていねいな口調だった。短く言葉を交わして、おれは病室に入る。

「やぁ。また来たのかい？　崩し屋も暇だね」

　パジャマ姿の飾かざりは晴れやかな声で迎え入れる。

「黒髪、似合っているな」

「お母さんに染めてもらったんだ」

　きれいに整えられた髪を一束つまみながら、飾かざりは嬉うれしそうだった。化粧をしない飾かざりは意外と幼い顔立ちをしている。年相応の屈託ない表情はかわいらしい。

　飾かざりは、母親と暮らすことになった。

　セントクロス魔術保険の急速な成長で変わってしまった十じゆう条じよう寺じ麻あさ人と。娘の魔術の才能を伸ばすためにと半ば奪われるような形で離婚となり、飾かざりの母親はそのことを後悔していたそうだ。

　目を覚まし、母親と再会した飾かざりはこれまで押し殺してきた寂しさが堰せきを切ったようにあふれ出し、大声で泣いていた。

「座ったら？」

　彼女のすすめでベッドサイドの椅子に腰かける。

「今日は報告があるんだ。ボクは魔術士をやめる。魔術はもうつかわない」

　晴れ晴れとした表情で飾かざりは淀よどみなく伝える。そこに迷いはなかった。

「そうか」

「ごめんなさい」

「飾かざりが謝ることはなにもない。君に後悔がないなら、それが一番だ」

「あなたは魔術コンサルタントとして素晴らしい仕事をしてくれた」

「お世辞はいい」

「ボクを魔術から自由にしてくれてありがとう」

　飾かざりは笑う。

　はじめて見た少女の本当の笑顔におれは静かな安あん堵どを覚えた。

　憑つき物が落ちたように少女のすこしやせた顔は、しかし清すが々すがしかった。彼女はもう他人のために魔術をしなくていい。

「魔術に関係なくても困ったことがあれば遠慮なく相談にきてくれ。黒くろ瀬せ魔術コンサルタントで待っている」

「ほんとうに、ふたりはそっくりだね」

「ふたり？」

「ヒナコだけには相談していたんだ。あの子も同じようなことを言ってくれた。わたし達たちはずっと友達です。なんでも頼ってくださいって……、すごく嬉うれしかった」

　きっと彼女はこの先、何度もヒナコの言葉を思い出すのだろう。朝あさ倉くらヒナコにとっては当然のことが飾かざりにとっては人生のかけがえのない財産となって残っていく。

　人は知らぬ間に救われていることがある。

「ボクはヒナコのような強い子のそばにいることで自分の弱さを誤魔化していた」

「飾かざりに出会えたから、ヒナコも都会で寂しくなかった」

「ちがうよ。ボクだけじゃない。あの子には、あなたがいる」

「おれ？」

　飾かざりは携帯電話をとり、一枚の写真を見せる。

　おいしそうな料理が綺き麗れいにつめられた弁当箱を持つ飾かざりとヒナコが写っていた。

「ヒナコの手料理が食べたいって約束をあの子はちゃんと果たしてくれた」

「いつの間に……」

「一品ずつ料理の説明をしながら、何回あなたの名前が出てきたと思う？」

　興味深そうに飾かざりがおれの顔をじっと覗のぞきこんでくる。

「秀ひで春はるさんがおいしいって言ってくれた。これは秀ひで春はるさんがすごく気に入っていて、ほめてくれたのがこっちで。料理の話なのか、あなたの話を聞いているのかわかんなかったよ」

　飾かざりは歯を見せて、すごく楽しそうに話していた。

　別人のようにたくさん話した飾かざりはふいに窓の外に広がる気持ちよく晴れた空を見つめていた。

「散歩にはもってこいの陽気だ」

　おれは独り言のようにつぶやく。

「……外は暖かそうだね」と飾かざりの声にはすこし涙がにじむ。

　おれが窓をそっと開けると、ピンク色の花びらがひらりと飛んでくる。

　彼女は静かにその手につかみ、桜の花びらを愛いとおしそうに撫なでながら「ヒナコにもよろしく」と言う。

「また会うことがあれば伝えておく」

　おれは現実を口にした。




　　　　　　　○




　冬の終わりより少しだけ早くに朝あさ倉くらヒナコは東京を去った。

　黒くろ瀬せ秀ひで春はるは、ようやく気ままなひとり暮らしの生活を取り戻す。もう朝から叩たたき起こされることもない。衣食住のすべてを自由にできるのだ。

　ヒナコによって整理整頓された事務所の面影はすでになく、乱雑な状態に逆戻りしていた。

　毎日の仕事着スタイルであるワイシャツも最近どうにも着心地が悪い。アイロンがけの腕の差だろう。自分でかけたものは合格点に達しているが、１００点満点には劣る。

　不本意ながら、おれの生活水準は予想通り低下した。

「今朝もずいぶん早起きじゃない」

　カウンター越しに千ち草ぐさは店長の淹いれたコーヒーのおかわりをおれの前に置く。

　休日の朝、おれはカフェ・新世界で朝食を食べていた。

「今日はたまたま腹が減って目が覚めたんだ」

「ふーん」

「なにを食べようとおれの自由だろう」

「いえいえ、毎度ありがとうございます。常連さん」

　ベーシックなメイド服の千ち草ぐさは薄っぺらく礼を述べる。

「ナコちゃんの作り置きは？」

「とっくに食べ終わったよ」

　去り際、ヒナコは冷蔵庫をぎっしりと埋めつくすほど多種多様な料理を大量に作っていった。ひとりでは到底食べきれるものではないと思っていたが、人間生きていれば勝手に腹が減る。味は抜群だから放っておいても料理はおれの胃の中に消えていった。

「それじゃあ手料理が恋しいね」

「別に千ち草ぐさが作ってくれてもいいんだぞ」

「ずいぶんと重症なコメントしてくれるじゃない」

　千ち草ぐさは最初から期待する相手を間違っているぞとばかりに、おれを気の毒そうな目で見た。

「アタシが作ってあげようか？　まずは通い妻からでも悪くないでしょう」

　となりに座っていた朱しゆ門もん蓮れん歌かはココアを飲みながら、恐ろしい提案をする。

「鬼車に八つ裂きにされるわ」

「同どう衾きんして愛の巣作り！　気合いを入れて真っ向勝負よ」

「ひとりで戦争ができるか。朱しゆ門もん会はじいさんを筆頭に化け物が多すぎるんだよ！」

　人間が想像したものは実現できる。

　おれもそう信じているが、いまだに矢や車ぐるまさんには勝てる気がしない。

「ねぇ、ダーリンの帽子ってうちのおじいちゃんと関係ある？」

「だから蓮れん歌かに預けた。これは黒くろ瀬せ魔術コンサルタントを開く時にお祝いでくれたんだ」

「跡取りとして完璧じゃない！　いけるわ、ダーリン！」

　すさまじく確信に満ちた蓮れん歌かはかつてないほど興奮していた。

「蓮れんちゃーん、お店では静かにねぇ」と千ち草ぐさは冷静に仕事をする。

「そうだ。矢や車ぐるまさんから言われていたことがあったの」

　蓮れん歌かは我に返り、気楽な調子で告げる。

「アタシを巻きこんだペナルティで上の階の部屋は没収。別の人に貸し出すから、だって」

「なに!?」

　おれは飲みかけのコーヒーを思わずソーサーに置いてしまう。

「東京湾に沈められなかっただけよかったじゃない」

　蓮れん歌かのふてぶてしい笑顔に遠慮はない。

「そんなにあの部屋に人が住むの嫌？　はるちゃん、なんかキモイ」

「四年前まではおれの部屋だったんだよ」

「……、はじめて聞いた」

　千ち草ぐさはカウンターの仕切りについていた肘をあげた。

「愛着くらいあるさ。もう入居者は決まっているのか？」

「もうすぐ引っ越してくるよ」

「どんな人が来るか楽しみだね」

　蓮れん歌かと千ち草ぐさは顔を見合わせた。




　　　　　　　○




　仕事に追われる日々は感傷に浸る暇もなく、気づけば春になっていた。

　もうマフラーが必要ないくらい暖かな陽気がつづく。

　今日はひさしぶりになにもない日だった。

「……しまった。まただ」

　惰眠をむさぼった寝起きの頭は、コーヒーを多めに淹いれすぎた。

　自分のマグカップを取り出す時に、ペンギンのマグカップが目につく。食器棚に持ち主から置き忘れられたマグカップがまた増えた。

「気に入っているなら、ちゃんと持って帰れよ」

　おれは静かな事務所でぼんやりとコーヒーを飲む。

　特に予定や外出する約束もない。

　二度寝でもしようと思ったが窓から差し込む日差しは明るく、部屋の外では引っ越し業者が慌ただしく新しい住人の荷物を運びこんでいた。

　おれは仕方なくフロリダビルを出る。

　うららかな陽気に誘われるようにおれの足は自然と公園に向く。そろそろ桜が見頃になっているだろう。平日の昼過ぎは花見客も少ない。

　頭の上で咲き乱れる桜が懐かしく感じる。

　先生たちがいた時は、こんな穏やかな気持ちで桜を見上げたことはなかった。にぎやかさに囲まれた頃には気づかなかった花の色。桜の花びらが薄紅だとはじめて意識する。

「綺き麗れいな色だな」

　これまで忙しかったから時間が静かに流れていくことが心地いい。

　知らないうちにとなりに人が立っていたことにも気づかず、ずっと桜を眺めていた。

　しびれをきらした彼女が肩をたたく。

「いつまで桜に夢中なんですか！」

「……なぜ、君がここにいる」

「学院から帰ってきたところです。ていうか、最初に言うべきことありません？　ホラ」

　真新しい永えい聖せい魔術学院の制服を着た朝あさ倉くらヒナコ。

　セーラー服の時より大人びた印象を抱いた。

「入学おめでとう」

「ありがとうございます。でも、聞きたい言葉は違います」

「ヒヨコの殻が脱げた」

「秀ひで春はるさんはまだコート着ているんですね。ペンギンのくせに寒がりなんだから」

「君こそ似合っている制服を自慢したいのはわかるけど、風邪は引くなよ」

　スカートとかちょっと短みじかすぎないかと思ってしまう。

　おれはマフラーの位置をわずかに直す。

「お気づかい感謝します」

　ヒナコは素直に喜んでいた。

　また誰かと並んで、この桜を眺める日がくるとは思わなかった。

　気まぐれに偶然が重なると人生にはおもしろいことが起きるものだ。

「秀ひで春はるさん」

「なんだ？」

「ドクター・シーラカンスから伝言を預かってきました」

「頼む」

　ヒナコはあらためて伝言を話す。

「君が信じた道が正しい答えだ」

「よく言うぜ、あれだけ諦めろとかうるさかったくせに」

「追伸。ひとに言われてやめるなら本気じゃない。ふふ、しっかり見抜かれていますね」

　目の前にいたら思考を先読みするな、と文句のひとつでも口走っていただろう。

「おれもまだまだ未熟者だな」

「すねないでくださいよ。そうだ、秀ひで春はるさん。記念に写真撮りましょうよ。せっかく桜も満開なので」

　ヒナコはおれの腕を強引にとり、桜を背に立たせる。彼女は携帯電話をとりだし、片手で器用に写真撮影しようとする。

「おい、近いって」

「近づかないとおさまりませんよ。ほら、笑って」

「こういう笑顔は苦手なんだ」

「じゃあ最近いちばん嬉うれしかったことを思い浮かべて」

「────」

　思い出す必要もない。

　なし崩し的にツーショット写真を撮らされた。写真なんてひさしぶりに撮った気がする。そういえば、赤ん坊だったヒナコと写真を撮った時もこんな風に強引だった。いきなりヒナコを抱っこさせられて戸惑うおれの指を小さな手がぎゅっとつかんだ。

　そうか、だから写真のおれは笑えていたのか。

　遠い日の記憶はふいに新しい意味を帯びる。

　時間差の発見は悪いものではなかった。

　ヒナコは満足げに写真を確認していると、小さくくしゃみをした。

「肩にでもかけておけ」とおれはコートをヒナコに渡す。

「寒くないですか？」

「もう冬は過ぎたからな」

「ありがとうございます」とヒナコはコートをかけた。サイズが合ってないから、彼女の体がすっぽりおさまってしまう。彼女はコートの襟元に顔を寄せていた。

「やっと帰ってきたんだ」

　ヒナコは小さくつぶやく。

「なにやっているんだ、ヒナコ？」

「べ、別になにもしてません！　たまたまですから！」となぜか慌てて否定する。

「顔が赤いぞ」

「太陽がまぶしいからです」

「夜と違って昼間はわかりやすくていいな」

　いつかの夜の散歩とは立場が逆だ。

　ゆるやかな風が吹き、ひらひらと桜の花びらが踊る。

「これからはご近所さんなんですから、もっと仲良くしましょうね」

　ヒナコの口から飛び出した聞き慣れない言葉におれは身構える。

「ご近所？」

「わたし、黒くろ瀬せ魔術コンサルタントの上の部屋に引っ越してきたので」

「聞いてないぞ」

「言っていませんから」と確信犯であるヒナコはニコリと笑う。

「学院の近くにいい部屋を探していたら、たまたま見つけました」と棒読みの説明。おれの表情はみるみる曇っていく。蓮れん歌かも千ち草ぐさも知っていやがった。

　予想通りなおれの反応に満足気なヒナコ。腹立つな。

「これからはわたしを助手だと思ってくださいね」

「君を雇うつもりはない」

「校則でアルバイト禁止なので問題ないです。あくまで、ご近所さんのお手伝いですから」

「…………」

　外堀はすべて埋まっているらしい。

「いいのか」

「秀ひで春はるさんと一緒にいれば、はやく目標に近づけると思ったんです」

「目標？」とおれは興味もなさそうに散る花びらの行方を追う。

　ヒナコはおれの前に立つ。そして、じっと顔をのぞきこんでくる。

「……なんだよ」

「わたしが、あなたの魔術をとりもどします」

　少女は満面の笑みを浮かべた。

　自信と希望に満ちた表情に、おれはまぶしくて目を細める。

「これからもよろしくお願いしますね。先生」

「先生ねぇ」

　自分が彼女からこんな風に呼ばれる日がくるとは思わなかった。

　思い描いていた未来とは違う現実で、かつて破れた理想は形を変えて息づいている。

　魔術のつかえない魔術士と前途有望なる天才少女の縁はつづいていく。










　あとがき







　このたびは『わたしの魔術コンサルタント』を読んでいただき誠にありがとうございます。

　はじめまして、羽は場ば楽らく人とです。

　本作は、魔術が存在する現代日本の東京を舞台にした娯楽作品になります。

　ライトノベルに珍しいハードボイルド的な要素を有しており、さしずめライトボイルド小説といったところでしょうか。

　大都会の片隅で孤独を抱えた不器用な男が少女と出会い、未来への第一歩を踏み出す。

　自分の書いた物語を出版できるという望外の幸運が今でも信じられません。

　小説らしきものを書き始めた頃の自分に、この事実を伝えても絶対に信じないと思います。作家のように創作で生計を立てるというのは、それくらい現実味がうすく縁のない生き方だと感じていたからです。

　ただ、十年続けて結果を出せなければすっぱり止めようとは最初から決めていました。

　不思議なことにインターネット上で自作を公開するのが当たり前の時代に逆行するように、私は一度も発表しませんでした。毎年いくつかの賞に応募するだけで、作品の読み手は片手で数えるほど。書くだけで楽しかった時期を過ぎ、ようやく読み手をいかに楽しませるかについて真剣に考えるようになりました。勢いだけで書くことに自分自身が飽きてきて、リセットをかけるために自らに課したのが飛び道具（魔術や超技術など現実では存在しない現象全般）の全面禁止。慣れない書き方には悪戦苦闘しましたが純粋にストーリーを展開することで読ませるという挑戦は功を奏し、その時の作品がはじめて賞の一次選考を突破。人間現金なもので結果がついてくると、もっと自分の実力を試したくなる。好きなものから一度距離を置くことで、新しい見方ができるようになった。試行錯誤する楽しみを得ながらも、タイムリミットは刻一刻と迫っていました。

　二月のある夜、見知らぬ番号からかかってきた電話を私は気づかず取り損ねました。どうせ間違い電話だろうと折り返さずにいたら翌日、同じ番号から再び連絡。残業の手をとめ、根気強く鳴りつづける携帯電話を握りしめながら階段の踊り場まで移動してようやく電話に出ることができました。

　期限である十年の、ちょうど一か月前でした。

　人生なにが起きるか本当にわかりません。

　案ずるより産むが易やすし。

　継続は力なり、とはよく言ったものです。

　基本的に本人がいたってマイペースなこともあり、ずいぶんと遠回りをしてきた気もしますが今こん日にちにいたるまでの必要な経験と受け入れられるようにはなりました。

　少なくとも人にだけは恵まれたと自信をもって言えます。

　今も最初に感想をくれる弟のＰｏｋｋｅｙ、自由に挑戦させてくれた家族に限りない感謝を。

　読書という娯楽を教えてくれたトミさん、君がいなければ人生は退屈なままだった。

　常に温かくも厳しい助言をくれる高校の友人たち、これからも予想外の刺激を運んでくれ。

　私のデビューを酒さけの肴さかなに楽しんでくれる小学校の同級生ズ、実は結構助かってます。

　苦楽を一緒に乗り越えた親友Ｔ、奥さんとお幸せに。

　地元の先輩後輩の励ましにはいつも元気をもらっています。

　電撃文庫編集部のお二方、根気強く並走していただけたおかげで作品を世に出すことができました。毛並みのちがう作品を本にしようとする気概、懐ふところの深さに感謝しかありません。

　笹ささ森もりトモエ様、繊細かつ透明感のあるイラストが作品にすばらしい彩いろどりをあたえてくれました。キャラクター達たちに形をあたえていただけたことは、作者にとって代えがたい喜びです。

　そして、最後までお読みいただいたあなたには格別のお礼を述べさせていただきます。

　ありがとうございました。あなたに会えて私はしあわせです。これからも応援よろしくお願い致します。

　それでは羽は場ば楽らく人とでした。またお会いできたら光栄です。
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羽は場ば楽らく人と

ライトボイルド作家。４月30日生まれ。東京都23区でも妙に坂の多い街で育つ。気づいたのは二十歳になってから。この大発見を伝えても、知名度の低い区ゆえ理解されないのが悲しい。都会っ子なりの郷土愛に気づく今日この頃。散歩には楽しい場所です。
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イラスト／笹ささ森もりトモエ

定期的な運動を心がけたら体調を崩さなくなりました。というこの文章が公開される頃に風邪をひいてたら面白いですね～

是非Twitterでチェックして下さいね！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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「羽場楽人先生」係

「笹森トモエ先生」係











本書は第21回電撃小説大賞応募作品『勝手に咲きやがれ』に加筆・修正したものです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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